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序

塩尻東地区は中山道塩尻宿 を中心 として栄 えた地域であ り、塩 尻峠 あるいは善知

鳥峠によって岡谷 ・伊 那 と松本平 を結ぶ交通の要所 として、また歴史的意義 の深い地

域 として古来 より注 目されて きま した。この度、塩尻東地区の県営圃場整備事業 が実

施 されるにあた り、初年度の昭和58年 度 には2地 区4遺 跡が工事 区域 内にあ り、遺跡

全体 あるいはその一・部が破壊 され ることにな りました。長野県中信土地改良事務所

では工事施工 に先 立ち発掘調査 を行 い、記録保存 をはかるため に、塩尻市 に調査の委

託 をされ、市教育 委貝会では花村格先生 を団長 に、調査員 ・補助員 には長野県考古学

会員、信州大学考古学研究会 の諸氏にお願 い し、調査 団を編成いたし ました。

調査は7月 末 よ り12月 は じめ にかけて行 われ、その結果数 多 くの成果 をあげ るこ

とがで きました。特 に柿沢の柿沢東遺跡は縄文 中期後半の大集落趾 であることが確

認 され、出土 した多量の土器、石器類 は松本平 はもとよ りのこ と、県下 における該期

研究 を進め る うえで極めて貴重な資料 を提供 した といえましょう。 また同 じ く柿沢

の中島遺跡 においては中世 の館 跡が確認 され、 同地域 で今 まで空 白 とされていた中

世以前の歴史の解明に大 きな前進 をもたらしたもの といえましょう。

終 りにあた り本調査 にご理解、ご協力下 さいました調査 団の先生方 をは じめ、地元

土地改良区の方々、 また作業 に献身的にご協力 いただいた地元 の方々など関係各位

に深甚の謝意 を表するものであ ります。

昭和59年3月

塩尻市教育委員会

教育長 小 松 優 一・



例

言

1、 本書は、昭和58年 度県営圃場整備事業塩尻東地区に伴 な う、中信土地改良事務所

と塩尻市教育委員会 との契約 に基づ いて発掘調査 した塩尻市 内2地 区4遺 跡の調

査報告書で ある。

2、調査経費 については、中信土地改良区か らの委託金お よび国庫 ・県費補助 による。

3、 発掘調査 は、遺跡発掘調査 団(団 長 花村 格氏)に 委託 し、現場での調査=は昭

和58年7月20日 か ら12月8日 まで行 った。

4、遺物 および記録類の整理作業か ら報告書作成 は、昭和58年12月 か ら昭和59年3月

にか けて行 った。その過程 では次 の方々の協力 を得 た。記 して感謝 申 し上げたい。

遺構…整理、 トレース:小 林、鳥羽、前田、三村、 中野、小 嶋。

土器…実測:鳥 羽、箭 田、三村。拓本…小林。 トレース…小林、鳥羽。

石 器…実測、 トレース:小 林。

図版組 み…小林、鳥羽、前田、三村、深井。

写真…鳥羽。

5、 本書の執筆は各調査員が分担 して行 い、文責は文末に記 した。

6、 本書の編集は小林、鳥羽が行 った。

7、 調査 にあた り、塩尻東土地改良区の平林袈裟男理事長な らびに笠原和晃副理事、

岩垂一・男理事お よび地元の方々の御理解 、御援助 をいただいたこ とを明記 し、お礼

としたい。

8、 本調査の出土 品 ・諸記録 は平出遺跡考古博物館 に保管 してい る・
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第1章 調査状況

第1節 発掘調査に至る経過

(1)調 査 経過

1月10日 昭和58年 度文化財関係補助事業計画について(提 出)

5月12日 中信土地改良区、塩尻東地区圃場整備役員、市耕地課、市教育委員会 により、今年度

予定されている遺跡発掘の調査期間および調査箇所についての協議

7月23日 埋蔵文化財発掘調査事業塩尻東地区東山委託契約 について

7月26日 埋蔵文化財糠塚古墳の発掘調査について(通 知)

7月26日 糠塚古墳発掘調査団との委託契約について

9月20日 昭和58年 度文化財関係国庫補助事業の内定について(通 知)

9月22日 埋蔵文化財発掘調査事業塩尻東地区東山変更委託契約について

9月30日 塩尻東地区柿沢地区役員、市耕地課、市教育委員会 により柿沢地区3遺 跡について調

査期間および調査箇所についての協議

10月3日 埋蔵文化財発掘調査事業塩尻東地区柿沢委託契約について

10月12日 昭和58年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付 申請書について(提 出)

10月13日 柿沢東遺跡発掘調査団 との委託契約について

10月17日 埋蔵文化財包蔵地柿沢東遺跡の発掘調査について(通 知)

11月17日 大原遺跡発掘調査団 との委託契約 について

11月17日 埋蔵文化財包蔵地大原遺跡の発掘調査について(通 知)

11月28日 中島遺跡発掘調査=団との委託契約について

11月28日 埋蔵文化財包蔵地中島遺跡の発掘調査 について(通 知)

12月3日 昭和58年 度文化財保護事業県費補助金の内示について(通 知)

12月3日 柿沢東遺跡 ・大原遺跡埋蔵文化財の収得 について(届)

12月10日 昭和58年 度文化財保護事業県費補助金交付 申請書について(提 出)

12月15日 中島遺跡埋蔵文化財の収得 について(届)

12月21日 昭和58年 度文化財保護事業県費補助金の交付決定について(通 知)

12月27日 柿沢東遺跡 ・大原遺跡 ・中島遺跡埋蔵物の文化財認定について(通 知)

1月9日 埋蔵文化財発掘調査事業塩尻東地区柿沢変更委託契約について

1月21日 昭和58年 度文化財関係補助事業にかかる状況報告について(提 出)

3月1日 昭和58年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金の交付決定について(通 知)
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第2節 調査体制

市教育委員会では中信土地改良事務所から調査委託を受けたが、市教委独 自の調査体制が難 し

いため、元平出遺跡考古博物館長で、現在市文化財調査委員の花村格氏を団長 とする次の各遺跡

発掘調査団を編成し、再委託をした。

糠 塚古:墳発掘 調査 団

団長 花村 格

調査員 小林康男、鳥羽嘉彦

調査補助員 前田清彦、小嶋秀典、深井幸人、出河裕典、古岩井久仁、宮沢富美恵、三村 洋

参加者 古谷広樹、岩垂一男、坂井久之、小口ゆか り、上條由美、伊東直登、尾和朝雄

柿 沢東 遺 跡発 掘調 査 団

団長 花村 格

調査員 小林康男、鳥羽嘉彦、山本紀之、竹内 稔、石上周蔵、島田哲男

調査補助員 前田清彦、三村 洋、片山洋一、中込 さと子、山本淳子、高橋啓三、出河裕典、

古岩井久仁、小嶋秀典、橋詰文彦

参加者 池田和子、上條絢子、笠原善子、増田由子、一.ノ瀬邦子、笠原静子、小沢千代子、

小沢 しず、小沢 とき子、増田千佐子、市川二三夫、石川秀雄、中野実佐雄、米窪千

加代、山田小百合、青木豊子、笠原たけ、小沢マサ子、笠原松枝、根橋ぬ里子、関

川静子、一ノ瀬静代、一一ノ瀬豊子、中野善市、中村千 とせ、志水末造、浜宣子、永

井文章、宮下 聡、斉藤澄人、足助利子、川上 ますゑ、川上仁二郎、大沼田一枝

大 原遺 跡発 掘 調査 団

団長 花村 格

調査員 小林康男、鳥羽嘉彦、平林 彰

調査補助員 小嶋秀典、前田清彦、三村 洋、深井幸人、出河裕典、高橋啓三、

参加者 小沢しず、増田千佐子、笠原たけ、笠原松枝、一ノ瀬豊子、浜 宣子、根橋ぬ里子、

増田由子、笠原静子、市川二三夫、上條絢子、中村千 とせ、小沢 とき子、中野善市、

小沢千代子、池田和子、中野実佐雄、

中 島遺 跡発掘 調査 団

団長 花村 格

調査員 小林康男、鳥羽嘉彦、平林 彰

調査補助員 前田清彦、三村 洋、出河裕典、高橋啓三、古岩井久仁、山本淳子、小嶋秀典、

深井幸人

参加者 増田千佐子、一ノ瀬豊子、笠原たけ、笠原松枝、小沢 しず、浜 宣子
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事務局

市教委教育長 小松優一

〃 総合文化センタ.___所長 石原久男

〃 文化教養担当課長 一ノ瀬政和

〃 文化教養担当副主幹 中野 栄

協力者

塩尻東地区理事長 平林袈裟男

塩尻東地区副理事長(柿 沢地区工事委員長)笠 原和晃

塩尻東地区理事(柿 沢地区地区長)笠 原 進

〃(東 山地区地区長)岩 垂一男

〃(東 山地区工事委員長)古 畑淑博

地主(糠 塚古墳)米 山永生

〃 竹林貞子

〃(柿 沢東遺跡)山 本正夫

〃 一ノ瀬輝茂

〃 安藤 至

〃 一 ノ瀬芳人

〃(大 原遺跡)大 月 勇

〃(中 島遺跡)上 条善昭

第3節 調 査 日 誌

(1)糠 塚古 墳

昭和58年7月29日(金)快 晴 資材搬入。花村調査団長挨拶後、作業の概要説明を行ない、直

ちに調査 に入る。2×2mの グリッドを設定 し、グ リッ ド掘 り開始。表土は松の根が張っている

ため作業が難行する。

7月30日(土)快 晴 前 日に引き続 き掘 り下げ。排土の場所が狭いため土捨てに苦心する。

7月31日(日)晴 定休 日

8月1日(月)雨 雨天休 日

8月2日(火)快 晴 掘 り下げ継続。グ リッ ドが深 くな り掘 り下げが困難になったため中間壁

を取 りはず しトレンチ掘 りにかえる。遺構、遺物出土せず。

8月3日(水)快 晴 掘 り下げ。遺構 ・遺物出土 しないため古墳説に疑いが生 じて くる。古墳
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の可能性について、見学に来られた(財)埋 蔵文化財センター神村調査部長に御教示 をいただ く。

8月4日(木)快 晴Aト レンチおよびBト レンチの図化。埋め戻 しを行い、資材搬出。

9月9日(金)晴 糠塚古:墳を中心とした付近の全体測量を開始す る。

9月10日(土)晴 全体測量および付近の写真撮影。

9月11日(日)小 雨 全体測量完了。

(2)柿 沢東 遺跡

昭和58年10月20日(木)曇 発掘調査開始。朝、小雨が降っていたため作業員の集 まりが悪い。

花村調査団長の挨拶の後、調査=方法説明が行なわれる。ブル ドーザーにより表土剥 ぎ開始。農道

南側の3枚 の畑を東か らA～C地 区 と仮称。表土は各畑 とも北東隅が浅 く、南西方向へ行 くほど

深 くなる。B地 区中央 より焼土検出。ブル ドーザーによる除土が終ったA地 区北側か ら作業員が

入 り、助簾による削平 をする。

10月21日(金)晴A地 区およびB地 区のそれぞれ北側から掘 り下げ。B地 区から住居趾の落

ち込みを確認。第1号 住居吐 とする。C地 区は昨 日に引き続きブル ドーザーによる表土剥 ぎ。

10月22日(土)晴 前 日の継続。A地 区北側に多数の小竪穴状の落 ち込みを確認。

10月23日(日)曇 風が強 く寒い一 日だった。グ リッ ド設定。北東隅を基点 とし東西にA～E、

南北に10m間 隔にクイを打つ。また補助的にその間にAノ～Dノのクイを5m間 隔に打つ。削平は前

日の継続。A地 区は南へ行 くほど表土が厚 くなるため作業捗 らず。B地 区はBノ～C-1～2を 掘

る。広範囲に黒色落ち込みが追 え、大型住居趾の可能性がある。第2号 住居趾 とする。C-2で

黒曜石貯蔵 と多量の炭が出土。

10月24日(月)晴 小人数のためA地 区のみ。A～B-3～4掘 り下げ。

10月25日(火)晴A地 区A～B-5～6、B地 区Bノ～CL3～5掘 り下げ。C-3～5付 近

で5軒 の重複。C-3～5で 炭 と焼土の散乱が著 しい。

10月26日(水)晴B地 区B℃ 一3～5掘 り下げ。焼土の周囲に厚い炭の散乱があ り焼失家屋

の可能性がある。C地 区削平作業開始。Cノ～DL1・2掘 る。ローム面 まで20年 前の構造改善時

の重機跡が入ってお り期待薄い。

10月27日(木)雨 雨天休 日。

10月28日(金)晴A地 区Aノ・B-5・6、B地 区Bノ・C-5、C地 区D-3～5掘 る。Aノ～B

-5で4軒 の重複 を確認。B地 区ローム面が深 く作業難行。

10月29日(土)晴 昨 日に引き続 き暖かい一日だった。A地 区B-2～5、B地 区Bノ・C-3

～5 、C地 区C・DL3～5掘 る。Aノ ・B-5・6の 深い黒色の落ち込みを第3号 住居趾 とする。

B地 区、黒曜石原石、石鐡の出土が非常に多い。

10月30日(日)晴 第3号 住居趾のプラン確認のため2本 の トレンチを住居趾覆土へ入れる。

小竪穴、第1号 住居趾掘る。

10月31日(月)晴 第3号 住居趾の トレンチ中より完形土器が横倒 しで出土。その他多量の土
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器片が出土する。B-2・3付 近の黒色落ち込みを掘 る。第1号 住居趾掘り下げ。

11月1日(火)快 晴B-3を 中心に敷石住居趾検出。第4号 住居趾 とする。第1・2号 住居

趾掘 り下げ。B地 区南側の住居趾群 を第5～8号 住居趾 とする。

11月2日(水)晴 第1～8号 住居趾掘 り下げ。第1号 住居趾セクション図化。第2号 住居趾

は床面に多量の炭の散布が見られ焼失家屋の可能性がある。

11月3日(木)快 晴 第1号 住居趾ベル トをはず し床面精査。第2～8号 住居趾掘 り下げ。

11月4日(金)曇 第1～8号 住居趾掘 り下げ。第2号 住居趾掘 り下げ中、釣手土・器出土。床

面に多数の柱穴 を確認。第3号 住居趾から多量の完形土器出土。北壁付近 と南壁付近の床面の高

さが異なるため2住 居の可能性がある。

11月5日(土)曇 第1号 住居趾柱穴、周溝掘 り下げ。南壁付近か ら埋甕出土。第3号 住居趾

床面精査、周溝の発見。第4号 敷石住居趾実測。その他、第2・5～8号 住居趾掘 り下げ。B-

2を 中心 とした落ち込みを第9号 住居趾 とする。土手築造時に削平され西側半分 を欠除 している。

11月6日(日)曇 第1～3・7～9号 住居趾掘 り下げ。第3号 住居趾セクション図化。第4

号住居趾実測。BL4お よびB-3・4に 確認された落ち込み を第10・11号 住居趾 とす る。

11月7日(月)曇 第1～11号 住居趾床面精査。

11月8日(火)晴 第11号 住居趾掘 り下げ。第3号 住居趾中央ベル トの除去。南側に別の周溝

を確認する。A地 区北側の小竪穴群を半割で掘 り下げ。

11月9日(水)晴 第3号 住居趾の切 り合 い状況 をつかむために更に掘 り下げ。B地 区中央の

南北ベル トのセクション図化。小竪穴群のセクション図化。

11月10日(木)晴C-5、A'一6の 落ち込みを掘 り下げ。第12・13号 住居趾 とする。B地 区

南北ベル トの取 りはず し。多量の土器片が出土する。小竪穴群のセクション図化 を昨 日に引き続

き行 う。

11月11日(金)晴 第1、2号 住居趾測図。第13号 住居趾掘 り下げ。更にもう1軒 切 り合って

いる可能性がある。第12号 住居趾掘 り下げ。小竪穴群のセクション図化が終ったものから完掘 を

行 う。

11月12日(土)曇 第6号 住居趾精査中、第14、15号 住居趾を確認。第15号 住居肚の掘 り下げ

を行 う。第7号 住居趾付近に周溝の切 り合いから第16号 住居趾を確認す る。プランを出すため直

上の土手の切 り崩 しを行 う。昼頃雨が激 しくなったため、午後現場作業 を中止し博物館にて土器

洗いを行 う。

11月13日(日)曇 第9号 住居趾の土手はずしを行い床面精査。引 き続 き測図を行 う。第3号

住居趾および第13号 住居趾の床面精査 により第17、18号 住居趾 を確認。小竪穴群の掘 り下げ。

11月14日(月)晴 第11号 住居趾南北土手のセクション図化を行い、その後土手 をはず し測図。

第5、6、14号 住居阯の測図完了。小竪穴群の掘 り下げ。完掘 したものか ら測図を行 う。

11月15日(火)晴 第16～18号 住居趾完掘。第7、8、10、12、15、16号 住居趾測図。小竪穴
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群の掘 り下げ と図化。

11月16日(水)晴 集落の性格を把握するため北側の畑の地主の了解を得、調査区 を拡張する。

G、Gノ 、F-0～15の クイを打 ちグリッドを設定 し掘 り下げを行 う。第3、13、17、18号 住居趾

測図。

11月17日(木)曇 北側の畑か ら第19～23号 住居趾および小竪穴 を検出。第21号 住居趾.炉付近

の直上から土偶頭部が出土。南側調査区の全体測量を開始す る。

11月18日(金)曇 朝方雪が舞 う。第19～23号 住居趾および小竪穴の掘 り下げと図化。全体測

量。

11月19日(土)晴 全体測量完了。資材片付け。

(3)大 原遺 跡

昭和58年11月21日(月)晴 調査方法説明後、直ちに調査 に入る。ブル トーザーによる表土除

去 を行 い、終 った南西隅から助簾による掘 り下げを始める。 ロームまでは浅 く作業捗る。出土遺

物僅少。

11月22日(火)曇 北側へ行 く程、黒色表土が厚 くなるため、南北方向に2本 の トレンチを入

れる。東西方向の溝状遺構 と多量の礫が出土する。

11月23日(水)快 晴 溝の性格が不明のため東側の畑に作業を移す。遺構 なレ。

11月24日(木)晴 東側の畑 を南側から中央部 まで掘 り下げ。ローム表面付近に角礫を多 く含

む。

11月25日(金)雨 のち晴 午前中雨のため、午後だけ作業 を行 う。東側の畑の北側 に浅谷状の

落ち込みを確認。ただし西側の畑の溝状遺構 とは別の ものと思われる。

11月26日(土)晴 西側の畑の溝状遺:構と礫群 を更に掘 り下げ精査=する。溝中からは遺物の出

土なし。

11月27日(日)晴 朝、雪が降 り5cm程 積 もる。遺構および礫群の実測と全体測量 を行 う。資

材片付 け。

(4)中 島遺 跡

昭和58年11月29日(火)晴 ブル ドーザーによる表土除去の後、資材を現場へ搬入する。概要

説明後、直ちに調査 に入る。角礫が非常に多い。

11月30日(水)小 雨 南側で黒色土の落ち込みを確認。内耳土器の出土が多 く中世の遺構 と思

われる。また中央付近 に疎石様の礫 を検出する。昼頃雨が強 く降 り出したため、午前中で作業中

止。

12月1日(木)晴 風が強 く寒い一 日だった。西側落ち込み直上より6枚 の中世完形皿が出土

する。4ケ 所確認された南側の落 ち込みを掘 り下げる。

12月2日(金)晴 落ち込み斜面 に角礫が多 く、石積みの可能性がある。完形皿の出土状態を

実測 し取 り上げる。
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12月3日(土)晴 南側落ち込み部掘 り下げ。床面 を検出す る。2基 の小竪穴を半割掘 りし、

セクション図化する。その後完掘 し測図。

12月4日(日)晴 定休 日

12月5日(月)晴 雨が強い一 日だった。落ち込み部の精査 と礫群実測。

12月6日(火)晴 落ち込み部の精査 と礫群実測。

12月7日(水)雨 雨天休 日

12月8日(木)礫 群実測 と全体測量。

12月9日(金)全 体測量。テン ト撤収 と資材搬出。

(1)～(4)の各遺跡の整理作業は12月 ～2月 、平出遺跡考古博物館において、実施 された。出土遺

物の洗浄、註記、復元作業 と同時に実測図の整理、製図、遺物の実測、図判作成。また、報告書

の原稿執筆 を行 う。

第4節 遺跡の状況 と面積

遺跡名 現況 種 類 遺跡番号 全体面積 事業対象
面 積

最低調査
予定面積

調査面積 発掘経費

糠 塚 松林 円 墳 一 径20m 1基 1基 1基
円400

,000

柿沢東 畑 包蔵地 23-149
m'

9,000
m'9

,000
m'200 m'1

,500 2,200,000

大 原 畑 包蔵地 13-150 27,000 5,000 200 550 800,000

中 島 畑 包蔵地 23-147 4,000 200 150 160 1,000,000

(事務局)
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第II章 遺 跡周辺 の環境

第1節 自然 環 境(第 ・図)

長野県のほぼ中央部を南北に走る筑摩山地は、比較的新 しい時代 に形成された幼年期のなだら

かな山嶺 を呈 し、美ケ原(2034m)、 鉢伏山(1929m)、 高ボッチ山(1665m)、 東山(1430m)な

どの山々から成 り立っている。

この筑摩山地の南端 に位置する塩尻峠 と勝弦峠を結ぶ緩やかな山稜線は、塩嶺 山地 とも呼ばれ

てお り、松本盆地 と諏訪盆地 を分 けるとともに日本海 と太平洋の分水嶺を構成 している。即 ち西

斜面へは田川の流れが下 り、松本盆地で奈良井川 と合流し犀川 とな り、遠 く信濃川の末流となっ

て 日本海へ と運ばれていく。 また東斜面へは横河川および小野川が下 り、天竜川 となって伊那谷

を南下 し太平洋へ運ばれている。

塩尻峠(1015m)は 、周囲の鳥居峠(1197m)や 和田峠(1531m) .と ともに中山道中の主要峠

であり、かつ交通の分岐点 ともなっていた。 ここか らは松本平が一望に望 まれ、前方には穂高の

雪峰を中心 とした北アルプスの雄姿が立ち並び、まさに一幅の絵となっている。

また歴史的にも武田、小笠原両家の運命を決する一大峠であ り、ここの勝利が武田氏の信州攻

略を確定的なものとしたこと、さらには明治維新 まで諏訪の高島藩 と塩尻の幕布天領の境界争い

の場になったことなど歴史の運命の鍵 を常に握っていたともいえる。

こうしたことか ら、この塩尻峠は地理的にも、さらには歴史的な観点からみて も極めて意義の

深い峠であるといえよう。

また地質学的にもこの付近は、東北 日本 と西南日本を両分す る糸魚川一静岡構造線 と、西南 日

本を南北に両分す る中央構造線 という日本列島の2大 構造線が交差する地点にあた り、複雑な様

相 を呈 している。即ち諏訪盆地か ら勝弦峠を通 り塩尻へ抜け、さらに松本平に沿 って北上する糸

魚川一静岡構造線は、断層運動による2000mに も及ぶ比高差を生 じているため、西側の大芝山、

善知鳥峠の硬砂岩、粘板岩、石灰岩に代表される古生層と、東山山麓の基盤を構成するグリー ン

タフ第三系 を隣接させている。また岡谷市側へ流下する横河川は中央構造線による リニア線に起

因してお り、河川に沿って三波川帯の種々の変成岩体 をみることが可能である。東山山塊は第四

紀になって活動 した美ケ原の安 山岩質熔岩が第三紀層の上に被覆 してお り、さらに乗鞍、御岳の

噴火活動による信州ロ.___ムが最上位に厚 く堆積 している。

塩尻峠から塩尻市街地 までの西向斜面 を概観すると、高ボッチ山塊に展開する広大な台地と、

木曽山脈北東末端部の山塊(大 芝山、善知鳥山等)と の間に発達 した田川の扇状地お よびその中

を開析する田川、四沢川など数本の小河川に代表される。扇状地は長さ約4.5km、 幅約2kmの 広さ
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を持ち、その扇端は田川下流に沿った狭:長な低窪地によって奈良井川の扇状地、即ち桔梗 ケ原台

地 とその境 を接 している。標高は扇頂で900m、 扇端で710m、 平均斜度約3度 である。田川の本

流を始め、その支流四沢川および権現沢の諸河川によって開析 され、一種の開析扇状地 を形成 し

ているが、これは河川の浸食量に増 してこの地方一帯に著 しい地盤の隆起運動による。その移動

量は過去30年 間に、峠の東側頂上付近で83.4mm、 柿沢部落下で48.9mmを 測っている。

田川は塩尻峠に源を発 してお り、支流権現沢などを集めなが ら東山の山間渓谷 を下 り、みど

り湖へ流入する。そしてここからはやは り扇状地の西端 を流下 して くる四沢川 とともに塩尻東地

区の大扇状地形 を潤 しなが ら開曲流下 し、両者はやがて合流する。下方の大門市街地手前で流れ

の向 きを北へかえ松本方面へ運ばれてい くのであるが、これは糸魚川一静岡構造線の局部運動に

よって生 じた南北方向の リニア線に規定 されている。後背地に大芝山、善知鳥山などの石灰山を

持つため比較的硬度の低 い松本平の河川のなかでは最 も硬度が高い河川ではあるが、安定した勾

配 と流量により古 くから生活用水 として利用されてお り、縄文時代から現代に至 るまで数 多くの

歴史を築いてきた。 とりわけ大門市街地付近では段丘面上の弥生遺跡が多く、松本平で も有数の

弥生密集地帯 となっている。

塩尻東地区はその大部分がこの西向きの緩傾斜地 によって成 り立ち、その標高差は大 きい。 こ

の土地の気候は概 して寒冷ぞ、冬期の気温は零下10数 度 に下 ることも決 して珍 しくな く、加えて

東山降しの寒風が強いため、古代において も何 らかの耐寒への配慮を考えるべ きであろう。

(鳥羽嘉彦)

第2節 周辺遺跡

昭和56年 に刊行 された長野県史考古資料編の遺跡地名表に記載されている東山、柿沢地区の遺

跡は16遺 跡ある。(第2図)

この地区で最 も古い遺物を出土する遺跡は、青木沢で、有舌尖頭器が得 られている。縄文時代

早期になると、下松井沢で絡縄体圧痕文を出土 し、前期には社宮寺で土器が出土している。これ

ら中期以前はほ とんど痕跡的な出土状態であるが、中期になると遺跡数は急増する。小坂田、社

宮寺、中島、御堂垣外、柿沢東、大原、小丸山北、針窪、犬飼原、青木沢、下松井沢などの遺跡

で土器、石器類が得 られている。このうち、柿沢東遺跡は今回の調査 によって中期の集落趾であ

ることが判明し、また御堂垣外 は中央道長野線関連の発掘調査によって中期末～後期初頭の土器

とともに敷石住居が発見 されている。この中期は、遺跡が最 も稠密になる時期 といえる。後期に

は代官山で土器片が若干採集 される程度で殆んど遺跡はな くなる。次の晩期は、今のところ遺跡

の発見はない。

弥生時代に入 ると、御堂垣外、代官山で磨製石鍛が採集された程度で遺跡はほとんど存在 しな

い。おそらく、農耕 を実施するには不向 きな地域であったためと思われる。古墳時代に入っても

一g一



1.糠塚2.柿沢東3.大原4,中島

第1図 遺跡位置図

遺跡は全 く残されていない。古墳は、塩尻地区では上西条記常塚、狐塚、下西条銭宮1・2号 、

堀 ノ内大塚、小塚などより下方の田川流域に所在 し、田川上流域には存在 しない。古墳築造の経

済基盤が しっか りしていなかったためであろう。

平安 時代では、入山、代官山で土師器が得 られている。平安時代になると爆発的に遺跡は増加

するが、当地区においてはそのような傾向は全 く認められない。

(小林康男)
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第III章 調 査 遺:跡

第1節 調 査 の概 要(第俵)

(1)糠 塚 古 墳

糠塚古墳は、田川上流域の山間谷あい(東 山地籍)に 立地する独立円墳である。調査 は墳丘頂部

にL字 形に トレンチを設け行われた。

約3mの 深 さまで掘 り下げが行われ、基底のローム層まで到達 したが、古墳に関連すると思わ

れる遺構 ・遺物の出土は皆無であった。 この結果、従来形こそ円墳に類似するが、その立地条件

か ら疑いが もたれていた本墳が古墳ではなかったことが明確にされた。

しかし人為的に築造された形跡が見 られるところから、本墳が何 らかの意図をもって形成され

たことは明 らかであろう。

(2)柿 沢東 遺跡

柿沢東遺跡は、柿沢の集落の北側に展開してお り、扇状地中央の舌状台地上に立地 している。

調査はこの舌状台地の先端にある4枚 の畑について全面調査が行われ、発掘総面積 は1500m・であ

る。

この結果、遺:構としては縄文時代中期後半の竪穴住居趾23軒 、小竪穴130基 が検出された。出土

遺物はこれらに伴 う大量の土器、土製品、石器、およびその原石が出土した。

遺構の検出状態から、集落は尾根中央の小竪穴群を取 り囲むようにして、台地縁辺部の等高線

上 に住居趾 を設けてお り、ほぼ1つ の集落の形態を表わすことがで きた。住居趾はすべて円形の、

竪穴住居趾であるが、新 旧住居趾および小竪穴との切 り合いが激 しく、全容 を表わす ものは数軒

にとどまる。また、松本平で もこれまで数軒の出土例 しかない敷石住居趾が1軒 出土 している。

土器は縄文中期後半に限られ曽利1～ 曽利Vの 各時期にわたっている。器種 としては深鉢、浅鉢、

甕、釣手等がみ とめ られ、4住 居に計5個 体 の埋甕が出土 した。石器は石鍛、石錐、打製石斧、

磨製石斧、凹石、石棒、石匙、スクレイパー、異形石器および多量の黒曜石原石があり、土製品

では土偶、土鈴が得 られた。その他、小竪穴の1つ からヒスイの大珠が出土 し、小竪穴群のなか

に墓穴の性格 をもつ ものが存在 していることが判明した。

(3)大 原遺 跡

大原遺跡は、柿沢の集落の東方に位置 し、西向 きの広大な緩傾斜地に展開 している。調査は遺

跡の北西隅にあたる2枚 の牧草地 について全面発掘調査が行われ、発掘総面積は550m2で ある。

この結果、遺構 としては溝状遺構 と集石趾が検出されたが、住居趾は皆無であった。出土遺物

は表土から数片の土器が採集されたのみであった。
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2.柿 沢東3.大 原4.中 島

0200m

第2図 調査地区位置図(柿沢地区)』====』

遺構の性格は不明であるが、その形状 より推 して人為的に構築されたものであることはほぼ間

違いないだろう。土器片はすべて磨耗 してお り時代は不明である。

(4)中 島遺跡

中島遺跡は、柿沢地区の入口に位置 し、国道20号 線沿いにある微高地 を中心 として展開 してい

る。調査はこの微高地の南端をかすめて取 り付 けられる農道用地内について全面発掘調査が行わ

れ、発掘総面積は160m2で ある。

この結果、中世の館跡 と推察 される遺構 と、土墳2基 が検出された。出土遺物 としては、それ

らに伴 う土器、陶器、石器、古銭が出土 した。

館跡は東西に延びる調査区のほぼ全域にわたって検出されたが、館の中心があった と考えられ

る微高地のはずれに位置することと、南側が田んぼによって削られていることから、調査区内の
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調査だけでは館の性格 を解明することはできなかった。土tは 独立 した産状を示 し、 また出土遺

物 も皆無であったところから館趾 との関係は不明である。土器は中世の内耳土器および土製円盤

が多量に出土 し、中世陶器 も得 られた。特に陶器皿は完形あるいはほぼ完形の ものが6枚 、それ

ぞれ2枚 ずつ重な り合 って三角形状に置かれてあった という独得の産状 を示し注 目すべ きもので

ある。他に打製石斧と古銭が出土 した。

(鳥羽嘉彦)

第1表 発 堀 調 査 経 過 表

試 7 8 9 10 11 12 1.2 主な遺構 主な遺物

糠塚古墳
●

29 11

な し なし

遺
物
整

理
●

図
面

作
成
●

原
稿

執
筆

柿 沢 東

20 19
縄文中期住居趾

23

小竪穴130

縄文中期土器

土製品

石 器

大 原

2127

一

溝 趾2

集石趾1

時代不祥土器片

中 島

29 9 中世館趾1

土t2

中世中耳土器

中世陶器

古 銭

石 器1
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第2節 糠塚古墳

(1)位 置

糠塚古墳は東山地区の南方にあた り、田川によって開析された谷あいに営なまれた円墳である

(第3図)。 国道20号 線から分岐する国道153号 線 を伊那路方面へ約1km程 行 くと左手にみ どり湖

入口の看板が見えて くる。 この湖は田川の流れの途中に造 られた灌概用のため池で、夏期のボー

ト、釣場、冬のスケー ト場 と塩尻市民の憩いの場 となっている。この湖の奥手にある田川浦鉱泉

の脇 を抜け、田川の流れに沿って谷あいを上ってい くとやがて右手の水田のなかに椀を伏せ たよ

うな半球状の単独墳がみえて くる。墳丘頂部には数本のマツおよびケヤキの木立があり・遠方か

らでもひときわ目立つ存在である。

標高は墳丘頂部で856.6m、 田川河床面 との比高差6mで 、距離はわずか8mし か離れていない。

即ち田川の脇に築造 された といっても過言ではな く、後述するように墳丘 自体かな り水の影響 も

受 けてお り古墳の性格上、不明確な立地条件 を有 している。

この付近は中央道塩嶺 トンネルの塩尻側出口にあた り、 トンネルを抜けた中央道はちょうど現

在の田川あ流れの上を、この狭長の谷あいに沿って松本平へ と降 りてい くのである。

糠塚古墳については、かな り以前から 「古墳」 と称せられていたが、それを認める者は少なか

った。塩尻町誌(1937)に ある記載 を次に抜粋する。「…又田川浦の糠塚の如 きは高さ5m、 周囲

75mも ある大塚で有るが、諸種の条件 より見て古墳外の ものと断ぜざるを得ない。…」・また同誌

折 り込みの地図は大正7年 調査のものであるが、そこにおいても糠塚の地名ははっきりと提示 さ

れている。(第4図)

(2)古 墳 の築 造

本:墳は単独の円墳であるが、形状は若干歪 を呈する(第5図)。 即ち相対的に古墳東側の斜面が

西側の斜面に比 して勾配が急になってお り、特 に東側は崖に近い勾配で登 り降 りに難儀 を要する

ほどである。これはおそらく田川の流れが現在は8m程 脇を流れているが、築造後現在 までの間

に流路が変化 した時期があり、墳丘に直接流れが突きあたり墳丘の緩らかな斜面 を浸食削平 し・

現在のように崖にえく・りとってしまったことが明瞭に推察される。しかし現在、墳丘の周囲は段々

地形が構築されてお り、墳丘底部でその東側 と西側で約1mの 高低差があるため外見上は歪があ

まり気にならない。高さは東側で3.7m、 西側で5.Omを 測る。墳丘の大 きさは南北18m・ 東西22

mで 底部周囲64mを 測るが、築造時はそれよりはるかに大規模 なものであった と推察される。

調査は:墳丘頂部の最 も高いと思われる位置(中 心よりやや東寄り)に 南北に2×6mのAト レン

チを設け、またそれに直交 して東西方向に2×4mのBト レンチを設けた。Aト レンチおよびB

トレンチのそれぞれの層序断面を第6図 に示す。
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第3図 糠塚 古墳 調査 地 区図
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東山 ・柿沢地区図(塩尻町誌付図より)

第IV層 …黒褐色埴壌土。墳丘表面 を覆 う軟かい森林土壌・

第4図

第III層…漸移層。ロームブロックが若干含まれる黒褐色土。地下茎が少な くなる。

第II層 …黒色ブロック混入黄褐色土。ローム質 黄褐色土が塊状に剥げ落ちる。黒色ブロック

および塊状黄褐色土の間に空隙が著 しく、2次 堆積の感が強い。

第1層 …ローム質黄褐色土。ち密で混入物がほ とんどない。第II層 との関係は連続的である

が、本層は明らかに自然堆積層である。

第1層 の表面を追ってい くと墳丘中央を頂部にして南および西へ緩傾斜を有 してお り・このこ

とは付近の地形、 とりわけ最 も接近する南側の尾根の傾斜方向と一致しない・即ち第1層 表面の

形状は自然条件では造 られないということになる。 また第II層 についても人為的な盛 り土、しか

も土の締 りがあまり強 くなく盛 り土に用いられた土のブロックがはっきりとわかる程である。こ

のように第1層 および第II層 は明らかに墳丘築造 を意識 して造 られた層であることがわかる・

次に遺構および遺物であるが、調査の結果、古墳に関係すると思われる遺構は確認 されず・ま

た出土遺物 もなかった。
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第5図 糠塚古墳全体図

(3)ま とめ

糠塚古墳 はその名称 に反 して、おおかたの関係者が古墳であることに疑問を持ってきた。その

主な理由としては、まず:墳丘の立地条件が掲げられる。古:墳の築造は一般に高位置に据え、生前

の居住地 を眼下に見降ろす位置に設けるのが常であ り、このことは時代が下って集落の墓域に至

って も洪水等、天災の危険性の少ない微高地、即ち独立丘陵や山の尾根、あるいは自然堤防上に
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設けるなど継続されて

いる概念である。しか

るに本墳の立地は先述

したように谷底のほぼ

中央部であり、しかも

田川の流れが時には墳

丘 を削っていた と推測

され る位置 なの で あ

る。こうした理由から

「古墳」を疑問視するよ

うになったことも当然

であろう。

調査結果は最初の予

想通 り遺構 も遺物 も発

見されなかった。この

ことか ら本墳:丘の 「古

墳」の可能性はうすい

とみて よいだろう。 し

か し層序観察により築

造はほぼ人為的である

ことに間違いな く、ま

たその形状 も 「円墳」

その もの といってよい

ことから何 らかの塚で

あることは想定され る。

そこで塚の性格が問

第6図 層序断面図

題 となるが、現段階でそれを断定できる資料は何 もない。ただ強いて掲げれば位置的な観点か ら

境塚の可能性が最 も強いといえよう。この付近は岡谷市 との市境に近 く、谷あいをわずかに登っ

た ところに位置する現在の市境は、現 にこの墳丘の位置か らはっきりと捉えることができる。江

戸時代、峠をはさんで岡谷側は諏訪高島藩の領下 にあり、また塩尻側は幕府直轄の天領であった。

従ってこの付近は常に境界争いの場 となり、境界の移動が頻繁 に行われていたのである。争いは

明治維新の頃まで及んだ と伝えられている。この境界争いの一つの地形的な目安 として塚 を築い

たと考 えられるのである。

しか しいずれにして も古文献等にはっきりした記載が見当たらず、また地元関係者の言い伝 え
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1

第7図 柿 沢東 遺跡 調査地 区 図

一19一



第8図 柿沢東遺跡遺構全体図
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に も ま ち ま ち な とこ ろ が あ る こ とか ら断 定 は で きか ね よ う。'

(鳥羽嘉彦)

第3節 柿沢東遺跡

(1)位 置

柿沢東遺跡は、田川 とその支流である四沢川によって形成された扇状地のほぼ中央に位置し、

西向きの緩斜面上に広 く展開 している(第7図)。

付近は東方から降 りて くる舌状台地の先端部に位置 し、その延長上には柿沢区の墓地が設けら

れている。北側は四沢川の谷あいに続き、川 を越 えると急峻な崖をもって国道20号 線にあたる。

南側には柿沢の集落が台地 と平行 して立ち並んでいるが、その間に浅谷状の小地形があり、以前

は上方で湧出した清水がここを流下 していたと言われている。

遺跡付近は現在畑に利用されてお り、標高は約800mで ある。

ここは昭和35年 頃一度、重機 による構造改善が行なわれており、その際には多量の土器や礫(お

そらく炉石 と思われる)が 出土 し、赤土まで削平が及んでいるということであった。従 って過去

においてはかな り遺物 も採集可能であったらしいが、現在では遺構が果 して保存されているか ど

うか疑 しい という意見が関係者の間にあった。

調査はまずブル ドーザーによる表土除去を行なったのち、遺構検出作業を実施 した。本遺跡の

層序は、上位か ら黒褐色土層、暗褐色土層、ローム層の3層 に大別 される。このうち遺物包含層

は暗褐色土層下位にあたり、ロームブロックがかなり混入 した相 を呈している。 またこの第II層

は箇所により層厚の増減が著 しく、遺構および遺物の保存に大 きく関与している。各畑 とも元々

の傾斜地が以前の構造改善により整地されているため、概 して台地中央部寄 りがローム面 まで削

平されているのに対 し、台地縁辺部寄 りは自然堆積の第II層 が厚 く残 されている。 しか し南区の

最 も西寄 りの畑に関しては削平が全域に及んでお り、遺構は全て消滅 している状態であったO第

8図)

(鳥羽嘉彦)

(2)住 居趾

1)第1号 住 居趾(第9図)

調査経過 本吐はB地 区北側、第2号 住居趾の約3m南 東に位置する。標高は他の住居趾 と

比べ ると中間的な高さである。検出の極めて初期の段階で、楕円形の暗褐色土の落ち込みが認め

られたため、住居趾の存在が予想された。その後、東西方向にベル トをとり、掘 り進むが、覆土

は総 じて固 く締ってお り、炭化物、ローム粒が散在 し、人頭大の礫が10個 ほど存在 した。炉は中

央やや北寄 りに構築されていた。また床面検 出の際、南側周溝付近に埋甕が確認 され,た。
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遺 構 遺 存 状 態 は 良 く、 原 形 を保 って い る 。 プ ラ ン は 、 東 西 方 向 に4.Om、 南 北 方 向 に3.2m程

の 径 を も った 楕 円 形 を呈 し、 ロー ム を掘 り込 ん で い る。 開 田の 際 削 られ た た め か 、 壁 は 掘 ワ込 み

が 浅 く、 壁 高 は10～15cm程 度 で あ る。東 側 と西 側 のP2～P3の 部 分 で 掘 り込 み が鋭 く。 床 は堅 緻

で ほ ぼ 水 平 で あ る。 た だ し、 埋 甕 の 周 辺 は 、 凸 凹 が 多少 認 め られ 、 床 面 も低 い 。 周 溝 が 住 居 を ほ

ぼ 一 周 して 存 在 した 。 幅 約15cm、 深 さ5～10cm程 で 、 形 状 は 、P1か ら埋 甕 に わ た る部 分 で 複 雑

に な っ て い る。 炉 は(100×80-35)の 規模 で 存 在 した 。 炉 は 隣 接 して、 南 側 部 分 に平 らな 落 ち込

み が 見 られ るが 、 これ は た き 口で あ っ た 可 能 性 が あ る。 炉 石 は 東 側 と南 西 隅 に しか 残 存 して い な

か っ たが 、炉 の 壁 の 大 部 分 が焼 成 を うけ て い た 南 側 を除 き、炉 石 が あ っ た で あ ろ う と推 定 で きる。

炉 の 壁 は ほ ぼ 垂 直 で あ り、 床 面 は深 さ7cmに わ た り焼 土 が 堆 積 して い た。 ピ ッ トはP、 ～P5が 確

認 され た。P、 、P2、P4、P5が 主 柱 穴 で あ る と考 え られ 、典 型 的 な四 本 柱 の 住 居 との 可 能 性 が 高

い 。P3の 性 格 に つ い て は 判 然 と しな い 。 それ ぞ れ の 規 模 はP、(40×40-35)、P2(45×35-50) 、

P3(50×40-70)、P4(45×40-65)、P5(50×45-50)で あ る 。 ピ ッ トの 壁 は す べ て 垂 直 に近

く、しっ か り して い る。そ れ ぞ れ の ピ ッ トか らわ ず か な土 器 片 と黒 曜 石 チ ップ が 出 土 し、P5に は 、

10×50cmの 礫 が ピ ッ ト中 に 立 つ よ うに 存在 して い た が 、この石 の 性 格 に つ い て は 判 然 と しな い。

遺 物 は 全 体 的 に少 な い が 、 南 側 周 溝 付 近 に 、埋 甕 が 口縁 部 を床 面 と同 レベ ル に保 ち検 出 され た 。

こ の こ とか ら、'本趾 の 入 口が 南 側 で あ っ た こ とが 推 定 で き る。

な お 、 埋 甕 な どか ら判 断 して、 本 趾 は 曽利II～III期 に比 定 され,る。

(出 河 裕 典)

2)第2号 住 居 趾(第10図)

調 査 経 過 本 趾 は、A地 区 か らB地 区 に連 らな る住 居 趾 群 の 北 西 端 に位 置 す る。 北 側 は調 査 地

区 か ら外 れ 、 西 側 は過 去 の 開 田 に よ り掩 乱 を受 け た た め 、全 体 の お よ そ2分 の1し か 検 出 で きず、

全 容 は 定 か で な い 。 遺 構 検 出 時 よ り黒 褐 色 の 落 ち込 み が あ り、 土 器 片 、 石 鍛 な どが 出 土 した。

覆 土 中 に は、炭 化 物 が非 常 に 多 く含 まれ 、5×20cm程 の 炭 化 材 も確 認 さ れ た 。炭 化 物 は 床 面 の 高

さ まで 充 満 して お り、 焼 失 家 屋 との判 断 が な さ れ た 。

遺 構 プ ラ ン は 、未 掘 の部 分 を含 め 、 径6～7m程 の 円 形 を呈 す る と考 え られ る。 壁 は南 側 か

ら東 側 に か け て残 存 し、 ロー ム をほ ぼ垂 直 に 掘 り込 ん で い る。 壁 高 は 南 壁 で10～15cm、 東 壁 は

20～30cm程 で あ る。床 面 は 若 干 の 凸 凹 が み られ る もの の 、ほ ぼ 平 坦 で 堅 緻 で あ る。周 溝 と思 わ れ

る もの が 幅5～10cm、 深 さ5～10cmの 規模 で 、途 切 れ途 切 れ で あ る もの の 壁 に沿 って 存 在 した 。

この 住 居 の特 徴 と して 、 多数 の ピ ッ ト と小 竪 穴 の確 認 が あ げ られ る。30個 近 くピ ッ トが検 出 され

た 中 で 柱 穴 に つ い て は 、P、 、P3、P8、Pg、P1。 、P17等 が 位 置 、 深 さ な ど か ら主柱 穴 で あ る と

す る見 方 もで き るが 、 確 認 は 難 しい。 さ ら に そ の他 の ピ ッ ト、 小 竪 穴 の 性 格 、 役 割 に つ い て も判

然 と し な い。 炉 は 北 側 の農 道 に よ っ て切 られ て い る部 分 が 、 焼 土 の 多 量 の 残 存 、 炉 石 ら しい石 の

存 在 な どか ら炉 の 可 能 性 が 高 い が 、調 査 区 か ら外 れ る ため 、確 認 で きな い。 な お 、遺 物 か らみ て 、

本 趾 は 北 側 で、 曽 利V期 の住 居 趾 と重 覆 す る可 能 性 が 強 い が 、調 査 地 区外 とな る ため 、 そ の 存 在
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第9図 第1号 住居趾
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悶1∵ 住居趾



第11図 第3号 ・13号 ・17号 ・18号 住 居 趾
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水糸高 は99.20m

第12図 第4号 住居趾

を明らかにすることは出来なかった。

本趾は、釣手土器などか らみて、曽利1期 に属する住居 と推定される。

(出河裕典)

3)第3号 住 居 趾(第11図)

本趾は、A地 区南端の17号 住 と南側で切 り合 い、 また13号 住、18号 住 と東側で切 り・合って存在

している。ローム層の掘 り込みに暗褐色土が堆積 していたため、住居趾存在の確認は容易であっ

たが、表土はロームを多 く含む暗褐色土であ り、プランを明確に捉 えることはできなかった・そ

こで、サブ トレンチを設定し、掘 り下げたところ深さ60～70cmで ローム面 を確認で きた。覆土は

7層 に分かれた。土質は、全体的に軟弱であったが、南側3分 の1程 は、かな り堅緻で砂礫 を多

く含んでいた。床面検出の際、壁下の周溝以外 に、その内側に壁か ら30～50cm離 れて新たな周溝

が確認されたため、本趾は、拡張の行われた住居趾 と考えられる。

床面は、ほぼ水平だが炉周辺は、やや低 くなっている。全:体的によく踏み固められているが、

拡張部や壁近 くは、やや軟弱であった。本趾は、今回発掘の住居趾の中で最 も掘 り込みが深 く、

壁高は、北壁で最高68cmを 測 り、東壁は約45cm、 西壁は約25cmを 測る。壁は、17号 住 との切 り

合 い部以外全周 してお り、垂直に立ち上が り、やや堅緻であった。拡張部の周溝は、東 と西 と南

の一部 に見 られ、幅5～15cm、 深さ10～15cmで あ り、内側の周溝は、北東、南東部を欠き、ほぼ
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全 周 し、幅10～20cm、 深 さ10～15cmで あ る。炉 は、 中央 東 寄 りに位 置 す る石 囲 い炉 で
、炉 石 の 大

き さは 、ふ ぞ ろ いで 、石 組 み は崩 れ て い た。径120cmの 円 状 の 範 囲 で あ り、床 面 か らゆ るや か に 内

部 に傾 斜 し、 さ らに 、径80cmの 円 状 に垂 直 に掘 り込 まれ て い た 。炉 の 深 さは 、38cmで 、炉 石 の 頭

部 は、床 高 下20cm程 に位 置 す る。炉 の 内 部 に は、焼 土 が 見 ら れ 、厚 さ5cmを 計 っ た 。炉 内 覆 土 は 、

茶 褐 色 土 で ・東 側 床 面 近 くの 覆 土 に は 黒 色 土 に炭 が 混 じっ て い た 。炉 の 南 西50cm離 れ,た床 面 上 に

口径25cm程 の 土 器 口縁 部 が 床 に5cm程 くい 込 ん で、伏 せ た状 態 で 出土 し、内 部 に は薄 い 焼 土 が 見

られ た 。 ピ ッ トは 、全 部 で14個 検 出 され た が 、P、1、P、2は 、単 な る凹 み に近 く、 ま たP、7、P18に

つ い て は 、東 壁 中 央 に位 置 し、本 趾 と18号 住 の ど ち ら に付 属 す るか は不 明 で あ る
。P、7、P、8と も

に覆 土 は 暗 褐 色 土 で ・P・8の 上 部 に は 、40×30cmの 平 石 が ふ た を す る よ うに 置 か れ て い た が
、 出

土 遺 物 は 無 か っ た。 ま た、 等 寸 大 の 石 が東 側 に隣 接 して お
.り、 対 を な して い る よ うで 、 これ は 、

西 隣iの16号 住 に も見 られ る・ 主 柱 穴 は、 拡 張 前 の 住 居 がP1～P4の4本 柱 で 構 成 さ れ る と考 え ら

れ 、・ま た、 拡 張 後 の 柱 穴 に つ い て はP5～P、2が 壁 に沿 っ て 存在 し、P5とP、 。、P9とP1、 、P、2が

対 照 的 に位 置 し、類 似 し た形 状 を な して い る こ とか ら、こ れ が拡 張 時 の 主柱 穴 と考 え られ る
。P7、

P8は 、 近 くに 埋 甕 が 出 土 して お り、 入 口部 施 設 を構 成 す る ピ ッ トと考 え られ る。P5は 不 明 。

埋i甕は 、西 壁 下 よ り40cm内 側 に一 ケ所 、さ らに その40cm内 側 に 一 ヶ所 の合 計2ケ 所 よ り検 出 さ

れ て い る・ 内 側 の埋 甕 は・ 内 溝 の 内側 に 存在 し、拡 張 以 前 の もの と考 え られ 、厚 さ10cmを 計 る貼

り床 下 面 か ら、 口縁 部 を欠 損 した状 態 で 出土 した 。 覆 土 は 、 ロー ム をか な り多 く含 む褐 色 土 で あ

り・ 遺 物 は存 在 しな か っ た 。 外 側 の埋 甕 は、 床 高 に出 土 し、 覆 土 は2層 に分 か れ 、1層 は 、 細 か

い ロー ム 粒 混 じ りの 暗 褐 色 土 、II層 は 、 ロー ム を か な り多 く含 む 褐 色 土 で 、 粘 性 の 強 い 土 質 で あ

っ た。

本 趾 の特 徴 は 、 今 回 の 調 査 で確 認 され た住 居 趾 の 中 で は最 も大 きな 住 居 趾 で あ り、 掘 り込 み が

非 常 に深 い こ とで あ る。 さ らに 土 器 の 出土 状 態 に特 徴 が あ り、 覆 土 第II層 の 直 上 か らは 、 多 量 の

完 形 、 半 完 形 土 器 、 また は大 形 破 片 が 中央 部 に 集 中 して 出土 して い る。 また 、 第III層 に は 、 焼 土

が 広 範 囲 に 見 られ た が 、 焼 土 内か らの 出 土 遺 物 は なか っ た。 この よ うな状 態 で 土 器 が一 括 投 棄 さ

れ る例 は、 今 回 の 調 査 で は 本 趾 だ け に 見 られ 、 こ の こ と は、 住 居 廃 棄 後 に 人為 的 に投 げ込 まれ た

と考 え られ 、 い わ ゆ る吹 上 パ ター ン を形成 して い る と考 え られ る 。

(三村 洋)
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4)第4号 住 居趾(第12図)

本趾は、調査区中央部のやや東寄 り、ちょうど住居趾群 と小竪穴群 との境にあり、今回の調査

で調査 された住居趾の中で床面上に敷石を持つ唯一の住居趾である。西側で第11号 住居趾(時期は

本趾の方が新 しい)と重複 してお り、又床面が比較的浅 く、遺;構確認面 との比高差が10cm前 後 と低

くかったため、南側か ら西側にかけての壁は確認で きなかった。

住居趾推定規模は長軸4m、 短軸3m前 後で、実測図上では楕円形に近い長円形 を呈 している

ものの、変則的な隅丸方形 といってよいかも知れない。主軸方向はN-18.一E。

住居趾中央やや北寄 りローム直上(床 面直上)に 、大小30数 個の平板な川原石(平 板な角石4個 を

含む)に よる敷石遺構があ り、この敷石 内の北東隅には57×50cm、 深 さ25cm前 後の炉趾が附属 し

ている。炉は平板な石 を縦にして組み合わせた深型のもので、長期間の使用 もしくは強度な火力

によった ものか、よくしまったきれいな火焼面が存在 していた。炉趾西面の石はよく焼けてお り・

ヒビ割れが生 じている。床面はローム直上 に形成され、ほぼ平坦であったが、あまり硬 くはな く、

敷石の存在や覆土の黒褐色土 と床面のローム土との差が仮 りになかった としたならば、床面 を検

出できなかったのではないか と思わせる程であった。

ピッ トはP1～P3の3個 が検出された。P1は 深さ31cmの 柱穴形、P2は 深さ17cmの 柱穴形、P3

は深さ11cmの 断面 タライ状の ものであった。これらの うち、P2は 平面形か ら2個 のピットの複合

ではないか と考えられ、P1を 除いて他の ものは、はたして本趾に附属するものかどうか不明であ

る。

出土遺物 としては、敷石北西隅に砥石が置かれ、敷石内転用石器 として凹石2点 と・炉趾北面

の石が石皿であった。 また、敷石の東側やや離れた所 にも石皿が1点 裏面 を上にして置かれてお

り、敷石南西隅には深鉢形土器1個 体が埋設 されていた。敷石部主軸方向N-40.一E。 敷石上面

平均 レベルは調査時に便宜上設定した原点に対 し98.83～98・85mを 示 し・ほぼ2～3cm前 後の高

低差で平坦に敷かれていた。曽利V期 に属する。

(山本紀之)

5)第5号 住居 趾(第13図)

調査経過 本肚はB地 区の中央やや北よりに存在 し、6～8号 、10号 、12号 、14～16号 にわた

る重複 した住居趾群の最北端に位置している。重機による表土削平の際、P2上 面より2個 体の深

鉢形土器の胴下半が検出され、住居の存在が予想された。なお掘 り進めると、炉を中心 とした覆

土内各所 に炭火物 ・炭火材の塊 りが充満 していたので、焼失家屋 との推察がなされた。 また、中

央やや北よりには炉が構築されていた。南側は6号 住居:吐と重複関係を成 してお り、西側は過去

における開田の際に撹乱を受け、三分の一一程が削られている。北壁は東側ではっきり遺存してい

るが、西側に向かうに従い漸減 し、西端では明瞭な掘 り込みを確認することができなかった。

遺構 西壁は撹乱を受けたため確認できないが、プラン直径5m程 の楕円形を呈す ると推察さ

れる。壁はほぼ垂直で東壁のみ良好に遺存してお り、壁高は20cm程 である。また、東壁下には幅
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15～20cm、 深 さ8cmの 周溝が、約1.5mに わたり存在 した。南側は、6号 住 との切 り合 い部分 に

貼 り床が施 され、6号 住の床面 との比高差20cmを 測る。床面は平坦で、炉を中心 として全体的に

堅緻である。 しかし、壁際および貼 り床付近の床面においては、やや軟質な部分 も存在 した。 ピ

ットは、主柱穴 と考えられるものが三ケ所検出された。四本柱の住居 と仮定す るならば、 もう一

ケ所 ピットが存在するのだが、過去における撹乱のため確認することができなかった。P1(50×

33-50)は 東北わきに、P2(67×40-57)は 東南わ きに、P3(55×50-45)は 西南わ きにそれぞ

れ存在 している。また、P3の 覆土内からは くぼみ石が検 出された。炉は、今 回の調査で検出され

た炉の中では、最 も大型で堅固な造 りを成 し、(東 西130× 南北100-50)の 規模 をもつ楕円形を呈

した石囲い炉である。大型の石7個 を斜めに埋め込んで炉 を形成し、南側の一辺は石 を水平に使

用 して焚 き口としている。炉の底面(ロ ーム層)は 、深 さ12cmに わた り変色 しており、よ く焼成

を受けた赤褐色の焼土 となっている。 また焚 き口の対角線上の炉石は焼成をうけ赤 く変色 してい

た。なお、本趾の南端か らは、床面上に口縁部をわずかに突出した状態で埋甕が検出された。 口

縁部をやや欠損 してお り、埋土内か らは、ほぼ中央から凹石 と黒曜石チップ及び土器片が、それ

ぞれ一点ずつ出土 している。

ところで、本趾北壁外の検出面からは、黒曜石の集積趾が1ケ 所確認された。壁か らわずかに

離れて存在するこの集積趾 は、掘込み等は認められず、'G?`一一一ム面上に、4～8cm大 の黒曜石が6

個、無造作に存在 していた。これが5号 趾に不随するか否かは判然 としないが、本遺跡ではかな

り大形の黒曜石塊が多数出土 してお り、当時は数 多くの黒曜石貯蔵 趾が存在 したと推察 され る。

本趾は、埋甕などから判断 して、曽利II期 に属する住居 と推察 される。

(片山洋一)

6)第6号 住居 趾(第13図)

調査経過 本趾はB地 区の重複 した住居趾群の北寄 りに位置 し、南側では10号 吐に切 られ、北

側では貼 り床の施 される5号 趾によって切 られて存在する。重機による表土削平の際、本趾覆土

上面からは黒褐色の落ち込みとともに、焼土1、IIが 確認され、また土器片の存在 も顕著に認め

られたことか ら、当初より住居趾の存在が予想された。 しか し、遺構検出段階では西壁の落ち込

み しか確認することが出来ず、本趾以南のB地 区内には、連続する暗褐色土層下に数軒の住居趾

が重複すると予想 されたので、5～12号 趾にわたる南北に長いベル トを残 し、西側に追 う形で掘

り進めるこ とにした。覆土掘 り下げを開始すると、上面に露出していた焼土は予想外に厚 く、焼

土1の 下面 にも、多数焼土の堆積が認められ、一部では床面上にまで焼土の堆積 をみた。 このよ

うに焼土が大量に認められたため、本趾は当初焼失住居 と予想 されたが、炭化物、炭化材の出土

は顕著には認め られず、遺物 もほとんどが床面 より10～20crn浮 いて出土 したため、その可能性は

薄い。なお、焼土内から出土 した遺物は少量であったが、焼土周辺からは、床面 より10～20cm程

浮いた位置で、多数の完形、半完形土器の出土をみた。

ところで、本趾東側では二重の掘 り込みが確認されたので、当初これを2軒 の住居趾 と捉え、

一29一



東壁下の床面及び東壁部分を第14号 住居趾 として設定した。 しかし、遺物整理を続 けるうちに、

土器の出土状態などからこれ を2軒 の重複する住居 と考える根拠が薄れたので、今回は、この部

分 を6号 趾のベ ッド状遺構 として扱い、第4号 住居趾 は欠番 とした。

遺構 本趾は、他の住居趾、小竪穴 との切 り合いが激 しく、また西側の畔下部分では、一部開

田の際に破壊 を受けているため、プランの全容 を把握することは出来なかったが、直径6.5m前 後

の円形プランを呈すると推察 される。壁は、東壁から南壁にわたり一部途切れながらも遺存 して

いる。東壁はロ.__.ムを鋭 く掘 り込んであ り、立ち上が りは垂直に近 く壁高40cmを 測る。そして南

壁は不鮮明ながらも、なだらかな浅い掘 り込みが確認され、壁高は約15cmと 浅い。また、5号 趾、

10号趾の床面 との比高差は、それぞれ20cm、10cmを 測 り、床面 レベルは本趾の方が低 い・床は水

平で堅緻であ り、特に炉あ東側、南側部分 は、タタキ状の非常に堅緻な床面を有する。そして炉

南側では、焼土1下 面の床面上に焼土が堆積 し、床面は焼成 を受け3cm程 の厚 さで赤化 している。

なお、本趾の東壁下には、最大幅70cmの 三ケ月形を呈 した、一段高 まりを見せ る平坦面が存在す

る。平坦部は幾分軟弱な面を有 し、床面 との比高は最高で11cmを 測る。また、このベ ッド状遺構

とも言える高まり部分では、壁下に周溝が存在 し、幅20cm深 さ5～20cmを 測った。炉は北寄 りに

構築され、80×70-8の 規模を有する。炉石はやや移動 を受けてお り、人頭大の礫が5個 存在 し

たが、半数 は住居廃棄時に持ち去られたと推察される。炉内には最高8cmの 厚 さを測る焼土が存

在 し、焼土内からは直径5cm程 の球形を呈する焼けた礫が2点 発見された。ピットについては、

本趾が多数の小竪穴と切 り合 うため、その判定に困難 を極めた。一応、本趾に不随するピッ トと

して、P1～P4を 想定 したが、このうちP、、P5に ついては、形態、規模からみて、主柱穴である

と予想 される。なお、本趾 と切 り合 う小竪穴の うちではS114、S115、S116が 、特に巨大であり、

S115、S116か らは、ピッ ト内覆土に一部ロームが充満する箇所が観察 され、10号 趾の貼 り床であ

る可能性が強い。

本趾は、出土遺物の様相から、曽利1期 に属する住居 と推定される。

(前田清彦)

7)第7号 住 居 趾(第13図)

調査経過 本趾はB地 区の南東寄 りに存在 し、西側では10号 、8号 趾、また東側では16号 趾.と

切 り合 う。遺構検 出段階において北壁が確認されたため、南に向かって黒褐色の覆土を掘 り下げ

てゆ くと、覆土内からは、若干の土器片 とともに、人頭大の礫が10数個検 出され、特に北側 に集

中傾向がみられた。さらに掘 り下げを進めると、当初把握することのできなかった切 り合い関係

が徐々に判明してゆき、まず西側では、本趾を切るように8号 趾が確認され、北西側では床面の

微妙 な差異から本趾が10号 趾を切ることが判明 し、 さらに床面精査の段階では本趾 に伴わない周

溝が確認 され、東側に16号 趾が重複することが明らかとなった。最後に南壁の確認 については、

2次 ローム層での壁の確認であるため困難 を極めたが、暗黄褐色土の微妙な色調の差異から壁を

把 えることとなった。
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遺構 本趾は遺存する北壁及び南壁か ら推定 して、直径6.5m程 度の円形プランを呈する住居趾

と予想される。北壁はロームを垂直に近 く掘 り込んであり、壁高は23～32cmと 深いが、南壁はや

や緩やかな掘 り込みで、壁高 も9cmを 測 るのみであり、北に深 く、南に浅い掘 り込みの住居趾 と

言える。床は、全体的に水平で、北側ではやや堅緻な面を持つが、南に向か うにつれ軟質 を呈 し

ている。周溝は住居内に合計3本 確認 されたが、その うち2本 は住居趾中央に存在 しているため、

本趾に付随す るものとは考 え難い。炉は住居趾内北西寄 りに構築 され、2個 の炉石を残すのみで

あった。(80×50-28)の 規模 を有し、遺存する炉石の南側のものは焼成 を受け赤変 していたが、

炉内覆土の焼土は稀薄であ り、黒褐色土中に、焼土粒 として、炭粒 とともに検出された程度であ

る。本趾においては、重複が激しい為、主柱穴の判定は難 しく、P37、P28、P44、P45、P46な ど

が本趾の主柱穴 として想定 されるが判然 としない。

本趾は、曽利II期 に属する。

(前田清彦)

8)第8号 住 居 趾(第13図)

調査経過 本吐はB地 区の重複 した住居趾群の南寄 りに位置 し、北側では10号 趾、東側では7

号趾、さらに南西側では12号趾 と切 り合って存在す る。このように本趾付近は重複が激しく、当

初か ら住居吐の存在は予想されたものの、プランを把 えることは出来なかった。よって、南北に

ベル トを残 し、すでに掘 り込み面の確認されている10号 、及び7号 趾側から掘 り進めることとし

た。暗褐色 を呈す る覆土を掘 り下げると、覆土内には流れ込みによると考 えられる礫が、他住居

趾に比 して多量に検出された。掌大～人頭大の礫50個 ほどで、すべて床面からやや浮いた状態で

出土し、特に北西側の炉 を中心に集中傾向を見せている。そして、さらに掘 り下げを進めると、10

号、及び7号 趾より一段低 いレベルで床面が検出され、また周溝、炉などの存在 も明らか となり

住居趾 と断定するに至った。

遺構 プランは東西4.1mを 計 り、南北は推定約5mで 、南北に長い楕円形 を呈する住居 と予想

される。壁は、切 り合いが激しいため純粋に遺存す るのは西壁 と南壁の一部のみである。西壁で

はロームを垂直 に掘 り込んであ り壁高30cm、 南壁ではややゆるやかな掘 り込みで壁高20cmを 測

る。 また、北壁から東壁にかけては、10号 及び7号 趾 と切 り合 い、床面の比高差は10号 趾で約15

cm、7号 趾で10cmを 測 り、本趾の方が、竪穴が深 く掘 り込まれている。床は平坦で良好 に遺存し、

幾分堅緻なきれいな面を有 していた。南側については、12号 趾の床面に連続 しているが、両住居

の床面はレベル、状態 ともに大差はなく、明確な境界を把握することはできなかった。炉はやや

西壁寄 りに存在 し、東西1.4m、 南北1.4m、 深さ0.4mの 不整方形を呈 した大型の炉である。炉石

の存在は認められなかったが、規模から判断 して単なる掘 り込み炉 とは考えられず、5号 住のよ

うに大型の礫 を使用 した石囲い炉であったと推察される。おそらく、炉石は住居廃絶時に他の住

居に移 され、再利用されたのであろう。また、炉の底面では、ロームが焼成をうけ、厚 さ10cmに

わたって赤化 し、鮮やかな焼土層 をな していた。周溝は、西壁から北壁にわたって顕著に存在 し、
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幅20ん35cm、 深さ平均20cm、 最高34cmを 測る非常に掘 り込みの深い周溝である。 ところで、東

壁下では一部周溝が途切れる部分が存在 し、左右の周溝が内湾 してP、8及 びP25に 連結する形で検

出された。両 ピッ トともに掘 り込みは深 く約50cmを 測 り、また75cmの 間隔を保つことなζからあ

るいはこれが入 口施設であった可能性 も窺える。主柱穴はP、8～P2、の4本 柱によって:構成 され、

またP25、26に ついても柱穴 としての性格が考えられるが、重複が激しいため、他住居趾のピッ ト

である可能性 もあ り判然 としない。P24は やや袋状を呈 し、規模から判断すれば貯蔵穴のような性

格が予想され よう。

ところで、住居内南側、P2、付近では、浅い凹みを有 し、長さ45cmを 計る2等 辺三角形の平石

が、床直上に据え置かれるように出土したが、これは作業台に使用された ものだと推定される。

本趾においては炉が北西寄 りに構築 されているため、この石の配置される周辺は、堅穴内で最 も

広い空間を有 してお り、当時は作業場 として利用されていた可能性 も窺 える。

なお、本趾 と重複する10号、7号 、12号 の各住居趾 との新 旧関係は、10号 →7号 →8号 、12号

→8号 だと考 えられ る。 また、時期 については、出土遺物の様相か らみて、曽利II期 に属する住

居であると推察される。

(前田清彦)

9)第9号 住 居 趾(第14図)

調査経過 本趾はA地 区の北西寄 りに位置し、南側では11号 肚 と4号 趾が隣…接 している。調査

区全体から見れば、本趾の標高はやや高 く、環状を呈す る住居吐群の内奥に位置する。遺構検 出

段階において北壁の落ち込みが確認されたので掘 り進め ると、住居趾内東側の床面が検:出された。

また、住居趾中央以西は畔下に存在するため、遺構の遺存が危ぶ まれたが、畔下に東西のサブ

トレを入れると住居趾中央部に炉が確認され、炉のわきには小型の石皿が存在 した。畔下部 を漸

掘すると、住居内西側半分は西に向かって緩い落ちこみとなっており、開田時の破壊を受けてい

ることが判明 した。

遺構 本趾の掘 り込み面はローム層であ り、プランは直経約5mの 円形プランと予想される。

壁は東側半分のみ存在 し、直に近 い立ち上が りを有する。壁高は東壁で最高32cmを 計 り、北壁 と

南壁においては、西に向か うにつれ漸減 している。床面は全体的にやや堅めであるが、炉の南面

に蜂の巣状の凹凸があり、一つ一つの穴の深さは5cm～10cm程 で、 この部分は軟弱である。

周溝は全周にわたって遺存し、深さ一12cm～ 一4cm、 幅10～15cmを はかる。

炉は円形石囲い炉で、中央北寄 りに位置 し、西側半分の炉石 は存在 しなかったものの、南北100

cm深 さ22cmの 規模 を有する。炉石は平石 を斜めに埋め込んで形成 され、南東側では石 を水平に使

って焚口としている。炉内には焼土が確認され、ロームが厚さ最高7cmに わたって焼成を受けて

いた。さらに、炉の中心の上面には完形の深鉢形土器が横倒 しで、つぶれるようにして出土 しそ

の上には長さ35cmを はかる長方形の礫が、土器 を押しつぶすように存在 していた。

また、東側の炉石のわきの床面上か ら、小型の石皿が据え置かれた状態で出土 した。

一32一



第13図 第5～8,10,12,15,16号 住 居 趾





第14図 第9号 住居吐
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ピットは数 多 く発見されたが、小竪穴 との識別が難 しかった。主柱穴 と考えられるものは、P・

～P,の 五ケ所 に遺存し、この うちの何本かが主柱穴に使用されたと思われる・P6に ついては小竪

穴の可能性 もあるが、貯蔵庫等に使用されたとも考えられる。

本肚は、出土遺物の様相か ら、曽利II期 に属する住居 と推察される。(橋 詰文彦)

10)第10号 住 居趾(第13図)

調査経過 本趾はB地 区の重複 した住居趾群のほぼ中央に位置し、北側では6号 、南側では7、

8号 趾にそれぞれ切 られる状態で存在 している。遺構検出段階では、6号 住東壁に続 く本趾の東

壁部分が暗褐色の落ち込みとなって検出されたものの、西側及び南側については重複が激 しいた

め明瞭な掘 り込み面を確認することは出来ず、結局、東西、南北方向に十字のベル トを残 して、

東壁から西側に追 う形で掘 り下げを開始した。覆土を掘 り進めると、 まず、炉東側部分では広範

囲にわたる薄い焼土層が確認され、 また礫の存在 も顕著に見 うけられた。さらに、炉のす ぐ北側

では、新たに焼土IVが 検出され、それはあたか も破壊 を受 けた半完形土器 を包む ように存在 し

ていた。 さらに掘 り下げを進めると、まず東側の床面及び炉が検出され、住居趾であることが判

明した。そして最後に西壁の確認を残すのみとなったが、西壁付近では検出面が2次 ローム層で

あるため明瞭な掘 り込みが確認 されず、結局、暗黄褐色を呈するロームの、色調の微妙な差異を

もって西壁を把えることとなった。なお、この炉西側部分か らは、遺物、礫 ともに出土量は少な

く、床面の状態は東側に比べやや軟質を示した。

遺構 本趾は東西6.4mを 測 り、残存部分か ら推定すれば、北東側のやや入 り込んだ不整円形プ

ランを呈す るもの と推察 される。壁は、東壁ではロームをややなだらかに掘 り込まれてお り、壁

高20cmを 測る。また、西壁については先述の如 く不明瞭な点 も多いが、壁高は10cm前 後で確認さ

れた。なお、6号 趾 との重複部分では、6号 趾の床面上10cm程 の高さに本趾床面が存在すると考

えられ るが、ロームによる貼 り床は施 されておらず、明確な床面を把えることは出来なかった。

北壁は、遺物の状態、セクション図などか ら、焼土IIの 中央部付近を掘 り込む形で存在 したと考

えられる。床は、炉周辺及び住居趾内東側部分で良好に遺存しており、水平で堅緻な面を有 して

いた。 しか し、壁際及び西側の床面では軟質 を示 している。なお、重複する住居吐 と本趾の床面

との比高差は、6号 趾が約10cm、8号 趾が約15cm本 趾より低 く、7号 趾 とは、ほとんどレベルに

差異は認め られなかった。炉はやや西寄 りに構築されてお り、(80×80-5)の 規模 を有する。北

西側に開いたコの字型を呈する石組み炉であるが、かつては北西側の一辺にも炉石が存在 したと

予想される。南東側の一辺は石 を水平に使用 してお り、レベル もやや低 く焚 き口とみられる・ ま

た炉内には焼土 と黒色土が混在 し、焼土の厚さは最高6cmを 計った。ピッ トは東側で数多く検出

されたが、西側では一ケ所 も確認することは出来なかった。主柱穴 と規定されるのはP、2～P、4で 、

また8号 趾内に存在するP、5、P、6についても、本玩の柱穴である可能性が強い。P、7は他 ピット

に比 し、若干大きめの規模を有 しているが、深さは床面より20cmと 浅 く、あるいは小竪穴の可能

性 もある。なお、このP、7の上面の覆土からは、半完形土器 と土鈴(3)が 出土 している・
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本趾 と、重複する他住居趾 との新 旧関係は、6号 →10号 →7号 →8号 →であると推察される。

また土器の様相からみて、本趾は曽利II期 に属 しよう。(前 田清彦)

11)第11号 住 居 趾(第15図)

本趾は、A地 区の中央西寄 りに、敷石住居の4号 住 と切 り合 って位置する。遺構検 出の段階で

あぜ東に全体の半分 を確認 し、あぜの下に、西半分が続いていると思われた。東半分 を掘 り下げ、

床面 を確認 したが、炉は現れなかった。あぜ を撤廃 したところ、石囲い炉が現われた。覆土は、

厚さ10cmほ どの黒褐色の表土 と、その下に暗褐色土が堆積 していた。

住居趾の西壁は、欠損しているが、残存部分か ら円形プランとわかる。直径6m50cm程 の規模

である。床面は、よ く踏み固められてお り、南に非常にゆるやかに傾斜 し、起伏はな く、ほぼ平

らである。壁は、すべて垂直に掘 り込まれている。壁高は、東壁39cm、 南壁38cm、 北壁34cmだ ・

が、南、北壁 とも西へ行 くほど、低 くなり、床面まで傾斜 している。周溝は、壁に沿って見 られ、

幅5～10cm、 深さ5～15cmで ある。溝内から、石鍛 と打斧が1点 ずつ出土している。炉は、南北

51cm、 東西53cmの 楕円形で、深 さ29cmで あり、平たい石で囲まれているが、南側の石が1つ だ

け、水平に置かれてお り、焚 き口であったと考 えられる。全石 とも、床面 より5～10cm頭 を出し

てお り、炉内には焼土が見 られる。炉の南西に1m50cm程 離れて、1m×45cmの 範囲で焼土があ

り、厚さ10cm程 で、焼土の下は、ローム混 じりの黒褐色土であった。小竪穴は、炉の西側に、南

北に3ヶ 所並んでお り、南か ら上径1m、 下径90cm、 深94cm、 上径80cm、 下径60cm、 深47cm、

上径90cm、 下径80cm、 深さ1m4cmだ が、この北端の小竪穴は、さらに上径40cm、 深66cmの 、

底に30cm大 の石が置かれた小竪穴 を伴 う。ピットは、東壁の北側から南壁にかけて9つ 、炉の南

に1つ 見 られる。本趾の遺物は、少な く、完形品、または、それに近 い土・器は出土しなかった。

本地は、曽利IV期 に属する。

12)第12号 住居 趾(第13図)

調査経過 本趾はB地 区南西端に存在 し、標高はやや低 く、15号 趾 とともに環状を呈する住居

趾群の外縁に竪穴が構築 されている。台地突端の南西に面する緩斜面上に立地する為、検出面は

1号 趾付近に比べ20～30cm低 く、また本趾付近は重複 も激しく遺構検出に伴い手間取 り、結局、

B地 区内では、プランの確認に最 も遅れをとった。6号 から10、8号 趾を通 り本趾に至る南北の

ベル トを残 して暗褐色を呈す る覆土を掘 り進めると、まず8号 趾床面に連続する床面が検出され、

さらに炉、周溝が確認された。南側 と西側の畔下部分については開田時の破壊を受 けたとも考え

られ、当初遺構の存在は危ぶ まれていたが、南西隅に周溝が確認され、プランのほぼ全形が遺存

することが判明 した。

遺構 本趾は、北側で8号 趾 と切 り合 い、 また南西側では周溝の存在は認められたものの、壁

は検 出されず、プランについては不明確 な点 も多いが、およそ5m強 の円形プランを呈す ると推

定される。壁は北壁 と東壁の一部が遺存 し、ロームをややなだらかに掘 り込んでいるが、遺存状

態は良好 とは言えず、処々に凸凹が見られる。壁高は北壁で最高24cm、 東壁で25cmを 測 り、北壁
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では西に向か うにつれ漸減する。床はほぼ平坦で、幾分堅緻な床面を示すが、南西側では各所 に

掩乱の痕が見受けられ、蜂の巣状の浅い凹みが多数存在する。炉は北西寄 りに構築 され、(140×

70-5)の 規模を有する。細長い8個 の礫 と、一板の平石によって構成 される長方形石組炉であ

り、南東側の平石部分が焚 き口とみられる。炉内には焼土が最高4cmの 厚 さで広範囲に存在 し、

その中心には、小型の深鉢形土器の胴下半が、やや焚き口側に傾斜 し、半ば埋まる状態で埋設さ

れていた。なお、この土器(第49図3)は 、かな り焼成をうけた とみえ赤褐色に変色 してお り、

非常 に脆い土器であった。周溝は北壁下 に幅15cm深 さ10cmを 測 る周溝が2.5mに わたって存在

し、また南西隅では幅30cm深 さ20cm程 度の周溝が長さ約2mに わたって2本 並列 して存在する。

この並列する周溝については、床面が外側の周溝のあたりまで確認できたため、外側の周溝は住

居拡張時に新 しく掘 り込 まれた周溝である可能性が濃い。 ピッ トは多数確認されたが、主柱穴 と

考 えられるものはP3。とP35で あ り、あるいはP31～P34の 四本柱を想定することも出来るが、掘 り

込みは浅 く可能性は薄い。P29は 一70cmを 計るやや大型の袋状 ピッ トであ り、貯蔵穴などに利用

されたと推察される。

なお、本趾 と8号 住 との新旧関係は、周溝の切 り合いなどか ら12号→8号 と言えよう。本趾は

出土土器の様相 から曽利1期 に属する。(前 田清彦)

13)第13号 住 居趾(第11図)

本趾は、A地 区の南東に位置し、18号 住、3号 住 と切 り合・っている。ローム層を掘 り込んでお

り、覆土は、黒褐色土であったため、住居趾の確認は容易であった。東側半分は、土手のため、

発掘 していない。

プランは、西半分 しかないが、径6m弱 の円形 と考 えられる。壁は、北壁だけが確認 され、南

壁は、削られたらしい。壁高は16cm、 柔いロームがほぼ垂直に掘 り込まれている。床面は硬 さが

一様でな く、検出困難であ り、堅緻な部分、軟弱な部分が、中央 より南側の土手沿いに見られた

が、全体的には、軟弱であった。 ピッ トは、P、9、P2が 重複 して存在し、深 さは、各々、33cm、

64cmで あった。本趾は、明確 に炉 と断定で きるものが出土 していないが、焼土が中央 と50cm離 れ

てその南側 に出土 した。北側の焼土は、南北に長い楕円形状に、長軸70cm、 短軸50cm、 深さ10cm

の範囲見られた。南側の焼土は、半分が土手下にあったが、南北に70cmで あった。位置的に見て、

北側の焼土は、本趾中央寄 りであ り、地床炉 と考 えることはできるが、断定はできない。なお、

焼土には、何 も混 じっていなかった。周溝は、存在 しなかった。18号住 との床高差は、3～18cm

あり、18号 住より低い。出土遺物は、割合に少な く、土器片、凹石、打製石斧が出土 した。

(三村洋)

15)第15号 住 居趾(第13図)

調査経過 本趾はB地 区の重複 した住居趾群の南西寄 りに位置し、北東側にはわずかに切 り合

う形で6号 住が隣接する。西側の大部分は、C地 区の畑を過去に開田した際に破壊を受けている

ため存在 しないが、調査地区全体から見れば、12号 趾 とともに環状を呈する住居吐群の最 も外縁
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第15図 第11号 住居:趾:
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に位置す る住居趾 と言えよう。本趾付近は台地突端の緩斜面に位置す ることもあって、検出面は

二次ローム層であ り、遺構検出には難渋 を極めたが、東壁のわずかな掘 り込みが確認 され、 さら

に周溝が発見されるに及んで、住居趾 と断定するに至った。

遺構 先述の如 く、開田の際に住居趾の大半を破壊 されているため、プランは判然 としないが、

残存部分から推定 して、直径4～5mの 円形プランを呈する住居趾 と推察 される。壁はロームを

なだらかに掘 り込んであり、壁高は、最高18cm、 平均10cmと 低い。また、東壁下には周溝が存在

し、幅10～15cm、 深 さ2～5cmを 測る。床は幾分軟弱なローム面であり、やや起伏 を示す。ピッ

トは床面から一ケ所(P48)、 東壁か ら張 り出す ように一ケ所(P47)検 出され、さらに6号 住 と接

する部分には小堅穴が存在 したが、調査の都合上完掘することは出来ず性格については不明であ

る。

なお、本趾 と6号 趾 との新旧関係であるが、両住居の床面レベルがほぼ等 しく、また両住居が

接する部分 に小竪穴が存在 したため、切 り合 いの新旧関係 は明確にし得 なかった。本趾は出土土

器の様相から、曽利II期 に属す る住居 と推察 される。(前 田清彦)

16)第16号 住 居 趾(第13図)

調査経過 本趾は調査区の南側中央に位置し、A・B両 地区にまたが り、東で第3号 住居趾 と

隣接 している。また北側か ら西側にかけては第7号 住居趾 と重複 している。なお7号 との重複部

分では、7号 の上に貼床が施されているため、新 旧関係は、7号 →16号 であると推定 される。と

ころで、本住居趾の存在が明 らかになったのは、3号 検出中における西側の落ち込み と、7号 の

床面精査時に、7号 趾に伴わない新たな周溝が確認されたことによる。本趾の東側、調査区域 内、

A、B両 地区間の畔下の黒褐色の覆土を掘 り進めてゆ くと、土器片 ・石器が出土 し、次いで炉、

柱穴、周溝が検出された。

遺構 プランは、直径5.7mの 円形を呈する。壁はローム層を垂直に堀 り込んであ り、特 に南壁

と北壁が よく遺存 している。壁高は北壁29cm、 東壁24cm、 南壁16cmを 計 り、南に面 した斜面に

住居が構築 されているため、北に深 く、南に浅い掘 り込み となっている。床は、堅緻で全体的に

水平で平坦であるが、南側の床面ではやや起伏が見られる。ピッ トは、P38～P46ま で検出された。

この うちP43は 、第7号 住居趾のピットである可能性 も考えられ る。主柱穴はP43を 含めてP38

～P42と 考 えられ、6本 柱の住居趾であると推察 される。

本趾 に付随する施設 として、まず炉があげ られ る。炉は、やや北西寄 りに位置 し、円形石囲い

炉が設けられている。規模は直径1.1mの 円形で、40cmほ ど掘 り込まれ、炉の中心から東南方向に

は平石が2個 存在 し焚 口と考 えられる。炉内には深鉢形土器(54図)の 上半部が正位で埋設されて

お り、土器の周囲は、厚さ10cmに わたってロームが焼成を受け鮮朱色を呈 している。また、埋設

土器内にも焼土が充満 してお り、火種に使用 されていたと推察される。なお、東側の炉石わ きの

床面上か らも若干の焼土が検出された。周溝は、若干の途切れがあるもののほぼ全周にわたって

確認でき、幅は10～20cm、 深さは5～14cmを 測 った。また東壁には2個 の平石が掘 り込み面 に存

一40一



在 してお り、このような平石 は隣接する3号 趾東壁にも確認された。

本趾は、出土土器の様相から、曽利II期 に属する住居 と推定される。(小 岩井久仁)

17)第17号 住 居 趾、(第11図)

本趾は、A地 区南端に位置するが、3号 住掘 り下げの際、その南壁が確認 されなかったため、

3号 住 と切 り合 う住居趾の存在が予想 された。3号 住の東壁に沿って南へ発掘 した際に本趾の壁

が確認され、さらに3号 住床面の検出で周溝が確認 された。

プ ランは、3分 の2以 上が削 られてお り、判然 としないが、周溝の様子か ら円形プランと思わ

れ る。床は、 ロームを掘 り込んでお り、ほぼ水平だが、南に若干傾斜 している。全体的にやや軟

弱だが、3号 住 との切 り合 い部分は、多少堅緻である。壁は、3号 住の壁 と交わる付近に見られ

るだけだが、垂直に掘 り込 まれ,、やや堅い。周溝は、3号 住床面上に見られ、深さ10～13cm、 幅

15～20cmで ある。本趾に付属するピットは見 られず、P、、P、。は、いつれ も3号 住付属の柱穴 と

考 えられる。主な遺物は、床面上 に完形土器の3分 の1ほ どがつぶれた状態で出土してお り、そ

の他は、打製石斧、土器片が少数出土 したのみであった。

(三村 洋)

18)第18号 住居 趾(第11図)

調査経過 本趾は調査=地域内南東隅に位置する。当初本趾はその存在が認め られなかったが、

第13号 吐の床面精査の段階で、一段下がった床面 と周溝が新たに認められたので、新 たな住 居 と

して認定するに至 った。 本趾は高度的に南に向かってやや傾斜 を見せている。 住居趾は東側で

第13号 趾 と、 また西側では第3号 趾 と重複 しており、 床面が遺存 していたのは東側の%ほ どで

ある。

遺構 住居趾は%弱 しか遺存 していなかったため、プランについては推測 し難いが、直径4～5

mの 円形 を呈すると考 えられる。周溝は深 さが8～15cmを 計 り、南にい くほど浅 くなっている。

幅は広い所で20cm、 狭い所で4cmを 計 り、全体的にみると東側の周溝が狭い。床面はやや軟弱で

あ り、第13号 赴 との比高差は大 きい所で北側の8cm、 小さい所で東側の3cmで あった。ピットは

6箇 所存在 した。それぞれ規模は、P、1が上面径60×50cm、 下面径60×41cm、 一75cm(ピ ッ ト内

に42×20cmの 石が存在)、P、2が 上面径54×38cm、 下面径46×30cm、 一53cm(ピ ット内床面下約

10cmの 所に遺物が存在)以 下、P13上 面径57×40cm、 下面径48×30cm、 一36cm、P、4はP、5と 重

複 している。P、5上面径42×45cm、 下面径42×37cm、P、6もP、5と 重複、なおP16はP、4、P、5に

比べてやや小穴である。P、7上面径40×39cm、 下面径29×31cm、 一31cm、P、8に 関しては、その

上 に30×40cmの 平らな石が、ピットにふたをするような感 じで存在 した。その石 とほぼ同じ大き

さの石が、東側に対 をなすようにある。それ ら2つ の石は床面上にあった。(高 橋啓三)

19)第19号 住 居趾(第16図)

本趾は、調査 区の北側、すなわち遺跡の広がる台地の北縁側に位置する。住居趾の西側には第

20号住居趾が床面同レベルで重複 してお り、 また北西隅を第21号 住居趾が掘 り込みで重複 してい
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る。 この3住 居趾については削平時にロ.__._ム層上面に暗褐色土の落ち込みが明瞭に認められたた

め、存在は容易 に把握 されていたが、個々の住居趾のプ ランの確認は壁の遺存状態が少 ないため

遅れた。新旧関係は、本趾 と第20号 住居趾を第21号 住居趾が掘 り込んでいるところか ら第21号 住

居趾が最 も新 しいことになるが、本趾と第20号 趾の新旧関係 は不明である。

住居趾は西側半分が欠除 しているが、残存壁 と主柱穴の配列状態から推 して径5.2mの 円形プラ

ンを呈 していると思われる。主軸方向はE-Wで ある。壁高は南壁が21cm、 東壁が17cmを 測る。

ほぼ垂直に立ち上が り堅緻である。床はローム面上に構築 され、中央がやや窪んだ緩やかな播鉢

状 を呈している。炉は中央の浅い窪みが該当すると推定されるが、炉石 ・焼土 ・炭化物の検出が

できず確認はされ,なかった。。柱穴は隣接する住居趾のもの との重複があるため把握は難 しいが、

主柱穴はP2、P4、P1、 、P23の4本 柱 と思われる。

本趾は、出土土器により曽利1期 に属する。(鳥 羽嘉彦)

20)第20号 住居 趾(第16図)

本趾は第19号 住居趾 と東側を重複 し、また第21号 住居趾が北側を掘 り込んで重複 しているため、

南西隅のみの壁 と床面が辛 うじて残存している。覆土は暗褐色土の自然堆積で、隣接する第19号

住居趾および第21号 住居趾の覆土 と均質であり、層位的な区別はできなかった。

プランは主柱穴の配列状態か ら推 して径4.6mと 小型の円形プランを呈 し、主軸方向はN45.W

である。壁はローム層をほぼ垂直に立ち上がってお り、壁高は西側で15cm、 南側で12cmを 測る。

残存 している床面にはピットが多数散在 しているために起伏が著 しい。この中には明らかに本

趾に伴 うものも見受けられるが、隣接する住居肚に伴 うピッ トや、後に構築 された小堅穴 も含 ま

れるであろう。床面自体はよく踏み固められてお り、南側へ緩やかに傾斜 している。

ピッ トは、P7、P,、P、3、P、 。が主柱穴であるが、この うちP、。は後に第21号 住居趾の掘 り込み

があったためかな り削平されてお り、深 さは第21号 住居趾からの ものである。

炉は検 出されなかったが、南西隅のP1。直上に若干の焼土の散布がみ られた。

本趾は、曽利1期 に属する。(鳥 羽嘉彦)

21)第21号 住居 趾(第16図)

本趾は第19号 住居趾 と第20号 住居趾を切る形で重複 し検出された住居趾である。プ ランは南北

4.4m、 東西4.2mを 測るやや楕円のプランで、主軸方向はN60.Eで ある。

壁は西側 と北側が垂直に立ち上がる明瞭な壁であるのに対 し、隣接する住居吐を掘 り込む東側

か ら南側 にかけては、ダラダラと不明瞭な輪郭 をつ くっている。壁高は西壁 と北壁が15cm、 東壁

の第19号 住居趾 とが8cm、 南壁の第20号 住居趾 とが10cmを 測る。

床面はローム面で堅緻な平坦面である。北隅から東側にかけて緩やかな溝状の落ち込みが認め

られるが、主柱穴のピッ トを含んでいるところか ら周溝的なもの と考えるよりむ しろ後に掘 り込

まれた何 らかの遺構 と考 えることが妥当であろう。

炉は住居趾中央にN45.Wの 方向に石囲い炉が構築 されている。炉石は北側が きれいに遺存 し
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第16図 第19号,20号,21号 住 居 趾
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て い るの に対 し、 南 側 は 原 形 を留 め て い な い 。 炉 内部 に は わ ず か に焼 土 と炭 化 物 を含 む 黒 色 土 が

詰 ま っ て お り、 焼 土 は 約1cmの 厚 さで あ る。

ピ ッ トはP、7、P19、P24、P25が 主柱 穴 の4本 柱 と思 わ れ 、 また カマ ド脇 のP23・P2・ は それ ぞ

れ 第19号 住 居 趾 、第20号 住 居 趾 の 主 柱 穴 の 残 存 で あ ろ う。P23直 上 か らは 土 偶 の顔 部 と腕 部 が 出土

して い る。

本趾は、曽利1期 に比定される。

22)第22号 住居 趾(第17図)

本趾は調査区の北縁隅に位

置する。プランの西側半分は

畑の土手にかか っていたた

め、時間の都合上掘 り下げが

出来ず、東側半分が検出され

たのみであった。覆土は黒褐

色土で、ほぼ自然堆積状態で

あったが、西側でやや撹乱が

認められた。北側に小堅穴が

重複 してお り、本趾が掘 り込

んでいる

プランは約3.Omの 隅丸方

形 を呈する。壁は緩やかに南

へ傾斜 してお り、壁高は北壁

29cm、 東壁48cm、 南壁53cm

を測る。
第17図 第22号 住居趾

(鳥羽嘉彦)

床面は軟弱の黒褐色土で、中央がやや高 くなっている。ピッ ト、周溝等の遺構は検 出されなか

った。北壁 と南壁際、および住居趾中央に礫の存在が認められたが、性格 は不明である。

本趾は、曽利II期 に属する。(鳥 羽嘉彦),

23)第23号 住居 趾(第18図)

本趾 は調査区の最北端、すなわち遺跡の立地する舌状台地の北側縁辺部に位置する・調査区の

関係上、北側が完掘できず南側の%が 検出されたのみであった。覆土は暗褐色土でローム面を掘

り込んでいる。

プランは径4.Omの 小型円形プランを呈する。壁の掘 り込みは小さく、ほぼ垂直の立ち上が りを

示 している。壁高は東壁が13cm、 南壁が7cmを 測る。

床面は緩やかに南へ傾斜 してお り、ピットおよび地下茎 による窪みによりかなり凹凸が著 しい。

周溝は全周 しているもの と看取 され、幅12cm、 東壁下で5cm、 南壁下で14cmの 深 さを測る・
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ピ ッ トはP、(一47)、P2(一52)、P3(一49)、P4(一59)の4個 が あ り、 この うちP3は 礫 群

の 投 入 が 認 め ら れ た 。

炉 は 住 居 趾 中 央 に 方 形 の 石 囲 い炉 が 検 出 され た。 偏 平 な 巨礫 を用 い た もの で 残 念 な が ら北 辺 の

礫 は確 認 で きな か っ た 。 内 部 に焼 土 が 若 干 確 認 さ れ た 。(鳥 羽 嘉 彦)

(3)小 堅 穴(第19～24図)

今・回の調査 で小堅穴は全部 で130個 検出

された。この内、住居趾と重複 して検 出さ

れたものは32個 あり、2号 住居趾、5号 住

居趾及び6号 住居吐に集中している。これ

らの小堅穴は、規模が100cm前 後、深 さが

50～100前 後で、今回検出された小堅穴の

内では規模の大 きなものが多い。その他の

小堅穴は地区の北東に集中して存在す る。

また地区の南部か らは小堅穴は検出されて

いない。調査区内での在 り方を見る限 りで

は、住居趾群 に取 り囲まれた中央部に集中

的に群存す るようである。

これらの小堅穴を大別すると、S3に 代

表 され る確認規模 が100cm前 後 で、深 さ

50～100cmの 円形 もしくは楕円形 を呈 し、

従来土廣 とされているもの と、S5に 代表

される確認規模が50cm前 後で、比較的底が

浅 い柱穴状ピッ トの形態を示す ものの2形

態に大別することができる。

この2形 態の内、前者で特記すべ きもの 第18図 第23号 住居趾

はS3(95×90)で 、中央部 よりヒスイの大珠が出土している事から、何らかの特殊遺構である

事が想像 される。また、S45(100×95)、S69(130×125)か らは多数の人頭大の礫が、遺構中

央から検出されている事からもS3と 同じく特殊遺構であると考 えられる。これ らと同形態、同

規模の小堅穴は、9号 住居趾の東、敷石住居趾である4号 住居趾の北東に位置する一群 と、前述

の5号 住居趾、6号 住居趾と重複する一群 との2つ がある。前者は後者にくらべ全体的に浅いが、

以前に構造改善で、検出面が削 られている事を考慮に入れれば、ほぼ同 じ形状を持 った一群だと

言える。 また、前者について、9号 住居趾、4号 住居趾 との関係は不明である。

これらの特殊遺構 と考 えられる小堅穴を含むこれらの一群は、この遺跡の中である特別な意味
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を持つ位置にある事が想像できる。

柱穴状ピットを呈するものについては、9号 住居趾の東に不規則に散在 し、また、22号 住居趾

の東側に円形状に配列 している。壁、炉趾などが削平されて しまった住居趾の柱穴 とも考 えられ

るが、断定的なことは分か らない。

以上、今回の調査での概略 を記したが、個々については第2表 を参考にされたい。表内の数値

で他の遺構 と重複 している等により確定できないものについては推定規模により示 した。

(中野実佐雄)

第2表 小竪穴一覧表

No. 確 認 規 模 主 軸 方 向 平 面 形 底 面 規 模 底 面 深 さ 備 考

1 115×115
一 円 形 90x95 平 坦 30 S-36と 重 複

2 80x85 N-21ｰ一W 11 75x75 11 40 S-23と 重 複

3 90x95 N-78ｰ一E 11 80x80 11 40 ヒスイの小珠が 中央部 よ り出土

4 80×75 N-70ｰ一E 11 60×60 11 15

5 55x55 N-75ｰ一E 11 50x35 11 25

6 70x65 N-15-W 11 50x60 11 35

7 110x75 N-11-W 楕 円 形 90x75 平 坦2段 76

8 100x80 N-10-E 11 90×75 平 坦 55

9 95x70 N-80ｰ一W 11 80x50 11 70 S-10と 重 複

10 120x120 N-5-E 円 形 90x95 // 20 S-9と 重 複

11 80x75
一 11 60×70 11 45 S-37と 重 複

12 90x50 N-80-W 不 整 形 40x20 平 面2ヶ 所 15

13 90x85 N-20-E 円 形 75x70 ボ ー ル 状 20

14 120x80 N-81-W 楕 円 形 105x70 平 坦 25

15 165x140 N-43-W 11 145x110 11 50

16 95×80 N-85-W 11 80×60 11 55

17 110x95 N-45-W 11 95x70 11 35 S-27と 重 複

18 115x65 N-82-W 11 95x55 11 50 C-72と 重 複

19 140×55 N-33-W 11 110×40 平坦一部斜面

20 60x55 N-15-E 円 形 55x45 平 ・ 坦 26

21 65x45 N-5-E 楕 円 形 45x35 11 40 人頭大の礫が1つ

22 60×50 N-70ｰ一W 不 整 形 一 ボ ー ル 状 37

23 90×80 N-35-E 不 整 円 形 70xso 平 坦 29 S-2中,S-25,S-2と 重 複

24 115×105 N-60-W 11 斜 面 15 土器が西側 より出土・S-23,S-25と 重複

25 75×75 N-25-W 11 60x60 平 坦 24 S-23,S-24,S-25と 重 複

26 75×60 N-20-E 楕 円 形 60×50 11 19 S-25と 重 複

27 65x55 N-30-E 円 形 45x40 // 23 S-17,S-28と 重 複

28 80x50 N-60-E 楕 円 形 一 ボ ー ル 状 10 S-27と 重 複

29 75x65 N-15-W 円 形 65x55 平 坦 53

30 140×90 N-25-W 楕 円 形 135x85 11 60

31 50x45 N-60-E 不 整 形 40×30 11 14

32 135x100 N-30-W 円 形 115×75 n 29

33 145x110 N-35-W 不 整 形 115×85 11 23

34 80x80 一 不整楕円形 60×65 11 16

35 130×75 N-50-E 円 形 一 ボ ー ル 状 14

36 60x45 N-25-W 楕 円 形 45x25 平 坦 15 S-1と 重 複

3? 40×40
一 円 形 25x20 11 25 S-11と 重 複

38 150×80 N-85-E 長 円 形 130x60 二 段 平 坦 35

39 95x85 N-60-W タ マ ゴ 形 80×65 平 坦

40 120×45 N-85-E 11 100×25 11 14

41 80×60 N-60-W 不 整 形 70×50 11 48 S-42と 重 複

42 100x65 N-60-W 円 形 85x50 Il 20 S-41と 重 複

43 250x80 N-70-W 〃 35×30 ボ ー ル 状 6

44 45×45 一 11 30x30 平 坦 11 中央N-65-Wの 方向に巾10の ミゾ

45 100x90 N-87-W 不 整 形 85x75 11 80 人頭大の礫が9ヶ と土器 出土

46 100x90 N-20-E 楕 円 形 80×70 11 19

47 230x110 N-30-E 不整楕円形 200x85 二 段 平 坦 49
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一
No. 確 認 規 模 主 軸 方 向 平 面 形 底 面 規 模 底 面 深 さ 備 考　

48 80x70 N-90ｰ 11 45×50 平 坦 49

49 110x55 N-85-W 円 形 90×50 二 段 平 坦 50

50 110x90 N-35-W 楕 円 形 80×70 平 坦 16

51 80×80 N-45ｰ一E 円 形 60×40 n 40

52 120x85 N-80-E 11 45×50 一部斜面平坦 51 S-56と 重 複

53 55×55 一 不 整 形 35x35 平 坦 23 S-55と 重 複

54 55×55 一 楕 円 形 15×15 羅纏 26

55 70x70 N-45-W 不 整 形 40×25 ≡謬鞠 27 S-53と 重 複

56 120×75 N-75-W 楕 円 形 95×65 平 坦 50 S-52,S-57と 重 複

57 70x65 N-75ｰ一W .円 形 50×45 // 20 .S-56と 重 複

58 100×60 N-75ｰ一W 楕 円 形 70x55 11 19

59 50×40 N-50ｰ一E 11 30x30 11

60 55×40 N-15ｰ一W 11 45×30 11 41(11)

61 95×65 N-30ｰ一W 11 70×50 斜 面 36-53(
13-40)

62 75×40 N-20ｰ一E 不整楕円形 50x20 平 坦
63 75×60 N-15-W 円 形 65x50 JI 45 1号 住 と重複
64 130x95 一 楕 円 形 110×80 11 100 打斧出土
65 73x65 N-10-E 円 形 一 一 一

66 215×75 N-85-E 楕 円 形 195x65 平 坦 11 5号 住 と重複
67 75×70 N-80-W 円 形 55x60 11 35

68 80×75 N-5-W 11 70×65 二 段 平 坦 46

69 130x125 N-30-W // 105×105 11 41 コブシ→ 人頭大 レキ9ヶ

70 90×85 N-5-W 11 70×65 11 79

71 65x35 N-25-E 楕 円 形 45x20 11 17

72 80×70 N-47-W 1111 70×60 平 坦 45 S・一18と 重 複

73 80×65 N-60-E 1111 70×50 n 31 S-29と 重 複

74 125×75 N-90-E nn 一 ボ ー ル 状 16

75 110x95 N-55-E 1111 90×75 平 坦
76 55×50 N-80-W 円 形 45×40 // 81

77 50x45 N-5-W 11 35×30 11 52

78 190×130 N-70-W 不 整 形 130×65 二 段 平 坦 39 S76,S77を 含 む

79 120x95 N-50-E 楕 円 形 95×65 平 坦 52

80 110×80 N-25-E 11 55×45 二 段 平 坦 63

81 120×120以 上 N一?0-W 11 100×90以 上 11 15

82 80×70 N-65-W 11 50×50 平 坦 40

83 40×40 一 11 25×20 11 31

84 45×40 N-70-E 円 形 25×20 11 44

85 115x60 N-40-E 11 95x40 11 10

86 60x35 N-60-E 楕 円 形 45×20 11 35

8? 80×45 N-35-E 11 40×30 11 28

88 100x65 N-20-W 不 整 形 50×70 11 34

89 125×70 N-65E Il 90×50 11 32

90 125×65 N-55-E 11 105x50 三段平坦.一部ボール状 44

91 150x85 N-75-E 11 125x70 二 段 平 坦 41

92 145×120 N-70-E 11 130x110 // 42

93 40×40 一 楕 円 形
94 75×50 N-65-W 円 形 35×30 平 坦 43

95 95×90 N-75-W 楕 円 形 80×70 11 50

96 65×65 一 円 形

97 65x60 N-5-W 11

98 90-65 N-10-W 11

99 70x60 N-60-E 楕 円 形
100 90x65 N-5-W 11

101 230x130 N-85-W 11 195x105 平 坦 23 5号 住 とS-127と 重 複

102 80x65 N-75-W 11 45×40 11 87

103 120x65 N-60-W n 115x60 11 32 5,6号 住 と重 複

104 150x95 N-30-W 11 130x80 11 70

105 140×90 N-85-W 11 110x70 一部斜平坦 20

106 70x60 N-70-E 不 整 形 55x50 平 坦 一

107 130x100 一 楕 円 形 一 『 18 15号 住 の中

108 65x65 一 n 45x45 平 坦 75

109 160x130 N-30-W 円 形 150×120 11 32

110 50x50 一 楕 円 形 45×45 11 57 10号 住 と6号 住 に重複
111 70×45 N-85-E 円 形 65x40 11 52 11

112 70x70 一 楕 円 形 60×60 // 40 11
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、

No. 確 認 規 模 主 軸 方 向 平 面 形 底 面 規 模 底 面 深 さ 備 考

113 90×70 N-30-W 円 形 80×60 11 24 11

114 110×100 N-5-E 11 100x95 11 45 6号 住 と重複,ロ ームブロ ック多量に含む

115 100×80 N-15-W 11 90×70 11 105 〃 量窃 苗杢頭㌍ 路 携 ク

116 140×110 一 11 130x100 11 30 11

117 80×60 N-30-W 楕 円 形 70x50 11 39

118 85×35 N-40-W 11 65x25 11 71

119 80x70 N-45-E 11 70x60 11 76 2号 住 と重複

120 75x70 N-85-W 11 65x60 11 46 11

121 75×70 N-75-W 円 形 60×55 11 59 11

122 80×70 N-45-E 11 75×65 11 51 11

123 110x85 N-25-E 楕 円 形 95×80 11 61 11

124 100×80 N-25-W 11 90×70 11 71 11

125 120×50 N-40-W 不 整 形 70×35
一部斜面

底平坦 48 i播把手,出 土

126 130x115 N-80-E 楕 円 形 65×50 平 坦 11

12?
響

130×115 ・ N-70-E 11 不 明 不 明 95 人頭 大の レキが5ヶ

128 105×90 N-30-E // 95×80 平 坦 53

129 80x70 N-30-E 11 70×60 11 53

130 90x80 N-75-W 円 形 75×70 104

,
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D醐穴竪小図19第
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第20図 小竪 穴群(2)
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第21図 小竪 穴群(3)
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第22図 小 竪 群(4)
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第23図 小竪 穴群(5)
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(4)遺 物

1)土 器

本遺跡か らは、曽利期全般にわたる多量の土器の出土をみている。主体 をなすのは曽利1、II

期の深鉢形土器で、埋甕5個 体 を始め、多数の完形土器 も存在 した。特殊な形態 としては、2号

趾 より出土の釣手土器、6号 趾の浅鉢形土器、7号 趾の小形鉢などが挙げられる。なお、3号 、

6号 、10号 趾では大量の土器が覆土内に一括投棄されるという出土状態を示 し、特に3号 趾では

典型的な吹上パターンで覆土が形成されていることが確認されている。以下、各遺構 ごとにその

概要を記す。

(1)第1号 住居 趾(第25図)

本趾では、他住居 に比 し、土器の出土量は非常に少 ない。唯一器形を窺えるのは、南壁下の床

面に埋設されていた埋甕1と 、覆土内より出土 した小形の深鉢形土器2つ のみである。埋甕1は

床面 レベルに口縁が頭を出す状態で正位に埋設されてお り、埋土からは黒曜石チ ップが一点出土

しているが、蓋石などの存在は認め られなかった。器高39cmを 計 り、胴部は隆帯による4単 位の

懸垂文が配され、その間を沈線による綾杉文 と垂下する波状沈線によって文様が構成 される。小

形の浅鉢形土器2に は推定器高10cmを 計 り、底部からは縁部に向かって直線的に外開する器面全

体 に縄文が施 されている。他に拓本で図示 した土器片などから推察 して、本阯は曽利II～III式 に

わたる時期の土器群であると考えられ,る。

(2)第2号 住 居 趾.(第26～27図)

本阯では、多量の炭化材、炭粒の出土をみてお り、焼失住居 と推定されたが、出土遺物は意外

と少な く、器形を窺える土器 としては、床面上から一個体の釣手土器を出土 したのみであった。

第26図 の釣手土器は、床面上の浅い凹みから、西北西方向に倒れる状態で出土し、土器の北側で

は、床面上に、焼土 と炭粒の堆積が、わずかに観察 されている。また、土器の内面及び文様部は

黒褐色を呈 し、一部黒色炭化物の付着も認め られるが、床面上の焼土、炭化物 との関連 について

は判然 としない。この釣手は頂部をわずかに欠損するが、おおよその器形を窺 うことができ、宮

城孝之の分類(『 中部高地の考古学II』、1980)に よれば第3類 にあたる。本趾からはこの他、若

干の土器片の出土をみてお り、曽利1式 の終わ り頃の遺物(第27図1～10)と 曽利V式 の遺物

(17～19)の2時 期の土器が混在 した。おそらく、釣手土器を出土し、焼失住居である曽利1式 期

の本趾は 、一部で曽利V式 の住居 と重複するが、遺構全体を完掘出来なかったため重複する住居

の確認が出来なかったのであろう。(前 田清彦)

(3)第3号 住居 趾(第29～32図)

本趾の出土状態は、検出段階では、土器片や石1が 少数出土 した。完形、半完形品の出土層は

20cm程 掘 り下げたあた りであった(第28図)。 遺物は、深鉢が大半を占め、中で も、頸部から胴部

にかけて くびれ、胴部が膨 らんだ器形が多い。時期は、曽利II～IIIに渡 ると思われる。
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第25図 第1号 住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

3 1号 住居 深 鉢 口 縁 隆帯 ・沈線 ・小突起 ナ デ 細粒

4 II 甕 胴上半 隆帯 ・沈線 粗 11

5 11 深 鉢 口 縁 1111 ナ デ 11

6 11 11 胴 II11 研 磨 II

7 11 11 胴下半 1111 粗 11

8 11 11 口 縁 〃 刺突 11 砂粒 外面スス付着

9 11 11 胴 沈線 ナ デ 細粒

10 II 11 口 縁 隆帯 ・沈線 研 磨 砂粒

11 11 11 胴 nn 11 細粒
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第26図 第2号 住 居趾 出土 釣手 土器

8は 、 本 趾 土 器 の 典 型 的 な 器 形 の深 鉢 で 、 全 体 の3分 の1程 が 出 土 した。 沈 線 と縄 文 を主 体 と

し、 刺 突 文 が 特 徴 的 な文 様 構 成 で あ る 。9は 、 縄 文 主 体 の 把 手 付 きの 鉢 で あ る 。 内 面 上 部 に は、

研 磨 痕 が あ る。 床 面 上10cm程 か ら全 体 の3分 の1程 が 垂 直 ぎみ に出 土 した 。4は 、底 部 だ け が 出

土 し、器 形 は判 定 し に くい。 隆 帯 と綾 杉 状 の 沈 線 が 施 され て い る。 暗 褐 色 で 、 胎 土 は 、 粗 粒 な粒

が 多 く、 最 大 径8mmの 礫 を含 ん で い る。 焼 成 悪 い 。3は 、 胴 部 全 体 に縄 文 が 施 さ れ 、 口縁 に は 、

隆 帯 が施 され て い る。器 形 は、 深 鉢 で 、 器 厚 は、0.5cm～1.Ocmを 示 す 。15は 、 床 面 上9cm程 か

ら水 平 位 に 焼 土 直下 か ら、完 形 状 態 で 出 土 。器 高 は 、21cmで 、本 趾 遺 物 の 中 で は や や 小 さい 。縄

文 と沈 線 に よ る渦 巻 き文 が 全 体 に施 され て い る 。6は 、床 面 上13～15cmか ら胴 部 の3分 の1程 が

出 土 した 。 縄 文 と沈 線 、 そ して、 頸部 に隆 帯 が施 され て い る。5は 、 横 につ ぶ れ た 状 態 で 、 焼 土

の 上7～20cmか ら 口縁 と胴 部 の 一 部 が 出土 。18は 、 口縁 部 が伏 せ た状 態 で 、炉 の 南 西 に床 面 に5

cmほ ど くい込 ん で 出 土 。 そ の 内 部 の 床 面 上 には 、焼 土 が 見 られ た 。 ま た、 胴 部 の 一 部 分 は 、床 面

上15～16cmか ら出 土 した。唐 草 文 様 が 全 体 に施 され 、 口径34cmで あ り、本 趾 で は、大 きめ の 土 器

で あ る。2は 、焼 土 の下3cmか ら重 な っ て 出 土 。16は 、土 器 片 が 散 在 して お り、床 面 上20～30cm

に 、1m程 離 れ て 出 土 。 口縁 部 は 、 欠 損 し、 胴 部 の 一 部 が残 存 して い る。12は 、床 面上10cmか ら
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第27図 第2号 住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 2号住居 深 鉢 .口 縁 隆帯 ・沈線 研 磨 細 粒

2 11 11 胴 〃 〃 刺突 粗 砂 粒

3 11 11 胴上半 111111 ナ デ 細 粒

4 II 11 胴 111111 11 11 3と 同一個体

5 II 11 胴上半 111111 粗 砂 粒

6 11 11 胴 111111 ナ デ 細 粒

7 11 II II 111111 粗 11

8 11 II 口 縁 隆帯 研 磨 11

9 n II 11 沈線 ナ デ 砂 粒

10 11 11 II 11 粗 11

11 11 11 胴上半 隆帯 ・沈線 ナ デ 細 粒

12 11 Il 口 頸 隆帯 11 砂 粒

13 11 II 胴 洗線 研 磨 細 粒

14 II 11 胴上半 隆帯 ・沈線 11 11

15 p 11 胴下半 1111 ナ デ 11

16 II 11 胴 沈線 ・縄文 11 砂 粒 外面焼付着

17 II 11 口 縁 1111 11 II II

18 II II 胴 1111 研 磨 11

19 11 II 口 縁 1111 ナ デ 細 粒

20 11 浅 鉢 口 縁 無文 研 磨 II
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●

φ

第28図 第3号 住居趾土器出土状態図





第29図 第3号 住 居趾 出土 土器(1)
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第30図 第3号 住居趾 出土 土器(2)
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第31図 第3号 住 居吐 出土土 器(3)
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第32図 第3号 住 居趾 出土 土器(4)
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第33図 第4号 住居趾出土土器(1)

縄 文 土 罫 観 察 表
番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 4号住居 深 鉢 胴 沈線 ・縄文 研 磨 砂 粒 1～7ま で同一個体

2 // // 11 1111 11 11

3 n 11 // 1111 〃 11

4 n 11 n un 11 11

5 n 11 11 1111 11 11

6 11 11 n 1111 11 11

7 11 // 11 1111 11 11

8 〃 11 胴上半 1111 11 細 粒
9 11 11 口縁下 1111 11 11

10 11 n 胴 1111 11 〃
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第34図 第4号 住居趾出土土器(2)

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 4号 住居 深 鉢 口 縁 沈線 ・縄文 研 磨 砂 粒

2 II 11 11 隆帯 ・縄文 ナ デ 細 粒

3 II 11 11 1111 11 砂 粒 外面炭化物付着
4 II 11 胴 沈線 ・縄文 粗 11

5 11 n rr 1111 11 11

6 11 11 11 1111 u 11 5と 同一個体

7 11 11 口 縁 沈線 ナ デ 細 粒

8 11 /! 胴 n 粗 砂 粒

9 11 11 口 縁 隆帯 ・沈線 ・刺突 研 磨 細 粒
10 11 n 口縁下 隆帯 ・沈線 11 11

11 11 11 胴 沈線 ナ デ 砂 粒
12 11 n 11 11 細 粒 内面炭化物付着

13 II n 胴上半 隆帯 ・沈線 ・刺突 ナ デ 砂 粒

14 II n 胴 隆帯 ・沈線 11 11

15 11 11 11 1111 粗 〃

16 11 11 口縁下 II11 研 磨 11

17 II 11 口 縁 〃 刺突 11 細 粒
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第35図 第5号 住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

3 5号住居 甕 胴上半 隆帯 ・沈線 ・刺突 ナ デ 細 粒

4 11 深 鉢 口 縁 1111 粗 //

5 11 11 胴 1111 11 //

6 11 11 II 沈線 11 砂 粒 内面炭化物付着'

z 11 11 11 11 ナ デ 11

8 11 11 胴下半 // 粗 11 内面炭化物付着

9 11 11 胴 11 研 磨 11

10 11 11 胴上半 11 11 細 粒
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横たわって、完形品のまま出土 した。7は 、床面上10cm程 から、口縁 と胴部が出土。表面は、内

外 とも光沢をもつ。17は 、口縁部が出土 したが、土器片が2mほ ど離れて出土、いずれ も床面上

12cm程 から出土 している。埋甕は、2個 体 出土 してお り、内側の埋甕4は 、床高下3～4cmか ら、

貼 り床直下 より、口縁部が欠けて出土した。内部覆土は、3層 に分かれた。外側1は 、口縁が、

床に接 して出土した。内部覆土は、ローム粒 を含む褐色土であった。時期的には、内側は、曽利

IV、外側は曽利IIIである。11は 床面上15～17cmか ら、一周 した胴部の一部が出土。10は 、床面上

20cm程 から、口縁の一部が出土。13は、床面上6～8cmか ら、底部 と胴部が全体の3分 の1程 が

横たわって出土 した。

本趾の土器は、埋甕以外 は、その大半が第2層 直上より出土してお り、また、本趾中央南寄 り

に集中して出土 している。(三 村 洋)

(4)第4号 住 居 趾(第33～34図)

本趾では、埋甕以外全形をうかがうことのできる土器は出土してお らず、土器の出土は少なか

った。埋甕に使用されていた1は 、小形の深鉢形土器で、屈折 もせず単純に開 く器形を呈する。

文様は口縁部 を除 き、全面にわたって条線で充填 されている。2は 、深鉢形土器の胴上半部の破

片で、波状 口縁を有 し、ゆるく内弩する口辺部 を呈する。文様は4単 位で、微隆帯によって区画

された内を、縄文を充填 している。このほか拓本によって示 した1～10は 沈線によって区画され

た内部に縄文 を有するもので、いわゆる磨消縄文 となっている。 これらの土器は、曽利V式 に比

定されるものである。

(5)第5号 住居 趾(第35図)

本趾か らは、すでに表土削平の際に、2個 体の深鉢形土器の胴下半が、覆土内に、正位で浮 く

状態で出土した。1個 体 については図示 し得なかったが、片方の2は 、器面 を垂下す る隆帯 と、

沈線、条線によって飾 られる大形の深鉢である。本阯では多量の炭化材の出土をみてお り、焼失

住居 と予想 されるが、2号 趾 と同様に土器の出土は少量であり、覆土内出土の土器は、2固 体の

深鉢形土器胴下半を除いて拓本で図示 した土器片などが少量存在 したのみであった。

ところで、本趾南側の貼床部分からは、埋甕が検出されている。口縁部をわずかに欠損し、正

位で埋設 されるこの埋甕1は 、埋土に凹石、黒曜石チップの存在が認め られた。この深鉢形土器

は、天竜川流域の影響がみ られ、体部文様は平行沈線が主体をなす。埋甕か らは、本趾は曽利II

器の住居趾だ と推察 される。

(6)第6号 住居 趾(第36～39図)

本趾では、3号 趾、10号 趾 とともに多量の完形、半完形土器の出土をみている。遺物はほとん

どが床面 より10～20cm程 浮いて存在 してお り、3号 趾のような明瞭な土層堆積は認め られなかっ

た ものの、住居趾埋没過程のある時期に一括投棄 されたもの と推察 される。また遺物は竪穴内東

側より集中して出土 し、西端で浅鉢形土器の出土 をみる他 は、いずれも焼土1、IIの 周辺及び下

面か ら出土している。(第36図)
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第36図 第6号 住居趾土器状態図
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第37図 第6号 住居趾 出土 土器(1)
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第38図 第6号 住居 趾 出土土 器(2)
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第40図 第6号,7号 住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表
番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

∩δ

△τ

5

ハ0

5号 住 居

11

11

11

深 鉢

11

11

n

口 縁

胴

胴下半

胴

沈 線

11

隆 帯 ・沈 線

〃 ソ'

ナ デ

11

研 磨

ナ デ

細 粒

砂 粒

細 粒

11

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考
、

1 7号住居 深 鉢 胴 隆帯 ・沈線 ナ デ 砂 粒 2・3と 同 一個 体

2 11 II 11 1111 〃 11

3 11 II 11 1111 11 11

4 11 n 胴下半 1111 粗 〃

5 11 甕 口 縁 1111 ナ デ 細 粒

6 11 深 鉢 11 隆 帯 11 n
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4は 器高24cmを 計る。深鉢形土器の完形品であり、焼土1直 下か ら横倒 しの状態で出土 した。

器面は口縁部 と胴上半、胴下半、底部の4つ の文様帯に分かれ、底部に無文帯 を残す他は、すべ

て隆帯と沈線で飾られる。6は わずかに底部を欠 くが、残存器高53cmを 計る深鉢形土器の優品で

あり、今回の調査で出土 した土器の中では最大である。 なお、この大形深鉢は焼土1東 側におい

て、大 きく二面に分割された状態で出土 したが、底部の存在は認め られなかった。文様は、竹管

文による縦の平 口沈線 と隆帯によって装飾 され、一部 口縁下の隆帯 には刻 目が施され る。文様

構成は一応4単 位 を基本 とす るが、胴上半部の屈曲する隆帯の方向には注意されたい。 また、11

は、底部から口縁にかけ直線的に外開す る深鉢形土器であり、 口縁部は押圧によって細かな波状

を呈する。胴上半は、斜め上方向への刺突によって列点文が施されてお り、平面的な器面にアク

セン トを持たせている。なおこの土器の胴上半部外面及び胴下半部内面には、黒色炭化物の付着

がみられた・本趾より出土 をみた特徴的な土器としては、他 に浅鉢形土器5が 挙げられよう。最

大径41cmを 計るこの浅鉢は、高台との接合部から直線的に外開 し、口縁部で内側・に、くの字型に

屈曲す る。また文様 としては、四方に把手が付けられ、口縁部は、竹管による沈線及び隆帯で渦

巻文、直線文などが施文され る。なお器面は、黒褐色または赤褐色を呈 し黒色塗料、赤色顔料の

塗付が認められ、内外面とも一面に研磨が施 されている。

本趾か ら出土 した土器 を概観すれば、平行沈線 と隆帯による文様構成を示す土器が主体 をなし

ていることがわかる。2に みられる櫛形文のように、一部井戸尻的な要素を残す土器 も存在する

がほとんどが、 曽利1式 に比定される土器であると言えよう。

(7)第7号 住 居趾(第39～41図)

本玩は、東側で16号 趾、西側で8号 趾に大 きく切 られて存在する為、完形の小形鉢3の 出土を
や

みた他は、少量の土器片の存在が認め られた程度である。小形鉢1は 、北壁下の覆土内に、床面

からやや浮 く状態で出土した。器高7.6cm、 最大径16.Ocmを 計 り、器面は無文で、全面に丁寧な

研磨が施される。また口縁下には一ケ所貼 り付 けの小突起が存在 し、2孔 が穿たれている。本遺

跡出土の土器が深鉢を主体 とする中で、このように小形鉢 という特殊な器形の土器が、完形で出

土 したことは、7号 趾を考える上で重要であろう。

なお、本趾は曽利II期 に属する住居趾であると考えられる。

(8)第8号 住 居趾(第41～43図)

本趾から出土 した土器は比較的少なく、ほぼ完形の深鉢形土器3の 他は、いずれも土・器片 とし

て存在する。深鉢3は やや小型で器高23cmを 計 り、胴部施文は沈線 と隆帯が主体 となって構成さ

れ、口縁部は無文帯 となって大 きく外開する。他土器片 も、沈線、隆帯を基本 とする文様構成が

大半を占め るが、拓本1に は浅い刺文が施 されてお り、類似する土器が、隣接する15号趾からも

出土している。これらの出土土器は、曽利II式 を主体 とすると言える。

(9)第9号 住 居趾(第45図)

本趾からは、炉内より底部 をわずかに欠 く深鉢形土器1が 出土 したのみで、他は図化に耐えな
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第41図 第7号,8号 住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 8号住居 深 鉢 胴 隆帯 ・沈線 ・刺突 ナ デ 砂 粒

2 n 11 口 頸 1111 粗 11

3 11 11 胴 1111 11 細 粒

4 n 11 口 縁 沈線 ナ デ 11

5 II II 胴 隆帯 ・沈線 粗 砂 粒

6

7

8

11

11

11

11

11

11

11

11

11

沈 線

11

11

ナ デ

11

u

細 粒

11

11 6と 同一個体

9

10

11

n

II

11

II

11

台 付

11

11

台

隆 帯 ・沈 線

1111

〃 刺 突

粗

11

ナ デ

n

11

11

10と 同一個体

12 II 浅 鉢 口 縁 〃 沈線 ・刺突 研 磨 砂 粒
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第42図 第8号 住居趾出土土器(2)

縄文土器観察表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 8号住居 深 鉢 口 頸 隆帯 ・沈線 ・小突起 粗 細 粒
2 11 u 口 縁 〃 〃 刺突 研 磨 //

3 11 11 胴上半 111111 粗 砂 粒
4 n 浅 鉢 口 縁 1111 ナ デ II 口縁内沈線
5 n 深 鉢 II 〃'〃 縄 文 研 磨 細 粒
6 11 甕 11 沈線 ・刺突 ナ デ II

7 11 深 鉢 胴 隆帯 ・沈線 11 11

8 11 11 口 縁 縄文 11 11

9 II 11 11 無文 研 磨 11 有孔鍔付(?)
10 11 11 胴下半 隆帯 ・沈線 ・条線 粗 砂 粒
11 // 11 11 沈線 ・縄文 ナ デ 細 粒 内面炭化物付着
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第43図 第8号 住居趾出土土器
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第44図 第10号住居趾土器出土状態図
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第45図 第9号,10号 住 居趾 出土 土器
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第46図 第10号 住居趾 出土土器
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翔 第10号住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 10号住居 深 鉢 胴 隆帯 ・沈線 粗 砂 粒

2 II 11 口 縁 〃 縄文 ナ デ 11

3 11 11 胴下半 1111 粗 細 粒

4 11 11 胴 〃 沈線 ・縄文 研 磨 n

5 II 11 // 沈線 ・縄文 ナ デ 砂 粒

6 11 11 11 1111 粗 11

7 11 11 II 隆帯 ・沈線 ・縄文 研 磨 11

8 11 甕 口 縁 1111 ナ デ n

9 11 11 胴 1111 研 磨 細 粒

10 11 II 11 1111 u 11

11 11 11 11 沈線 ナ.デ 砂 粒

12 11 11 11 11 ナ デ 砂 粒 輪積み痕

13 11 浅 鉢 口 縁 隆帯 ・沈線 研 磨 細 粒
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い小破片のみであった・1は 口縁が直線的に大 きく開 口する深鉢で、口縁下の くびれ部には、縦

位の平行沈線が施される。また胴部は4単 位でわらび手文が配 されその間を綾杉文が埋めっ くす。

この深鉢か ら、本趾は曽利II期 に属する住居 と推定され る。

(10)第10号 住 居趾(第44～47図)

北に6号 趾 と重複する本趾では、6号 趾 と同様、多量の完形、半完形土器の出土をみている。

しか し、覆土がほぼ単一の層 をなす本趾では、6号 趾のように、遺物が床面か ら浮いて出土する

とい う傾向は見 られず、床直上か ら覆土上面 まで遺物が散在するという状況を示 した。なお、竪

穴内西側で遺物の出土量が少ないことは、6号 趾 と共通する現象である。

完形土器 としては8が 挙げられ る。器高31cmを 計るキャ リパー型の退化 した深鉢形土器であ

り、口縁部 には隆帯による渦巻文が4単 位配されている。渦巻文の単位間には隆帯によって横位

の区画がなされてお り、 また、胴部では2条 の浅い縦位平行沈線が地文 となって、器面全体 に縄

文が施される。なお、これ と同系統の土器3、5が 、焼土IVの 内部か らも出土 している。2は.

頸部の中 くびれから口縁に向かって大 きく外開する深鉢形土器であ り、口縁部文様帯は口縁 と平

行に区画され、隆帯 と沈線によって4単 位 に文様が配される。そして胴部には一面に縄文が施 さ

れる。おそらく4も この深鉢 と同様な器形が想定 されよう。他に深鉢形土器 としては6が 典型例

として挙げ られる。%程 を破損する此の深鉢形土器は、内外に膨らむ厚い口縁部 を特徴 として持

つ。文様は4単 位の縦位隆帯 と縄文 によって施 されてお り、外面胴上半には、煤の付着が見 られ

た。また、本趾からは、2点 の浅鉢形土器の出土をみている。10は 口縁下を、波状の隆帯 と刺突

列点文 によって施文 してある。 また9は 無文であ り器面には丁寧に研磨が施 されているが、ある

いは鉢形土器 とも考えられよう。

本趾出土の遺物は縄文 を施されるものが多 く、時期 としては曽利II式 に比定され よう。

(11)第11号 住 居 趾(第48、49図)

本趾は西半分が破壊を受 けてお り、土器の出土は少ない。主体 をなすのは曽利V式 の深鉢であ

る。1、2は 同一固体の波状 口縁であり、微隆帯、沈線、縄文によって文様構成がなされる。3、

4、5は 沈線 と縄文によって文様が施 される。 また5、6、7は 磨消縄文が施 されている。他に

も若干土器片は存在 したが、曽利1期 のものが多 く、流れ込みによるもの と考えられ,る。

⑫ 第12号 住 居趾.(第49、50図)

本趾では炉北側、及び住居趾内南東側 に集中して遺物が出土した。完形及び半完形土器は3個

体存在 し、 いずれも床より浮いて出土 している。 また、炉の中心には、深鉢形土器の胴下半が埋

設されてお り、焼成を受け赤褐色を呈 していた。11は 強 く内屈するキャリパー型土器で、底部 を

欠損する他は完存し、床面よ りわずかに浮いて出土 した。文様は口縁部文様帯 と胴部文様帯に分

かれ、口縁部では4単 位の沈線による連弧文が施 され、胴部では隆帯による区画内を縦位の平行

沈線が埋め尽 くす。1は 無文の深鉢形土器で口縁 は平縁の二重口縁 を呈する。2は 炉北側か ら、

床面 よりかな り浮いて出土 した。胴部には一面 に撚糸文が施 され、 口縁下の くびれ部には2本 の
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第48図 第11号 住 居趾 出土 土器(1)

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 11号 住居 深 鉢 口 縁 沈線 ・縄文 粗 細 粒 把手付

2 11 n 11 1111 11 II 1と 同一個体

3 /! II 11 1111 ナ デ 砂 粒 山形口縁

4 11 11 11 1111 II 細 粒

5 II II 胴下半 1111 11 11

6 11 11 〃 Il11 11 砂粒粒 一部炭化物付着

7 II 11 11 1111 11 細 粒

8 11 11 胴 1111 研 磨 砂 粒

9 11 11 11 II11 ナ デ 細 粒 内面に炭化物付着

10 11 11 口 縁 11 11 砂 粒

11 II 11 II 〃 縄文 ・刺突 粗 細 粒

12 11 11 胴上半 隆帯 ・沈線 ・刺突 11 II

13 11 11 胴 沈線 ・条痕 11 11

14 11 11 11 11 ナ デ 11

15 11 11 11 11 11 砂 粒
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縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 11号住居 深 鉢 胴 沈線 ・縄文 ナ デ 砂 粒

2 11 11 口 縁 隆帯 ・沈線 u 細 粒
3 11 11 11 〃 粗 11

4 11 11 胴 沈線 ・縄文 ナ デ 11 内面に炭化物付着
5 II 11 口 縁 沈線 11 11

6 11 11 11 隆帯 研 磨 11

7 11 II 胴下半 沈線 ・突起 粗 II

8 11 11 口 縁 隆帯 ・沈線 ・刺突 〃 11

9 11 11 胴下半 1111 11 砂 粒 内面に炭化物付着
10 n // 11 1111 n 11
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縄'文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 12号住居 深 鉢 胴 隆帯 ・沈線 研 磨 細 粒

2 11 11 口 縁 1111 ナ デ 11 山形 口縁

3 11 11 11 〃 〃 刺突 11 II

4 11 11 胴 沈線 11 砂 粒

5 II 11 胴上半 隆帯 ・沈線 粗 細 粒

6 II 11 胴下半 1111 ナ デ II

7 II 〃 胴 1111 〃 11

8 11 11 II 1111 11 砂 粒
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第51図 第13号住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表
番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

2 13号住居 深 鉢 口 縁 沈線 ナ デ 砂 粒
3

//
1111 11 胴 II 11 11 2と 同一個体

4 11 11 胴上半 隆帯 ・沈線 ・刺突 粗 11

5
n
u 11 胴 〃 〃 11 u

6 11 rr 胴下半 1111 研 磨 細 粒 内面炭化物付着
7 11 11 胴 1111 11 11

8 // 11 胴 !III 11 11 6と 同一個体
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第52図 第13号,15号 住居趾 出土土 器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 13号住居 深 鉢 口 縁 陸帯 ・沈線 研 磨 細 粗

2 II 11 II 1111 11 11 1と 同一個体

3 11 11 11 隆帯 ナ デ 11

4 11 11 胴 11 II 11

5 11 11 口 縁 沈線 粗 砂 粗

6 11 11 11 刺突 ナ デ 11

7 11 11 11 隆帯 ・沈線 研 磨 細 粒

8 11 11 胴 1111 粗 砂 粒

9 11 11 胴上半 〃 〃 刺突 n 11

10 11 11 口 緑 〃 刺突 研 磨 11

11 11 11 口 縁 〃 縄文 11 細 隆

12 11 11 胴 沈線 粗 11

13 11 11 胴上半 11 n 11

14 11 11 胴 〃 縄文 11 砂 粒
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第53図 第15号住居吐出土土器

縄 文 土 器 観 察 表
番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 15号住居 深 鉢 胴下半 隆帯 ・刺突 研 磨 砂 粒

2 n 11 胴上半 11 粗 細 粒
3 11 11 胴 11 n 砂 粒

4 11 11 11 沈線 ・条線 ナ デ 細 粒
5 11 II 11 隆帯 ・沈線 研 磨 砂 粒

6 11 n 11 1111 粗 11 内面に炭化物付着
7 II 〃 底 部 沈線 ナ デ 11

8 11 11 11 11 粗 11

9 11 11 胴下半 隆帯 ・沈線 11 11

10 u 11 胴 沈線 11 11

11 11 11 11 〃 縄文 11 11

12 11 11 11 1111 11 11 11と 同一個体
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平行す る隆帯が貼 り付 けられる。なお、口唇には刻み 目が施 される。3は 炉内土器であり、焚き

口側にやや傾斜 して、半ば埋設される状態で出土 している。上半分及び底部 を欠損 し、胴部文様

は、隆帯 と、縦位及び斜行する沈線によって構成 される。 これ ら土器から判断して、本趾は第1

期 に属す るものと推定で きる。

(13)第13号 住 居趾(第51、52図)

本堤は、3号 住 と切 り合い、東半分は、土手下にあり、調査地域外である。覆土内からの土器

の出土は少なく、遺物は、少数片が大半 を占め、時期的には、曽利1で ある。1は 、床面上か ら

出土。頸部の一部が残存す るが、器形は、深鉢 と推測され る。褐色で、胎土は、砂 を多 く含む。

文様構成要素は、隆帯、沈線、沈線押引である。

(14)第15号 住 居趾(第52、53図)

本趾は、住居の大半が破壊 をうけていることもあって、土器の出土量は非常に少 ない。拓本1

は、隆帯 と浅い刺突文によって文様が構成 され、同類の土器が隣接する8号 趾からも出土 してい

る。その他は、大半が隆帯 と沈線によって施文されるが、11、12に ついては縄文が施 されている。

以上、土器の様相 から、本趾では曽利II式 の土器が主体 をなすと言える。

(15)第16号 住 居趾(第54、55図)

本趾では、土器の出土は比較的少なかったが、炉内覆土 よりX字 状把手を有す る大 形の鉢3が 、

また、炉内埋設土器 として、深鉢形土器の胴上半1が 出土している。鉢3は 、底部 を欠損するが、

口縁及び胴部は、全周の3分 の2程 が遺存する。直線的に開口す る口縁下の くびれ,部には一本の

隆帯が貼 り付 けられ、以下は全面に縄文が施される。また、貼 り付けによるX字 状把手が一対存

在 し、ここにも縄文が施 される。炉内埋設土器1は 、胴下半を意識的に欠いて、埋設土器 とし

て利用 してある。焼土内に埋 もれるように出土 したこの土器は、かな りの加熱を受 けてお り、器

面にはやや剥落箇所が観察 され色調は明褐色を呈する。口縁部は隆帯による渦巻文 によって8単

位の区画文 を構成 し、中を縦位の沈線が埋め占くす。また、胴部 は、沈線による懸垂文 と縦位の

条線 によって構成される。他には、沈線 と縄文によって施文の行われる深鉢2が 出土したが、上

半部については明 らかでない。これ らは、曽利II式 に比定される土器だと推定され る。

(前田清彦)

⑯ 第17号 住 居 趾(第56図)

本吐は、全体の4分 の1程 が残存す るのみで、出土遺物は少な く、完形品はなかった。覆土内

からは、土器片がごくわずかに出土 した。1は 、曽利1式 であ り、口縁部から胴部にかけて、全

体 の3分 の1程 が、床面上につぶれた状態で出土 した。焼成は、もろく、胎土の粒は、粗い。深

鉢である。

(17)第18号 住 居 趾(第56図)

本吐は、3号 住 と13号住 と切 り合 ってお り、床面積は小 さい。出土遺物は、少な く、覆土内に

は、土器片がごくわずかに見られた。主な土器は、床面直上に出土 してお り、底部や胴部の一部
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1

器 形/甕

胎 土/粒,小 礫を多く含む

焼 成/良 好

内面調整/研 磨

文様構成要素/隆 帯,縄文X字 状把手

備 考/底 部なし2単 位

OIOcm一

第54図 第16号 住 居趾 出土 土器(1)
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第55図 第16号 住居 趾 出土 土器(2)

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 16号住居 深 鉢 口 縁 沈線 ・縄文 ・刺突 研 磨 細 粒

2 11 it 11 111111 11 11 1と 同一個体

3 11 11 胴上半 1111 粗 砂 粒

4 11 11 口縁下 隆帯 ・沈線 ナ デ 11

FO

ハb

7

u

n

II

11

11

11

口 縁

11

〃

〃 縄 文 ・刺 突

1111

沈線

//

11

11

細 粒

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

胴

11

u

n

11

11

11

11

11

11

研 磨

11

11

11

11

11

11

11

11

11

9～12と 同一個体

13 11 11 u 条線 粗 11

14 11 11 11 隆帯 ・縄文 ナ デ 11
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第56図 第17号,18号,19号 住居趾 出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要 素 内面調整 胎 土 備 考

2 18号住居 深 鉢 口 縁 沈線 研 磨 細 粒

3 n n n 隆帯 ナ デ 11

4 11 11 胴上半 沈線 粗 n

5 11 11 胴 隆帯 ・沈線 ナ デ n 内面炭化物付着

6 n II 11 1111 11 11 5と 同一個体

7 11 11 11 〃 〃 刺突 粗 11

8 11 II 11 Il11 研 磨 11

9 11 11 11 沈線 ナ デ 11

10 n // 11 縄文 研 磨 砂 粒

11 19号住居 11 口 縁 沈線 粗 11

12 11 II 胴下半 隆帯 ・沈線 n 細 粒 内面炭化物付着

13 11 11 胴下半 1111 11 //

14 11 n 胴 1111 11 11
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第57図 第20号住居趾出土土器

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

2 20号住居 深 鉢 口 縁 .沈 線 ナ デ 細 粒

3 11 11 II 11 研 磨 11

4 11 11 11 11 粗 II 外面煤付着

5 11 Il 胴 11 ナ デ 11

6 11 11 11 隆帯 研 磨 11

7 11 n 11 11 粗 11 内面炭化物付着

8

9

10

11

11

11

11

11

11

胴

11

11

沈 線 ・刺 突

1111

1111

ナ デ

11

11

11

11

11

8・9と 同一 個 体

11 Il // 11 隆帯 ・沈線 ・刺突 11 n

12 11 11 11 111111 粗 n

13 n 11 11 1111 ナ デ 砂 粒

14 11 11 11 沈線 研 磨 細 粒

15 11 11 11 11 11 11

16 II 〃 口 縁 隆帯 ・刺突 ナ デ 11

17 11 11 11 〃 沈線 研 磨 11

18 11 浅 鉢 11 沈線 ・刺突 ナ デ 砂 粒
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など、全体の3分 の1に も満たな いものばか りである。(三 村 洋)

(18)第19号 住 居 趾(第56図)

本趾の出土状態は、床面から5～10cmほ ど浮いた層位 に密集する。1は 底部を欠損 した深鉢で

ある。口縁は無文で胴部に縦の条線が施されている。土器は縦 ・横の沈線文 を主体 とし、隆帯に

よる区画をもつ もの もある。

(19)第20号 住 居 趾(第57図)

本趾から出土 した遺物は、当初隣接住居 との切 り合い関係が不明であったため一括 として取 り

上げたもの もあ り、特に第19号 住居趾 とは床面 も同レベルであったため、かな りの混入があると

思われる。1は 底部 を欠損 した深鉢で、口縁部 を無文 とし、胴部に竹管状工具による条線が施さ

れている。大 きさは異なるが、形態 ・文様構成 ともに第19号 住居趾のもの と類似点が多い。土器

片はやは り棒状工具 による縦 ・横の沈線文 を主体 とし、半載竹管による押引 ・爪形を施 している。

⑳ 第21号 住居 趾(第58図)

本趾の出土状態は、床面か ら10～30cm程 直上の層位に多 く、中央炉の付近に密集する。炉の南

西肩直上付近か らは土偶の頭部、またそれより50cm程 東側か ら同 じく土偶の腕部が出土 している

が、土製品の項において一括詳細を記すことにする。土器片はやは り縦 ・横の沈線を主体 とし、

わらび手の隆帯を用いている。

(22)第22号 住 居 趾、(第58図)

本趾はかな り深い掘 り込みであったが、遺物の出土は床面付近に多 くみられた。土器片は大型

のものが少な く、すべて小破片でなりまた数量 も僅少であった。文様は綾杉文、竹管状工具によ

る沈線文、押引文 を主体 としている。

㈱ 第23号 住 居趾.(第59図)

本趾から出土 した遺物はそのほ とんどが床面上にあ り、特に集中した箇所はみられない。遺物

はすべて土器の小破片からなる。文様は口縁 を無文帯 とし、胴部に棒状工具による縦および横沈

線を施 したものが主流を占める。また2は 縄文 を地主 とし縦位 の懸垂文 を走 らせている。

(鳥羽嘉彦)

縄 文 土 器 観 察 表

番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様 構 成 要素 内面調整 胎 土 備 考

1 21号住居 深 鉢 胴 隆帯 粗 細 粒

2 11 11 口 縁 〃 小突起 研 磨 11

3 11 11 11 沈線 ・刺突 ・小突起 粗 砂 粒

4 11 11 11 隆帯 ・沈線 ナ デ 細 粒

5 11 11 胴 1111 11 砂 粒

6 n 11 n urr 粗 11

7 n 11 口 縁 1111 11 細 粒

8 11 11 胴 沈線 研 磨 11

9 11 11 11 11 11 n

10 11 11 11 隆帯 ・沈線 ナ デ 11
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第58図 第21,22号 住居玩 出土土 器

11 11 // 11 1111 研 磨 11 8と 同一個体

12 11 11 11 沈線 11 11

13 22号住居 11 口 縁 隆帯 ・沈線 ナ デ n

14 n 11 胴 沈線 ・小突起 粗 11

15 11 11 口 縁 沈線 11 n

16 11 11 胴 n 研 磨 u

17 II 11 胴上半 隆帯 ・沈線 ・縄文 ・刺突 ナ デ 11

18 1ノ 11 口 縁 沈線 粗 11

19 11 11 11 〃 ナ デ 砂 粒
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..
第60図 土製品,石 製品

文 様 構 成 要 素
番 号 遺 構 名 器 形 部 位 文 様構 成要 素 内面調整 胎 土 備 考

1 23号 住居 深 鉢 口 縁 隆帯 ・縄文 ナ デ 砂 粒
2 u // 胴 沈線 〃 粗 細 粒

3 ii 甕 胴上半 隆帯 ・沈線 ・刺突 研 磨' 11

4 11 n 口 縁 1111 ナ デ 11

5 11 11 胴上半 〃 〃 刺突 研 磨 11

6 11 11 胴 1111 粗 11
、

7 11 11 11 1111 11 11

8
//

1ノ 11 1111 ナ デ 11

9 // 11 11 1111 11 11
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2)石 器

本遺跡の遺構 に附随して出土 した石器は総数209点 である。器種は、石鍛、打製石斧、石皿、磨

石、磨製石斧、ス クレイパー、石錐、砥石、石匙、異形石器があり、その内訳は第4表 に示 した。

以下、各遺構 ごとにその概要 を記す。

(1)第1号 住 居 趾(第61図)

総数6点 の出土があ り、内訳は石鍛2、 スクレイパー2、 打製石斧1、 凹石1で ある。この時

期の住居 としては非常 に僅少である。4の スクレイパーは、大きな縦長の黒曜石の剥片を二次加

工 もせず、その鋭利な縁辺 を刃部 とした もので、この時期、このような大きなスクレイパーは余

り多 くない。6の 凹石 は小 さな打痕が中央部に集中して凹孔 となったものである。

(2)第2号 住 居 趾(第61図)

総数6点 の出土があり、打製石斧4、 凹石2が その内訳である。僅少ではあるが、打製石斧 と

凹石 とい う中期的な石器がその中心 となっている。打製石斧7、9は ともに7cm前 後の小形品で

ある。凹石は11、12と も磨耗 による凹孔・を有するものである。

(3)第3号 住 居 趾(第61～64図)

総数64点 出土 し、その内訳は石鍛18、 打製石斧29、 凹石4、 大型粗製石匙1、 磨製石斧3、 石

錐1、 スクレイパー8で ある。今回調査された住居趾の中で、最 も多い出土であり、土器の項で も

のべたように、いわゆる吹上パ ターンの状態での出土であった。石鍛は、底辺への扶 り込みの強

いものが大半 を占め(12～21、1、2)、 柳葉形8も1点 ある。また、15は 中央部分 に研磨がなさ

れている。打製石斧は、刃部がやや幅広の短冊形が大半をしめる(第61図10～17)。 撲形(18、14)

を呈するものもわずかであるが認め られる。原石面を残すもの(第61図13～18、 第62図2、4、

6、9、10、16～18)が 多 く、調整は概 して雑である。側縁にしばしば残 されている磨耗痕が観

察で きるものはほ とん どな く、わずかに11の1点 のみであった。刃部の磨耗痕 も10、16の2点 だ

けで、こうした特徴 を有するものの比率は低い。

凹石は、第64図1～4の4点 とも打痕の集中による凹孔をもつ もので、1、2、4は 複数孔、

3は 表裏 とも単孔である。磨製石斧(第64図6～8)は 、ともに小形の定角式で、3点 とも頭部

を欠損 している。6、8は 研磨が丁寧になされている。

本住居趾は打製石斧を中心 とした組成 となっているが、石鍛、スクレイパーの量 もこの時期 と

しては決 して少ない ともいえない。中期後半になって打製石斧中心のいねゆる中期的石器組成の

崩壊がはじまるといわれているが、本趾の石器相 もその傾向を示 しているといえよう。

(4)第4号 住 居趾(第65図)

石 錫i1、 打製石斧1、 磨製石斧2、 スクレイパー1、 凹石4、 石皿2、 砥石1の 総数12点 の石

器が出土 している。出土状態は第12図 および遺構の項での説明にのべ られているように、9の 石

皿が南東床面上に凹面を下にして伏せた状態で出土 し、12の 石皿は石囲炉の北側炉石 として使用

されていたものである。また11の 砥石は、炉の西北の床面上に置かれ、8、10の 凹石 は敷石の一
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第61図 第1号,2号,3号 住居趾 出土石 器

石 器 観 察 表
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第62図 第3号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 3号 住 石 鎌 黒 曜 石 39 15 6

2 11 n n 14 13 2

3 n 11 11 18 12 3

4 rr 11 11 15 19 a

5 n 11 11 11 17 4

6
11

11 11 16 17 4

7 11 11 11 18 19 3

8 u 11 11 40 16 5

9 11 11 11 31 25 8

10 11 打 製 石 斧 頁 岩 114 57 16

11 11 11 安 山 岩 110 52 14

12 II 11 頁 岩 115 55 18

13 rr 11 細 粒 砂 岩 102 46 19

14 II 11 頁 岩 98 37 14

15 11 11 安 山 岩 113 49 13

16 11 11 頁 岩 103 50 11

17 II 11 硬 砂 岩 117 53 17

18 n rr 頁 岩 114 56 11
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第63図 第3号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別別 石 質 長 さ(cm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 3号 住 打 製 石 斧 硬 砂 岩 103 55 18

2 11 11 石 灰 岩 141 42 23

3 11 // 頁 岩 88 49 13

4 II n 粗 粒 砂 岩 92 51 9

5 11 11 頁 岩 114 73 16

6 11 11 11 114 50 15

7 11 11 11 95 50 13

8 n 11 細 粒 砂 岩 100 67 14

9 11 11 頁 岩 73 38 9

10 11 11 細 粒 砂 岩 83 49 12

11 11 11 頁 岩 72 36 11

12 II 11 硬 砂 岩 63 36 11

13 n 11 頁 岩 90 36 13

14 11 11 n 90 65 17'

15 11 n 11 83 70 18

16 II 1ノ 中 粒 砂 岩 65 48 11

17 n 11 58 68 17

18 11 n 64 48 11

19 II 11 11 65 45 17

20 11 11 頁 岩 66 46 12

一99一



第64図 第3号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 3号 住 凹 石 両輝石安山岩 109 69 44

2 11 u 安 山 岩 98 79 52

3 11 11 両輝石安山岩 95 73 39

4 n 11 安 山 岩 12? 87 57

5 11 縦 型 石 匙 頁 石 65 61 7

6 n 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 58 36 9

7 II 11 細 粒 砂 岩 48 24 8

8 II n 珪質粘板岩 37 13 6

9 11 石 鎌 黒 曜 石 27 20 5

10 11 スクレイパー 11 44 15 8

11 II 11 11 41 12 5

12 11 11 11 64 22 10

13 11 II 11 32 20 9

14 II 11 11 21 18 4

15 II 11 n 32 19 7

16 // 11 11 22 21 3

17 n 11 11 33 16 9

一100一



第65図 第4号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表
番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 4号 住 石 鎌 黒 曜 石 12 13 3

2 // 打 製 石 斧 細 粒 砂 岩 73 3? 13

3 11 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 72 37 1s

4 11 11 泥 岩 48 51 21 局部磨製
5 1ノ スクレイパー 黒 曜 石 143 85 32 4号 検出面から出土

6 11 凹 石 安 山 岩 157 48 29

7 11 11 11 118 100 44

8 11 11 11 220 150 70

9 〃 石 皿 11 240 200 74

10 // 凹 石 n 240 160 70

11 11 砥 石 340 115 160

12 n 石 皿 安 山 岩 400 275 70
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部 として使用 されていた。他の住居趾ではその出土が多い石鍛、打製石斧が各1点 出土したのみ

であるのに対 し、磨製石斧、砥石、石皿など研磨す ることによって製作 されたもの、あるいは機

能す るものがセッ トとなって1つ の住居肚内の床面上 に配置 されて出土したことは注 目される。

しかも、4の 磨製石斧は、頭部、刃部の1部 が研磨 されてお り、他 の部分には研磨が施 されず未

完成品 となっている。明らかに製作途上にある石器 とい うことが分かる。11の 砥石の存在 と考え

合わせ ると本吐において磨製石斧が製作されていたことが予想 される。5は 、14cmほ どもある大

きな黒曜石の原石の一辺に粗 い加工 を施 し、刃部を作出したスクレイパーで、この時期の遺跡か

らこうした大形の石器が出土す ることは珍 しい。

本遺跡唯一の敷石住居であった本趾出土の石器相 は、以上のべた如 く、他の住居趾出土の石器

相 とはかなり様相 を異にした特異なもの となっている。

(5)第5号 住 居趾(第66図)

打製石斧1、 凹石2の3点 の石器が出土 したのみで、量的には非常 に少ない。2の 凹石 は、埋

甕内から出土 したもので、第81図 の埋甕内のセクションでも分かるように、埋甕内の暗褐色土上

面で、甕の中位から出土 した。その出土状態からは人為的に故意に埋甕内に入れられたものか否

かは判然 としない。磨耗による凹孔が存する。

(6)第6号 住 居趾(第66～67図)

石鋲5、 石錐1、 打製石斧3、 大型粗製石匙2、 凹石5、 磨石1、 石棒1、 異形石器1の 計19

点の石器が出土し、比較的多量であった。石IIは 、底辺への扶 り込みのないもの(1)と 、ある

もの(3～5)が あるが、挟 り込みは概 して浅い。打製石斧(7～9)は 短冊形を呈 し、9は 肩

部に軽いi快りを施 し、この部分が磨耗 している。大型粗製石匙は、10が 横形、11が 縦形で、 とも

に粗雑な仕上げである。12は 、あたか も現代の鎌を連想させるような形態の石器で、左辺の内弩

する部分が鋭利で、刃部 となっている。他には余 り類例 をみない異形な石器である。

凹石は4点 とも不整形な礫 を使用し、凹孔は2、5が 磨耗 によるほかは、1、3、4と も打撃

の集中によるものである。磨石6は 、炉趾内から出土 したもので、小形の球形 を呈する。7は 、

周囲をわずかに研磨 した石棒ないし石剣で、床面上か ら出土している。

本趾の石器相 も、石鍛が比較的多い反面、打製石斧、凹石が少量で、中期的な石器群の変化の

一端 を示 しているといえる。

(7)第7号 住居 趾(第67図)

石鍍2、 石錐1、 磨製石斧1、 打製石斧1の 計5点 が出土 している。

石鍛は2点 とも底辺への挟 りが深 く、製作は丁寧である。・磨製石斧は小形定角式で、研磨は左

上から右下へ という傾斜 をもってなされている。打製石斧は、大きな剥片を余 り加工することも

な く使用 した粗雑なものである。

(8)第8号 住居 趾(第68図)

石鍛4、 打製石斧5、 大型粗製石匙2、 磨製石斧2、 凹石1の 計14点 が出土 している。 石鍛
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第66図 第5号,6号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚さ(mm) 特 徴

1 5号 住 打 製 石 斧 硬 砂 岩 100 45 13

2 n 凹 石 細 粒 砂 岩 148 54 31

3 11 11 礫 岩 153 93 38

4 6号 住 石c 黒 曜 石 21 16 4

5 11 11 n 16 14 5

6 II 11 11 22 17 4

7 II 11 〃 21 14 4

8 11 11 11 20 16 4

9 u 11 11 34 16 4

10 11 打 製 石 斧 頁 岩 117 36 12

11 11 11 11 107 45 13

12 11 11 11 79 50 14

13 11 大 型 石 匙 11 48 69 10

14 11 11 11 107 40 14

15 11 異 形 石 器 〃 131 103 15
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第67図 第6号,7号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表
番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚さ(mm) 特 徴

1 6号 住 凹 石 安 山 岩 134 55 36

2 11 11 11 103 73 49

3 11 11 11 123 75 53

4 II // n 123 67 40

5 11 11 11 95 69 64

6 u 磨 石 火山礫凝灰岩 74 67 66

7 u 石 棒 細 粒 砂 岩 115 17 17

8 7号 住 石 錺i チ ャ ー ト 14 13 3

9 II 11 黒 曜 石 30 11 4

10 n 石 錐 28 14 4

11 11 磨 製 石 斧 安 山 岩 73 33 10

12 11 打 製 石 斧 頁 岩 118 81 15
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は、わた くりの深いもの(2)、 やや浅いもの(1、3)が あ り、2は 中央部が研磨 されている。

打製石斧は、5が 両側縁に磨耗痕をもち、やや内弩する短冊形、6は 肩部がえぐられた石匙に近

い形態を有するものである。

大型粗製石匙の10は 横形、11は 縦形で、 ともにつまみ部に扶 りを入れ、挟 り部分が磨耗 してい

る。11は 極めて偏平で鋭利である。磨製石斧は、12、13と も定角式で、12は 小形品である。12は

中央部が斜めに研磨 され、左辺は、上下に、そして側面は横位の研磨によって製作 されている。

13は、中央部が横位に、両辺が上下に、そして刃部付近は斜めに研磨されている。凹石14は 、表

面側 にのみ、打撃による小さな凹孔を有する。

(9)第9号 住 居 趾(第68図)

本趾か らは磨製石斧1、 石皿1、 砥石1の 計3点 の石器が出土した。石1、 打製石斧、凹石 な

ど他の住居趾では普遍的に出土する石器が1点 も出土せず、また出土量 も極めて少ない。

磨製石斧15は 、定角式の優品で、研磨痕が観察で きないほど丁寧に研磨が施 されている。16の

石皿は、炉趾に接するようにして床面上から出土 した。長さ12cmの 小 さな石皿で、磨面は1.6cm

ほど凹んでいる。このような小形の石皿は珍 しく、一般的な石皿 と同様の用途 を有するものか、

またこれに伴 う磨石はどのようなものか注目される。砥石17は 、表面に大 きな砥面が1面 、裏面

に幅7.4cmと4cmの2面 の砥面がある。 ともによ く研磨されている。

(10)第10号 住 居 趾、(第69、70図)

石鍛4、 打製石斧9、 大型粗製石匙1、 磨石1、 凹石2、 凹石兼磨石1、 磨製石斧2、 石棒1

の計21点 の出土がある。

石鍛は底部形態の分かる1～3の3点 とも浅い挟 り込み をもち、作 りは精巧である。打製石斧

は全て短冊形 を呈 し、6、9～11が 原石面を残 し、5は 磨耗痕 を残 している。加工は粗雑である。

大型粗製石匙14は 、縦形で、扁平な剥片を使用 している。磨石15は 、全面極めて丹念に研磨 され、

光沢 を帯びるほどである。凹石16～18は3点 とも楕円形の礫を用い、16、17は2ケ 所に、18は4

孔一連に打痕の集中による凹みをもっている。磨製石斧は2点 とも定角式で、1、2と も欠損部

の少ない完好品である。石棒は、周囲をわずかに磨いたもので、欠損品。

(11)第11号 住 居趾(第71、72図)

石 鍛1、 打製石斧1、 磨製石斧1、 凹石6の 計9点 の出土があった。

石鍛4は 、長 さ2.9cm、 底辺への扶 りの少ない優品で、極めて鋭利である。打製石斧5は 原石面

を残 した粗雑品。磨製石斧は長さ17cmの 大形品で、今回の調査で出土した磨製石斧の中では最 も

大 きなものである。研磨は左上から右下へ とい う斜めになされ、中心線 を境 として、大 きく左右

2面 に分けて研磨がなされている。凹石は、7、9、1、2が 楕円形の、また8、10が 細長い礫

を使用 している。6点 とも打痕が集中して凹孔となったもので、7、9、1、2の 楕円形を呈す

るものは凹孔がほ"そ の中心部にあるのに対 し、8、10の 細長いものは凹孔が中心部か らずれて

お り注意される。
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第68図 第8号,9号 住居趾出土石器

石 器 観 察 表
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(12)第12号 住 居 趾(第71、72図)

石鍛6、 スクレイパー1、 磨製石斧1、 打製石斧6、 大型粗製石匙1、 凹石5、 磨石1の 計21

点が出土 している。

石1/は 、2～6は 長 さ1.0～15で やや小形品であるが、7、8は2.0～3.Ocmの 長身で、8は 欠損

部のないみごとな石鍛である。スクレイパー9は 、部厚い剥片の縁辺に加工 を施 し、刃部 として

いる。打製石斧は、全て短冊形で、11～15は 原石面を残す。他の住居趾の打製石斧 と比較 し、形

態的に整 っている。大型粗製石匙17は 、肩にわずかな挟 りを入れ、つまみ部 を作出している。凹

石 は、1、5が 楕円形、3、4が 細長 い礫を使用している。1、2は 磨耗による凹孔であり、3

～5は 打痕 による凹孔である。

(13)第13号 住 居趾(第72図)

石鍼1、 打製石斧1、 凹石3の 計5点 が出土 している。

石鎌7は 、挟 りをわずかに入れ、部厚い剥片 を使用 した粗雑なものである。打製石斧8は 、左

辺の中央に小さな挟 りを入れている。 この部分のみが磨耗 している。凹石9～11の3点 とも楕円

形を呈す る。9、11は 磨耗による凹孔 を有 し、 ともに凹は大 きい。10は 打撃の集中により中央に

やや大 きな凹みが作 り出され、他は不鮮明な凹みとなっている。

(14)第16号 住 居 趾(第73図)

凹石8、 磨石2、 磨製石斧1、 砥石1の 計12点 が出土 した。

凹石 は8点 とも楕円形の礫を用い、7を 除いてほ"中 央部 にそれぞれ凹孔 を有する。1～4、

6、8は 打撃による凹孔、5、7は 磨耗による凹孔で、5は 大きな凹孔 となっている。これら凹

石のうち1、4は その表面を研磨 してお り、磨石 としても使用したことが うかがえる。

磨石9は 、球形の礫の下面および右辺を研磨 してお り、いわば曲面的な磨面を残 しているのに

対 し、10は左辺のみに幅2.4、 長さ6cmに わた り、平坦な研磨面を残 している。両者の磨面形態の

相違は、その用途 とも関連 して注 目される。

磨製石斧は、小形の定角式で、研磨は胴部は上下方向に行われているのに対 し、刃部付近は斜

めになされている。他の磨製石斧は、概 して胴部は斜めに研磨がなされていたのとはその研磨の

方法に相違が見い出せる。製作技術の違いを示 しているもの と考えたい。

砥石は、幅0.5～1.Ocmほ どの溝状の砥面を有 し、これが交叉するような形で幾本 も残されてい

る。

㈲ 第17号 住 居趾(第74図)

凹石が1点 出土 したのみである。1は 、角ばった礫を使用し、中央部に磨耗による大 きな凹孔

が1孔 あ り、また右側辺 には同様のものが2孔 存する。

(16)第18号 住 居 趾(第74図)

打製石斧が3点 出土 している。完形品は2の みで、3は 頭部 を、4は 刃部 を欠いている。2は

短冊形、4は 揆形で、2～4の3点 とも原石面を残 している。3は 刃部に、4は 両側縁にそれぞ
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第69図 第10号住居趾出土石器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 10号柱 石 錺i 黒 曜 石 19 15 3

2 // 11 11 18 14 3

3 11 11 11 16 17 4

4 // 11 〃 14 13 2

5 11 打 製 石 斧 頁 岩 105 51 17

6 11 11 〃 118 42 9

7 n 11 118 51 17

8 11 11 97 48 14

9 n 11 頁 岩 91 63 15

10 u 11 細 粒 砂 岩 108 55 18

11 // u 頁 岩 85
一

41 15

12 11 11 59 55 14

13 n 11 頁 岩 47 51 17

14 11 横 型 石 匙 細粒 凝灰岩 76 39 6

15 11 磨 石 安 山 岩 92 86 53

16 11 凹 石 火山礫凝灰岩 107 62 36

17 11 11 安 山 岩 152 78 38

18 ノノ 11 11 123 81 44
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第70図 第10号,11号 住 居趾 出土石 器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 10号住 磨 石 斧 石英閃緑岩 84 45 21

2 11 11 硬 砂 岩 134 70 29

3 11 石 棒 n 98 29 29

4 11号住 石 鍛 黒 曜 石 29 16 3

5 n 打 製 石 斧 頁 岩 108 50 12

6 ノ1 磨 製 石 斧 緑 泥 片 岩 170 64 26

7 11 凹 石 安 山 岩 104 87 58

8 11 11 火山礫凝灰岩 176 53 30

9 II II 安 山 岩 145 102 75

10 II 11 粗 粒 砂 岩 151 4? 37
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第71図 第11号,12号 住居 趾 出土 石器

石 器 観 察 表
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第72図 第12号,13号 住居趾 出土石 器
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れ磨耗痕 を残 している。

(17)第19号 住 居趾、(第74図)

大型粗製石匙が1点 出土したのみである。5は 、長さ11.4cmの 縦形の大きな石匙で、両肩 にわず

かな挟 りを施 し、つ まみ部 となしている。挟 り部は磨耗 している。加工は粗雑で、部厚い。

(18)第21号 住 居 趾(第74図)

大型粗製石匙が1点 出土 している。6は 、長さ9.1cmの 縦形で、扶 りを入れ、つまみを作 り出し

ている。薄い素材を使用し、剥片の周辺のみに加工 を施 している。

(19)第22号 住 居 趾、(第74図)

7、8の 打製石斧2点 が出土している。 ともに刃部を欠いている。

⑳'第23号 住 居 趾(第74図)

凹石が1点 出土 している。9は 、細長い礫を使用し、打撃痕による凹孔が表面2、 裏面2が あ

る。(小 林康男)

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 12号住 凹 石 礫 岩 108 94 51

2 II // 礫 岩 86 71 34

3
II

II 安 山 岩 136 68 34

4 // 11 安 山 岩 192 70 47

5 〃 11 11 87 62 42

6 11 磨 石 11 110 75 55

7 13号住 石 鎌 黒 曜 石 24 17 5

8 II 打 製 石 斧 頁 岩 99 42 11

9 11 凹 石 安 山 岩 95 69 52

10 II 11 11 141 93 64

11 11 11 11 120 79 55

石 器 観 察 表

番号号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 16号住 凹 石 安 山 岩 92 68 39

2 u 11 火山礫凝灰岩 96 85 41

3 11 11 安 山 岩 99 80 60

4 Il II 11 100 87 66

5 11 11 11 86 75 37

6 11 11 II 147 78 46

7 n 〃 11 119 78 43

8 II 〃 11 107 78 40

9 11 磨 石 凝 灰 岩 106 97 79

10 11 11 安 山 岩 107 104 65

i1 n 磨 製 石 斧 粘 板 岩 49 26 9

12 11 砥'石 細 粒 砂 岩 150 125 22
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第73図 第16号住居趾出土石器
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第74図 第17～19,21～23号 住居趾 出土石 器

石 器 観 察 表

番号 遺構名 種 別 石 質 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 特 徴

1 17号住 凹 石 安 山 岩 105 73 51

2 18号住 打 製 石 斧 頁 岩 111 40 13

3 // 磨 製 石 斧 11 75 69 11 局部磨製

4 ii 打 製 石 斧 硬 砂 岩 111 74 21

5 19号住 11 細 粒 砂 岩 114 64 18

6 21号住 縦 型 石 匙 頁 岩 91 52 6

7 22号 住 打 製 石 斧 11 118 46 17

8 n 11 11 80 50 10

9 23号住 凹 石 安 山 岩 142 43 36
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3)土 製 品 ・石製 品(第60図)

(1)土 偶

土偶の頭部 と右腕12は21号 住の炉の直上付近の覆土か ら出土 した。黒褐色、胎土には、長石、

雲母、石英 を含み、焼成は良好である。頭部については、大 きさは、縦8.6cm、 横10cm上 部の右

側が少 しかけているが、正面には、目尻の垂れた目、写実的な鼻、ほおには、左右に沈線が施 さ

れ、口の回 りにも沈線がある。鼻 と口がかな り離れてお り、 目が垂れ、人間の顔 をデフォルメし

てお り、ユーモラスな顔をしている。首には、左、中央、右に沈線が三本 ある。側面は、耳の上

に渦巻の文様があ り、耳は、三段になっている。首には、渦巻文か らの沈線が続いている。後部

は、中央が突起 しているが上部は欠けている。上半分は欠けているが、逆V字 型に沈線があり、

髪の毛を表現 しているようである。突起部の下 には、沈線がい りくんで表現されてお り、中心に

は、渦巻文がある。 この頭には、上から下まで穴が貫通 してお り、棒 を串刺 しにして、製作 した

と考えられる。右腕は、大 きさは、長 さ7.2cm、 手の平の高さ4.6cm、 手部分が指一本欠けている。

正面には、腕の部分 には、縁 に沿って沈線があ り、手の平には、横に7本 、縦に1本 沈線がある。

裏には、正面同様の沈線が施 されている。

(2)土 鈴

10号住のピットの覆土内から、全体の二分の一程出土。表面は、明褐色で、一部にすすが付着、

内部は全体にすすが付着している。横5.4cm、 縦2.8cmの 大きさである。胎土は長石、石英を少々

含み、焼成良好。表面には、全体的に、横に沈線が施 されている。鈴特有の穴のあいていた様子

は、うかがえない。

(3)蓋

3号 住の北壁近 く、床面付近の覆土か ら出土。大 きさは、径5.4cmの ほぼ円形で表面は、すすの

付着が一部あるが、全体的に明褐色。裏面は、暗褐色である。表面には、左右対称に突起があ り、

その突起の上下力aら、刺突文が中心に向って半円を描いている。 この遺物の用途は不明だが＼ニ

ケ所の突起は、把手のあとで、形状から察 して何かのふた と考えられる。

(4)異 形石 製 品

第6号 住居趾の床面から10cm浮 いた覆土中より出土 したものである。上辺は大 きな扶 りを入

れ、下辺には小 さな扶 り込みを2ケ 所 に入れ、特異な形態を作出している。縁辺には磨耗痕 も観

察されず、実用品であったか否か断定 し難い。意識的にこうした特異な形態 を作出した ものとも

受け取れる。(三 村 洋)
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5)調 査 の 成 果 と課 題

(1)第4号 住 居趾 につ いて(第75・76図)

本趾が今回の調査で唯一の敷石住居趾であるため、ここでは調査中に感 じたこと、気のっいた

こと等を若干述べ ることによって本文内の本趾報告文の追補 としたい。

床 面 床面をローム直上 とした点であるが、覆土は柔かい黒褐色土で、掘 り進めてい く途中

に床面 らしい ものはな くローム上面に達 して しまった。それに石がローム直上に敷かれているた

め、これを一応床面 としたのである。 しかし、周辺 に散在する石の下面はほぼ敷石上面 と同レベ

ルであることか ら、 ローム上面 を掘 り方 と考 え敷石上面を床面 と考えた方が妥当か と思われる。

敷石は住居阯中央部やや北寄 りにあり、検出当初は住居廃絶後石の一部が抜かれて現在の形に

なったものではないか と推定 された。 しかし、全掘後、その形態を詳細に検討 してみると、現在

の姿が構築当初の形態をそのまま伝 えているのではないか と思わざるを得ないのである。

なぜなら、第1に 遺 されている敷石の石の密度が高い点である。廃絶後に石が抜かれたと考 え

るならば、偶然にもこの一画だけが無傷で残 ったことになり、あまりにも不 自然なことである。

大きな石の間を小さな石で埋める等、かな りていねいに構築 されているだけに、結果的にここだ

けが残ったというよりも最初からここだけであったと考 えた方が無難ではないだろうか。また、

炉の脇つ まり集石の北東隅にあたる所に蜂ノ巣状の凹石 を置 き北西隅には砥石(下 面が集石上面

と同レベル)、南西隅に埋設土器 を配置 していることは意図的なものを感 じさせ る。炉趾 を境 とし

て東側には敷石がみられないので、炉趾を頂点 として敷石全体を見た場合、欠落のない一っの遺

構 を思わせ るのである。

そのような先入感 を持 って周辺に散在する石 をみると、炉 と埋設土器 を結ぶ敷石主軸線の北東

側延長線上 を除いた形で、規則性 を持 って敷石 を囲むように配置されているように見えて くる。

では一体、敷石以外の床面はどうであったのであろうか。先 にも記 したように覆土 を掘 り進めて

い く段階では床面 らしきものは検出することができず、ローム上面 も踏み固められたというには

程遠い ものであった。住居趾床面に植物のような有機質の物を敷いて居住 したという説があるが、

ここもそのようになんらかの有機質を敷いていたとも考えられる。 しか し、居住者が もしこの住

居趾 を普通にかつ長時間にわた り一 日の居住空間として利用 していた としたならば、直接の土間

であったりあるいはそれが薄い動物の毛皮のようなものであった場合 よりも顕著ではないか も知

れないけれ ども、人間の体重や置かれている物の重み、つまり上からの圧力によって敷かれてい

る物 を通 して土は踏みかためられた状態のように多少な りともなってもよいと思 う。竪穴住居趾

が廃絶 され埋没するまでの間に、少なか らず受 けるであろう自然からの影響 というものは推察す

べ くもないが、断定的なことを書 くとしたなら、この住居は居住者にとって 日常の生活の場では

なかった といえるのではなかろうか。

炉 炉 は集石の北東辺中央部にあ り、平板な石 を縦にして組み合わせた深型の ものである。北
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面の石は石皿 を転用 した ものであった。この炉趾内覆土には焼土が厚 く堆積 してお り、火焼面(炉

趾掘 り方 と一致)は 、よく焼けてかつ硬 く締った良好な面 として とらえることがで きた。長期間

の使用 もしくは強力な火力を想像 させた理由である。 しか し、四面にある炉石の うち一見 して焼

けているとわかるのは西面の石だけであった。この石はヒビ割れを生 じてお り、二つに割れてい

た。これは何を意味す るものであろうか。 もっとも焼けている石が敷石の側の石であることはは

たして偶然であろうか。考 えようによっては、敷石の中央部 に人が坐 り西側から炉に薪をいれた

とい うことが想定で きないだろうか。覆土内の焼土分布か らは当時の状況 を推定できうる資料 を

得 ることはで きなかった。 、

敷石遺構 集石は何 らかの目的を持 って人為的に石が集め られた状態(農 耕が普遍的に行なわ

れる時代においては畑作等の障害 となる石を畑の隅等に固めてすてることがあるが、これも含 ま

れ るであろう)を 指 して呼んでいる用語である。この集石の概念の中で、住居趾 という居住空間

の中に明らかに平坦に敷 くという目的 を持って極力平板な石 を選び、 ときには立石等を伴い、例

外 もあろうが原則的には炉趾 を附属 して形成された集石 を敷石住居趾 と呼んでいる。敷石住居趾

の性格 についてはいろいろな説が現在まで出されているが確定されうる説は現段階ではない状態

である。まず、敷石上での 日常の生活を考えて見る時、あ くまでも現代人的な物の見方であるが、

やはり床はデコボコしているより平坦の方が居住性はす ぐれている。キャンプへ行 った時、テン

トの中にた とえ物 を敷いたとしても、土の上面がデ コボコしていれば落ちつかないものである。

ワラ状の植物を敷いた場合マッ ト的役割を果たすか もしれないが、硬 い石のデコボコの上でごく

普通の居住者が 日常的な生活をすることに満足するであろうか疑問である。板敷の床の場合は、

精度の高い水平が要求され うることは言うまでもない。本趾の場合においては、床面の項で記 し

たように日常的な居住 については一応否定的な見解 にしておきたい。

次に、敷石遺構の全体像 について見てみると、敷石主軸線 を北東側に延長す ると、小竪穴群が

存在 している。敷石内における炉の位置 をあ くまでも中心 として考.7.かつ周辺に散在す る石 をこ

の敷石に附属するものとした場合、北東方向を意識 しているように思えるのである。本肚で検出

された3個 のピッ トのうち、P・は石の一部が重なっているため本趾 に附属するものと考 え、P2は

このピットのために壁が張 り出す結果になっている。また、P3は 壁 との関係から本趾のもの と推

定されたが、近接 して小竪穴群があるため本文においては断定をさけた。これ らのうちP1の 位置

が住居趾北東隅であるため、上屋構造 を考 えてみればお もしろいか もしれない。

前述の線 をさらに延長 して北東方向に目をやると、柿沢東遺跡のある台地の北辺 を流れる川の

対岸で、ちょうど同時期 に埋文センターによる中央道長野線の埋蔵文化財発掘調査が行 なわれて

お り、そこの御堂垣外遺跡で も敷石住居趾が検出されている。川をはさんでいると言って も直線

にして500mと 離れていない場所で、距離的には遠 くはない場所である。時期的な ものがはっきり

しないので、なん とも言えないが、集落構成上では興味あることではなかろうか。さらに先は真

近に迫 る東山の山々である。
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第75図 第4号 住居趾敷石部分
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以上 とりとめのないことを書 きつ らねてきたが、平面的な面をとらえて感 じたことで、.今の と

ころ深 く掘 り下げた根拠を有 していないことは言 うまで もない。御教示を得 られれば幸いと存ず

る次第である。

次に松本平 における過去の敷石住居趾の報告例であるが、現在までに4遺 跡か ら検出が報告 さ

れている。

第1は 、平出遺跡第二・三次調査でのもので3.5×3mの 配石趾 として報告されている。実測図

を見 ると柄鏡形であるが 「周囲に並列 した礫石の配置は、拳大か或は人頭大の河原石 を、面 を揃

えずに並べてある。その点は諸国に往々存する敷石住居趾 とも相違 してお り、住居関係の設備 を

見ることは出来 ない」 としている。

第2は 、葦原遺跡第一 ・二次調査での第1・3・4号 の3軒 で、第1号 は石 を立て並べた外縁

部を有する円形住居で東側の炉石のみが割れている。第3号 は実測図上では柄鏡形である。3号 ・

4号 とも埋甕 を有する。 この調査は松商学園高等学校地歴部の活動 として実施 された小規模発掘

であるため、集落内における敷石住居の位置関係は不明である。

第3は 、荒海渡遺跡の第1・2号 敷石遺構 と報告 されている2軒 である。第1号 は柄鏡形 と考

えられ、石 を立てて縁辺を構成 している箇所 も見 られる。鉄平石が一部に使用されている。第2

号は円形 とみ られ、近 くを流れる梓川の石が多用されていると報告 されている。両者 ともに上部

に集石が見 られる。 これ ら2軒 は集落玩のある台地の南端部にあ り、位置的には集落のはずれ と

いって もよい場所に存在 している。ただ第1号 の場合、 もし柄鏡形の柄の部分 を入 口と仮定 した

場合は台地中央部つ まり北西方向を向 く形になろうか。

第4は 、 こや城遺跡の第1・2・3・4号 住居趾の4軒 である。中世の山城の推定二の曲輪平

坦部から中世の遺構 とともに検出されたもので、第1・2・3号 とも板状の石 を敷 き、その間に

小石 を詰めるていねいな構成であるが、住居趾の輪郭 はつかめていない。第4号 は円形で四隅に

立石 を伴っている。各住居趾 とも石 を縦に組み込んだ深形の炉 を有 している。この調査では縄文

時代の遺構はこの敷石住居4軒 のみで、特異な遺跡 を連想させ るが、調査 目的の都合か ら平坦部

の西側半分 を調査 したのみで東側は末調査で残 されている。

以上のように現在 まで4遺 跡10軒 の住居趾が報告 されているが、末報告のものがまだあるかも

しれない。これ らの うち、平出遺跡配石趾、葦原遺跡4号 趾、こや城遺跡1号 趾の3軒 でピット

の存在が報告されているのみで、他の7軒 ではピッ トは検出されていない。

〔引用文献〕

平出遺跡調査会 「平出」 昭和30年

小松 慶 「長野県東筑摩郡波田村葦原遺跡第一 ・第二次調査概報」信濃18-4昭 和41年

梓川村教委 「荒海渡遺跡発掘調査=報告書」 昭和53年

明科町教委 「長野県東筑摩郡明科町こや城遺跡発掘調査報告書」 昭和54年

(山本紀之)
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第76図 松本平の報告の敷石住居趾(各報告書より)

葦 原(11号,2-1・3・4号),平 出(3一 配 石 趾),

荒 海 渡(4-1号 敷 石,5.2号 敷 石),こ や 城(6-1号, 7-2・3号,8・4号)
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(2)焼 土(第77・78図)

遺 構 先述 したように、今回の調査では、3号 ・6号 ・10号住居趾において、覆土内より多

量の焼土が検出された。これら焼土は、ほ とんどが覆土中層、上層からの出土であり、炭化材、

炭粒の存在 も稀薄であることから、単なる焼失住居 に起因するもの とは想定 し難い。また、この

3軒 の住居趾は、今回の調査において最 も多量の遺物の出土 をみており、土器廃棄 と焼土 との関

連が想像 される。以下、覆土内における焼土について、若干の考察 を行ってゆ きたい。

(1)3号 趾覆土包含焼土

典型的な吹上パターンを示 した3号 趾では、緩やかなレンズ状堆積 を呈する第III層と、直下の

第II層 との間に、多量の完形、半完形土器の出土をみている。焼土はこの第III層内に形成 され、

住居趾内南寄 りに2.5×1.1mの 規模 で存在 した。焼土の堆積 は北側で厚 く10cmを 計るが、南側で

は極めて稀薄で、暗褐色土層内にわずかに焼土粒 として存在する。また、焼土の存在する範囲は、

竪穴内で最 も多 くの遺物を包含する場所であ り、一.括廃棄 された土器で覆いかぶせ る状態で焼土

が検出された。

以上の事実から、3号 趾においては、竪穴埋没過程のある一時期に土器が一括投棄 され、その

後第III層の堆積する過程で、土器廃棄か らさほど時を経過 しない時期に焼土が形成 されたと考 え

られる。焼土形成が何に起因するかは判然 としないが、凹地 を利用 しての火を焚 く行為、また土

器廃棄に伴 う行為、あるいは凹地への焼土の投げ込みなど、様々な原因が予想されよう。

(2)焼土1～V

6号 趾から10号趾にかけては、合計5ケ 所 にわたる焼土が検 出され、発見順に焼土1～Vと 仮

称 した。この うち、焼土1、IIに ついては、すでに表土削平の段階で鮮明な焼土層が確認された

ので、セクシ ョンを取 り、変色の鮮度 によって1～III層 に分けた。両住居趾の重複状態から焼土

1は6号 趾、焼土III、IV、Vは10号 趾覆土に付随するもの と考 えられるが、焼土IIに ついては両

住居趾の覆土にまたがるものと推察される。

焼土1:平 面形は250×100の 不整形を呈 し、厚さは20～30cmを 計る。また、図示で きなかった

が、焼土1下 層にも処々に焼土塊が存在 し、一部は床面上に堆積が観察 され、床が、厚 さ2～3

cmに わたって焼成をうけていた。焼土の中心が床面上40cm程 度の上層に存在 し、途切れながらも

床面 に達す ることに注意されたい。床直上の焼土については、あるいは上層の焼土 と別の性格 も

考えられよう。

焼土II:平 面形は145×80の 不整楕円形を呈 し、厚さ20cmを 計る。焼土1と 同様に覆土上層に堆

積 してお り、中心は鮮朱色を呈する。

焼土III:平 面形は115×65の 不整形 を呈する。厚 さ約15cmを 計 り、10号趾覆土下層に存在する。

焼土1、II、IVと 同様に強い焼成 を受 けており、中心は鮮朱色 を呈する。

焼土IV:平 面形は60×50の 楕円形 を呈 し、厚 さ20cmを 計 る。10号趾床面直上に堆積 してお り、
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第77図 焼土分布状態

焼土内には2個 体の半完形土器 を包含する。

焼土V:10号 趾南東寄 りに、東西240西 北170の 不整形の範囲で存在 し、焼土は覆土中層に形成

され る。厚 さは最高15cmを 計 り、部分的に厚い堆積をみるが、所々稀薄な部分 も存在する。焼土

1～IVと は若干異なる様相を示す と言えよう。

このように、焼土1とII、 焼土IIIとIVについては、多くの類似点が窺 えた。焼土1・IIは ・レ

ベルの高さ、また切 り合 い関係 より、新住居である10号 趾の埋没が、かな り進んだ段階において

焼土が形成 されたと考 えられる。なお、 この焼土1・IIの 周辺か らは、多数の完形、半完形土器

の出土をみたが、焼土 との関連は薄いと考 えられる。焼土III・IVは ともに隣接 して10号 趾床面上

に存在 してお り、覆土堆積過程の初期に形成されたと推察される。特に焼土IVに ついては内部 に

半完形土器の存在 を認めるが、この土器は焼成 をうけ黄褐色に変色 してお り、焼土の形成が土器

廃棄直後、もしくは同時であることを窺わせる。焼土1～IVは 、いずれも厚 く堆積 し、鮮朱色を

呈することか ら、単なる投げ捨てによるもの とは考 えられず、その場所において、強力な焚 き火

がなされた と推察 されよう。焼土Vは 覆土中層に広範囲にわたって出土 したが、遺物の出土は焼

土層上面か らの出土が多 く、焼土は土器が一括投棄 される以前に形成 されていたと考えられる・

以上、今回の調査で住居趾覆土内より検 出された焼土について概観 したが、このような例は・
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第3表 焼土検出住居一覧表
単位 は(cm)

遺跡住居趾名 所 在 地 焼土の規模 厚 さ 焼土出土層位 土器出土状態 時 期 備 考

船 霊 社11号 住 岡 谷 80×? 30 覆 土 中 層 吹 上 パ ター ン 九兵衛尾根II期 土器廃棄後に焼土の形成

船 霊 社14号 住 岡 谷 100×80 30 覆 土 中 層
多量 ・床面との
間に問層を持つ

九兵衛尾根II期
報文には1作 居廃絶後の投げ込み等」と
一

記 される。

小丸山6号 住 塩 尻 / 薄い 投棄土器直下面 吹 上 パ ター ン 勝 坂 土器投棄前に焼土の形成

居沢尾根1号 住 諏訪郡原村 130x100 7一 一Zo 覆 土 中 層
多量 ・検出面～

埋 土 下 層
曽 利1

平 出 ヲ 号 塩 尻
100x110

100x75
/ / 吹上 パ ター ン 中 期 後 葉 大場磐雄は忌避廃屋と想定
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他遺跡においても数例認め られる。県内の縄文中期 に限 り、2、3の 類例が確認できたので、第

3表 に集成 してみた。

今迄、この ような焼土についてはあまり関心が持たれず、報告書におv)て も覆土の記述は極め

て簡単 なものが多い為、資料集収に困難が生 じ、また、 多くの遺跡にあたることも出来なかった

ので、わずかに4遺 跡5例 を確認できたのみだが、覆土内に焼土の存在する(焼 失住居以外)住

居について、簡単な傾向が窺えた。それは、 ここに集成 した5例 の住居趾は、いずれ も多量の土

器の出土 をみていることである。そして、居沢尾根1住 以外の4住 居趾では、すべて床面 との間

に10～20cmの 間層を保 って土器が廃棄 されてお り、いわゆる吹上パターンを呈 していた・今回の

柿沢東遺跡における3、6、10号 趾も、いずれ も多量の土器の出土が見られ、特 に3号 趾は・典

型的な吹上パターンの様相 を呈 している。

焼土の検 出をみた各住居趾の考察は、すでに平出遺跡7号 住居趾の報文において大場磐雄が・

埋葬を行 った忌避廃屋の可能性 を示唆 しているが、焼土については特別言及されていない。また、

小丸山6号 住の報文では、「六号趾床面上に、中央がやや堅い状態で土壌の堆積が見 られた時に焼

土を残存させたある行為がなされ、その後に床面出土 とさして型式のかわらぬ60余 点の土器が極

めて無作為に投棄されたこととなる」という調査者の所見がある。さらに船霊社14住 の報文では・

焼土は投げ込みによるものであるとの見解がなされている。これ らの類例 を概観すれば・焼土の

形成は、土器廃棄 とほぼ時を同 じくして行われる例の多いことがわかる。 しかし、わずかな類例

で、一括廃棄土器 と焼土 を短絡的に結びつけるのは危険である。吹上パター ンを呈 しても焼土 を

検出 しない住居趾は数多 く存在するし、また、住居廃絶後の凹地が、火を焚 く場所に適 していた

とも考 えられる。他 にも、崩落 した上屋の焼失、屋外炉 また、船霊社14住 で報告されている焼土

の投げ込みなどを想定することも出来、焼土の形成については様々なケースが考えられよう・今

回の調査では、この覆土内出土の焼土について不明な点が多く、その性格については十分 に把握

し得なかったが、今後、類似資料の増加に期待 して再考 してみたい。(前 田清彦)

参考文献

高桑俊:雄 青沼博之他 「長野県中央道報告書一岡谷市その4一 昭和52、53年 度」1980

原嘉藤他 「長野県塩尻市小丸山遺跡緊急発掘調査報告」(長野県考古学会誌8)1970

青沼博之他 「長野県中央道報告書一原村その4一 昭和51、52年 度」1981

大場磐:雄他 「平出」1955

桐原健 「土器が投棄された廃屋の性格」 考古学ジャーナルNo.1271976
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(3)住 居 と 集 落

(1)炉 に つ い て(第79図)

今 回 調 査 され た23軒 の 住 居 吐 中 、 炉 石 が 完 全 な 形 で 残 され て い た 、 あ る い は 原形 を推 定 し得 る

程 度 の破 壊 に と ど ま っ て い る もの は4・5・9・11・12・16・21号 の7軒 を数 え、 炉 の 変 遷 を考

え る う えで 良 好 な資 料 を提 供 した 。 以 下 、 そ の 推 移 を簡 単 に考 え て み た い 。

ま ず 、 各 住 居 趾 の 時 期 で あ る が 、 曽 利1期(12・21号)、II期(5・9・10・16号) 、IV期(11

曽
利

-
期

曽
利

H
期

曽

利
W
期

曽
利
V
期

第79図 炉の変 遷
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号)、V期(4号)と な り、 曽 利III期 の 時 期 を 欠 い て い る が 、 中期 後 半 をほ ぼ 通 史 的 に網 羅 す る こ

とが で き る。

曽利1期 長 方 形 石 囲 炉 と楕 円 形 石 囲 炉 の2種 が あ り、 前 者 に12号 、 後 者 に21号 が 該 当 す る。

12号 の 長 方 形 石 囲 炉 は 、炉 内 辺 で 、焚 口 と思 われ る平 石 を据 え た所 で30cm、 奥 辺 で46cm、 奥 行97

cmで 、若 干 奥 に行 くに従 い や や 幅 広 とな って い る。炉 石 は垂 直 に立 て て 埋 設 し、掘 り込 み は ほ と

ん どな い。焼 土 の 厚 さは4cmで あ る。焚 口 の平 石 は38×32cmほ どで 、作 業 台 と して の 機 能 も もっ

て い た もの と思 わ れ る。 な お 炉 内 中 央 部 に 土 器 の 胴 下 半 部(第49図3)が 埋 設 さ れ,てい た 。21号

の楕 円 形 石 囲 炉 は 、炉 内 径 で66×44cm、 焚 口は や は り平 石 を 用 い て い る 。炉 石 は長 さ40cm前 後 の

大 き な もの を用 い 、 掘 り込 み は摺 鉢 状 に深 い 。1期 は12号 と21号 に み られ る とお り全 く異 っ た形

態 の 炉 が 同 時 に 存在 し て い る。

曽利II期 円 形 炉 と方 形 炉 が あ る。 前 者 は5・9・16号 、 後 者 は10号 が 該 当 す る。5号 は、 炉

内 径70×64cmで 、使 用 して い る石 は長 さ62cmを 最 大 に、 小 さ な もの で も30cmと い う大 き な石 を

用 い て い る。掘 り込 み も50cmと 深 く、焼 土 も12cmと 厚 い 。焚 口は や は り平 石 を2枚 横 に 設 置 して

い る。9号 は 、径70×70cmで 、形 態 的 に は5号 と酷 似 す る。 掘 り込 み は22cm、 焼 土 は7cmと 厚

く、 使 用 され て い る石 は5号 よ りや や 小 さ 目 で あ る。16号 は 、 炉 内径80×60cmで 、5・9号 と類

似 す る が 、 中 央 部 に深 鉢 形 土 器 の 胴 上 半 が 埋 設 さ れ 、 内 部 は焼 土 が 充 満 して い た 。 以 上 の3住 居

に対 し、10号 は、炉 内径66×60cmで 、石 材 も小 さ く、掘 り込 み もほ とん どみ られ な い 。 強 い て い

え ば 、10号 は 曽利1期 の12号 の 、 ま た、5・9・16号 は21号 の 系 譜 を ひ い て い る とで もい え よ う

か 。

曽利IV期11号 が相 当 し、径80×70cmの ほ ぼ 円形 を呈 す る。焚 口 は 一 枚 の 平 石 を横 位 に 据 え、

炉 石 は40cm前 後 の もの を用 い て い る。 掘 り込 み は29cmと 深 い が 、焼 土 は2cmと 薄 い 。IV期 はIII

期 とほ とん ど変 化 が み られ な い 。

曽 利V期4号 の 敷 石 住 居 趾 が 相 当 し、 方 形石 囲 炉 が あ る。 ほ ぼ 正 方 形 を呈 し、 炉 内径34×36

cmで 、 前 時 期 に 比 較 し、 著 し く小 形 化 す る。 掘 り込 み は25cm、 焼 土 は4cmで あ る。 曽利1～IV

まで の 焚 口は 、 平 石 を横 た え て 設 置 して い た の に対 し、V期 で は 全 て の炉 石 を縦 位 に坦 設 し、 焚

口部 分 は炉 石 上 面 をや や 低 目 に して い る。

以 上 、 曽 利1～V期 の 炉 の 形 態 変 化 を ま とめ て み る と、 長 方 形 、 楕 円 形 → 円形 → 方 形 とい う推

移 を た ど る こ とが で き る。

で は 、 次 に炉 内 の 大 き さ、 深 さ(容 積)、 そ して 住 居 吐 に 占め る炉 の 大 きさ の変 化 は ど うか を 第

80図 に よ り検 討 して み た い 。

大 き さ は 、1期 か らII～IV期 に か けて 形 態 的 に 円 形 を呈 す る こ とか ら全 体 的 に一 回 り大 き くな

り、V期 に な り再 び小 形 化 す る 。 こ う した 小 → 大 → 小 と い う推 移 は 、 炉 の平 面 的 な大 小 の み で な

く、炉 の掘 り込 み につ い て も言 え る。炉 内 の 容 積 を 出 して み る と、1期 は12号(0.03m・)、21号(0.

08m3)と 小 さ い が 、II期 に は5号(0.3m3)、9号(0.08m3)、10号(0.03m3)、16号(0.14m・)と
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第80図 炉の規模

全般的に大形化 し、5号 などは12号 の10倍 という極大化 したものとなる。この傾向は、次のIV期

にも引き継がれ、11号(0.21m・)と なる。しか し、V期 になると、4号(0.03m3)と 再 び小形化す

る。1期 からII期 にかけて炉の実質的な規模が大形化するという背景 には単に暖房の強化 とい う

原因のみでな く、当時すでにその技術が確立 していた と推定されている トチ ・ドングリ類のアク

抜 きに使用するための灰を多量に取得す るという食料生産における必要性 も大 きな原因となった

のではないか と考 える。また、焚口となる場所が、V期 を除き40cm前 後の上面が平坦な平石 を据

えていることは、こうした堅果類の皮むきなどの作業台としての役割 をもっていたのではないか

と思われる。

また、住居空間に占める炉趾空間の割合 をみると、1期 は3.6～5.6%を 占め、II期 になると3.

0～7.6%と 全体的に占有率が増加 し、IV期には7.3%と 横ばい状態である。V期 は2%と 小さくな

る。 このように住居空間 も1期 からII期 にかけて変化が生じた といえる。

以上のように炉趾を検討す ると、柿沢東遺跡の中期後半に関する限 り、曽利1期 と曽利II-IV
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期、そして曽利V期 の3段 階区分が可能である。こうした炉の変化 は、 この時期にそれぞれ住生

活、食生活に変化が生 じたことを示 してお り、これ らの活動に大 きな影響 を及ぼ した ものと考え

られる。

(2)埋 甕(第81図)

今回の調査で発見 された23軒 の住居趾 中、埋甕が埋設 されていたのは1・3・4・5の4軒 で

あり、3号 のみは重複のため2個 体の埋甕が出土 している第11図 。時期的には、曽利II期 が5号 、

II～III期が1号 ・III期の終末3号 の1・IV期3号 の2、V期4号 であり、それぞれ若干の時期差

をもちながら曽利II期 ～V期 まで各1軒 つつ継続して埋甕が存在する。この各時期1個 という数

量は住居趾の発見数 と関連す るが、決 して多い軒数ではない。むしろ少ない といえよう。埋甕の

発見 されなかった住居吐は、意識的に埋甕に代 るべ きピットの存在があるか と精査 したがこれ と

いった成果は得 られなかった。埋甕のない住居は、その住居継続中には埋甕を用いるような機会

がなかったのか、あるいは埋甕をめ ぐる思考が柿沢東遺跡では決 して一般的な行為ではなく、あ

る特定の住居にのみ埋設 したのであろう。

さて埋設されていた土器は、II・III期にかけての1・5号 がいわゆる唐草文系に属するもので、

5号 は天竜川流域の影響をもった ものである。III～IV期の3号 は2個 とも加 曽利E系 に属す るも

ので明 らかに1、5号 とは系譜を異にしている。この土器系統の違 いは、甕の埋設場所 にも現わ

れてお り、唐草文系は南壁下であるのに対 し、加曽利E系 は西壁下に設置されている。佐々木藤

雄氏のい う異系統土器の埋甕(『縄文時代の通婚圏』信濃33-9)の 異系統 とはどのような範囲 まで

を含むかははっきりしないが、明らかに文様構成、形態の異なった土器が1つ の遺跡で埋甕 とい

う目的のために使用されていることはここでも認めることができる。

本遺跡の埋甕もこうした問題 を考 えるうえで貴重な役割 りを果す ものといえる。

(3)住 居 の 動 き(第82図)

今回の調査 は、およそ9,000m2と 推定される柿沢東遺跡の全面積の6分 の1の1,500m・ を調査 し

た。 この ような範囲での調査結果 を基礎 として集落全体の様相 を把握す ることは不可能に近い。

そこで調査地区内における集落の動 きを簡単 に検討 してみたい。

遺構の配置 、調査は東西に延びる小舌状台地を南北方向に幅40mに わたって実施 され、ちょう

ど遺跡の一角を台地縁辺か ら縁辺 にかけて横断する形で発掘が行 なわれたことになった・これに

よって発見 された遺構は、住居趾、小竪穴があり、その配列は大雑把にいって小竪穴群 を中心部

に包み、その周囲 を住居趾群が取 り囲むとい う典型的な縄文中期集落の一端 を示 している・小竪

穴は、第3号 小竪穴の硬玉製大珠の発見によって も推測されるが、墓地的性格の強いものであろ

う。 したがって、いわゆる中央広場に墓地 を設定 し、それをめ ぐって居住区が展開 していたこと

が うかがえる。

時期的推移 曽利1期2・6・12・13・17・19～21が この時期 に属 し、本遺跡において最 も

住居阯数の多い時期である。 これ以前の時期の住居趾は調査範囲内には1軒 もな く、 また遺物 も
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第81図 埋甕出土状態図
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第82図 住居変遷図

一130一



認められなかったことか ら、この時期にこの遺跡は初めて居住地区 とされたといえる。 しかも、

集落 を営み始めたこの時期が最 も繁栄 した時期だったようである。19～20号 を除き、重複す るこ

とがな く、各々の住居は単独に孤立 している。住居建築 用地の占地が比較的 自由であったために

重複することがなかったのであろうか。この時期の住居は、これ以後の住居地域 より外側 に位置

している。なお、炉石の遺存状態をみると、12・21号 が良好 に残 されてお り、これらの住居が1

期の中では最 も新 しいもの といえるか もしれない。

曽利II期5・7～10・15・16・22号 が相当し、1期 に次いで住居趾数の多い8軒 を数 える。

1期 には各住居趾が重複するこ とがな く比較的散在 していたが、 この時期 に至 り重複す ることが

顕著 となり、一定地区内に占地することが多 くなる。住居建築場所の特定地区への規制(社 会的あ

るいは立木等の自然的なもの)の強化がなされた結果 と考えられようか。また、1期 が外縁部に占地

す ることが多いのに対 し、このII期 にはやや内側 に移行する傾向が見い出せ、9号 は中央広場間

際にまで進出している。さて、住居の配置をみると、16号 および5・9号 を両端に、これ より外

縁には同時期の住居が途切れている。 したがって、5・7～10・15・16の7軒 は1ブ 『ロックを形

成 してお り、この うち炉石が完存ない し、良 く遺存していた(畑地の畦畔であったためおそらく後世

その一部が破壊されたものと推定される)5・9・16号 の3軒 が同時に存在 していた可能性 も考えら

れ る。

曽利III期 曽利III期に属する住居趾は、ほ とんどなく、3号 の外側の埋甕 を有する住居がIIIの

終わ りからIVに かけての時期であ り、また1号 がIIの 終わ りからIIIにかけて という過渡期に属す

るものである。 したがって、III期にいたり、この地区に関する限 り衰退する。

曽利IV期3号 の内側の埋甕 を有する住居、11号 の2軒 が相当し、III期以来の衰退化は継承さ

れる。住居の配置は、II、III期 の住居よ り更に内側に進出 し、中央広場縁辺 に位置する。 この2

軒のうち11号 は炉が完存し、3号 は炉石が抜去されてお り、IV期 の中では3号 が古、11号 が新 と

い う関係が成立する可能性 もある。

曽利V期 敷石住居である4号 の1軒 のみとなる。住居はそれまでのどの時期 よりも内側に占

地し、小竪穴群の縁辺に位置する。炉趾は完存してお り、 この住居 をもって以後の時期の住居が

ないことから、本遺跡最後の住居 ということになる。

なお、130基 発見された小竪穴は、その所属時期がはっきりしないため、どの住居 に付随するか

はっきりしない。 しか し、これら小竪穴の所在する中央部を中心 として意識的に住居建設地が決

定 されたことが分かる。

本遺跡の、住居群は、時期が経過するに従 い内側に移行 したことが指摘 される。

(小林康男)
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(4)石 器(第83図)

今回の調査 によって遺構に付随して出土した石器の総数は209点 である。そのほ とんどは住居趾

から出土 した ものであるが、住居趾ごとの石器組成 とその出土数 は第3表 に示 してある。以下、

この表にもとついてまとめを簡単にしておきたい。

出土量 各住居趾か らの出土量をみると、大 きく4分 類できる。すなわち、50点 以上の3号 住

居、20点 前後の6・10・12号 、住居10点 前後の4・8・11・16号 住居、そして10点 以下の1・2・

5・7・9・13～15・17～23号 住居である。このうち、2・15号 は末完掘であ り、また7・13・

14・17～23号 は重複が著 しく正確 な石器量を示 していない。 こうした調査の不完全 さ、あるいは

後世の撹乱を考慮 に入れても各住居趾から出土する石器量が僅少であることは指摘で きよう。中

期後半における石器相の特徴の一つである石器の減少化を本遺跡で も指摘で きる。

ところで、各住居趾での出土量の多賓は何に基因するのであろうか。一つには、石器の出土状

態を観察すると住居趾の床面 に密接 して出土するものは皆無に等しく、 このような出土状態は、

従来からいわれているようにその住居趾が廃絶 した後に、これらの石器が投棄されたものである

と推定 される。 ところが各住居趾の覆土からの遺物の出土をみると必ず しも全ての廃絶住居の凹

地に等しく生活用品を投棄 したのではな く、ある特定の決まった場所への集中的な廃棄がなされ

たことが うかがえる。本遺跡でいえば、その集中的な投棄場所が、3号 ・6号 ・10号 ・12号の各

住居趾の凹地であった

と考 えられる。これ ら

の住居趾では、石器の

出土ばか りでな く、土

器の出土 も他 を圧 して

多量であった。石器 と

土器の出土状態は同一・

傾向が存することが指

摘できる。

このことから、これ

ら多量の遺物 を投棄 し

た人間が生活していた

住居(投 棄 された住居

より新 しい時期)と 投

棄 された住居(凹 地)

が同一遺跡内に同時に

存在 してい たので あ 第83図 住居趾石器組成
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り、今後こうした生活空間からの遺物の出土状態の追求 も必要 となってこよう。

組成 本遺跡での石器組成は、石錺i21.4%、 打製石斧32.0、 凹石22、 石皿1.4、 磨石2.3、 磨製

石斧6.6、 スクレイパー5.7、 石錐1.4、 砥石1.4、 石棒0.9、 大型粗製石匙4.3、 異形石器0.4と な り、

植物採集に関る打製石斧、凹石、石皿、磨石 の比率の高 さが際立 っている。出土量の減少化は顕

著ではあるが、組成面においては中期前半期 をさして変化がない。本遺跡においては中期的石器

群の解体は明確でない。

第83図 によって、時期的な変遷が見い出せ るか考 えてみたい。石鍛は1～IVま で全石器に占め

る割合が30%前 後 と安定 した状態 を示 している。これに対 し、中期の石器を代表する打製石斧は

増減が著 しく、かな りの変動 を示 している。 しか し、打製石斧 と密接な関係にある凹石は比較的

変化が少 く、直接生産用具 と処理具 との相違 を示 している。全般的にみて、1～IVま では組成 を

質的に変化させ るほどの移動は見い出すことができない。V期 の4号 住居は敷石住居 とい う特異

性があり、一般の住居その石器組成を比較検討することには若干問題があろう。いずれ にしても、

本遺跡での各時期の石器組成 を見る限 りでは、 これ といった他遺跡では認められないような特異

性はなく、 この時期の極 く一般的な在 り方を良 く示 しているといえよう。(小 林康男)

(6)ま とめ

調査の結果、柿沢東遺跡は縄文時代中期後葉に集中してこの地 に居住 した遺跡であることが判

明し、またその生活様式や交易形態は極めて意義深いものであった。

集落は、舌状台地の中央部に小竪穴群 をもち、その縁辺部 に住居趾を配 している。住居趾は狭

い居住地域に何回も構築されてお り重複が著 しい。 しか しその順序には規則性が認め られ、次第

に台地中央部へ寄 る傾向が見 られた。住居趾か ら伴出する土器により、時期は曽利1期 ～V期 と

確認された。この短期間に、 これだけの範囲内で23軒 の検出は密度が高い ものであ り、時間的 ・

空間的な変遷 を捉えてい くうえで極めて好材料 となるものである。第4号 住居趾は扁平な礫 を敷

き詰めた所謂敷石住居趾であり、 これは松本平で も過去2・3例 の報告 しかない。 しか も砥石 ・

石皿 ・蜂ノ巣石 などの石器を敷石に用いている点、小竪穴群 と住居趾群の中間に位置する点、本

集落の最終である曽利V期 の ものである点など本趾が提起する問題 には極めて大 きなものが あ

る。

小竪穴は計130基 が検出された。これも極めて高い数字であるがおよそ3タ イプに大別すること

が可能である。1つ は集落の中央 に設定 された墓墳群である。特に3号 小竪穴か ら出土 した ヒ

スイ製の小珠は精巧な穿孔技術 を有 してお り副葬品としての価値 は高い。2番 目に住居趾の柱穴

として捉 えられるものがある。第4号 住居趾の東側、および第22号 住居趾東側に存在する小竪穴

群は楕円形の配列 をもち住居趾の可能がある。壁が確認されなかったため住居趾の確定 はできな

いが、過去の構造改善 によるローム上層部の削平 も十分に考慮すべ きである。最後に住居に付随

する屋外の貯蔵穴である。特にその位置が前2者 に適合 しない第5・6号 住居趾の小竪穴はこの
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性格に該 当す ると思われる。

遺物 としては、縄文中期後葉曽利期の短い期間に限定された多量の土器資料に恵まれた。この

ことは当地方 における該期土器文化の様相 と変遷に、大 きな資料提供になるものと思われる。

土器 と共に出土 した石器類には、石鍛、石斧、石錐、石匙、スクレイパー、石棒、石皿、砥石、

凹石 などがある。ここで特に注意を引 くことはこの時期比較的減少傾向にある石鍛が、出土石器

の比率において多産 したことである。やは り広大な山腹、台地を背景にした立地環境から生 じる

狩猟主体の生活が展開 していた と推察される。また出土石器の供給 をはるかに越 えると思われる

黒曜石の原石 出土 も興味深い。黒曜石貯蔵例 はここから2.5kmほ ど台地を下った 「中島遺跡」か

らも産出しているが、該期の出土例は塩尻市内で今回が2番 目である。黒曜石の貯蔵例が、単に

自己消費にとどまらず、他集落への交易 ・流通を意味 しているものとすれば、和田峠で産 した黒

曜石が諏訪 ・岡谷を経て松本平へ持ち込 まれた経路 として、この2遺 跡はその取継集落 として極

めて意義のあるものであろう。(鳥 羽嘉彦)

第4表 石 器 出 土 一 覧 表

石 鐡 打 斧 凹 石 石 皿 磨 石 磨 斧 スクレバー 石 錐 砥 石 石 匙 石 棒 異 形 合 計

1号 2 1 1 2 6

2 4 2 6

3 18 29 4 3 8 1 1 64

4 1 1 4 a 2 1 1 12

5 1 2 3

6 5 3 5 1 1 2 1 1 19

7 2 1 1 1 5

8 4 5 1 2 2 14

9 1 1 1 3

10 4 9 3 1 a 1 1 21

11 1 1 6 1 9

12 6 6 5 1 1 1 1 ai

13 1 1 3 5

14 0

15 0

16 8 2 1 1 12

17 1 1

18 3 3

19 1 1

20 0

21 1 1

22 2 2

23 1 1

合 計 44 67 46 3 5 14 12 3 3 9 2 1 209
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第4節 大原遺跡

1)位 置

遺跡は、塩尻市大字柿沢字牛原地籍にある。柿沢の部落の中央を通 る永井坂は、東山山麓に沿

って曲 りくねる国道20号 線 を最短距離で結ぶ急勾配の坂道である。この永井坂 を登 り、道沿いに

立ち並ぶ家並が とぎれるとやがて柿沢区の配水池が見 えて くるが、ここか ら道の両側に展開する

広大な緩傾斜地に大原遺跡は立地する。

付近の地形を概観すると、 ちょうど坂道を中心軸にした広大な台地状地形を有 し、北側は四沢

川の開析谷へ、南側は田川の開析谷をそれぞれ眼下に臨むことがで きる。そのため斜面の傾斜方

向は北側で北西方向、南側で南西方向を示 している。付近は畑地 と牧草地 に利用 され、 また斜面

上方 には松本営林署塩尻苗畑が広がっている。

大原遺跡は以前 より縄文土器を産す ることでよく知 られてお り、この付近の標準遺跡にもされ

ている。「塩尻町誌」1937に は第五類第四型 として曽利期の土器が紹介 されている(第85図)。

大原地籍は中央道長野線のサ._.__ビスエ リア用地に予定 されているため、遺跡の大半 は中央道用

地にかかっている。従 って今回の圃場整備の対象 となる地域 は大原遺跡の北端をわずかにかすめ

る程度 となった。調査地域は圃場整備 に関連す る柿沢区グラン ド予定地の一角で、中央道用地の

す く脇 に位置する牧草地である。標高は827m前 後である(第84図)。

調査 に先行 して行われた表採では遺物皆無であったため、調査では先ず重機 による表土全面削

除から始められた。本遺跡の層序は、耕作土、黒褐色土、 ローム層 となり、 ローム層 までは南側

地区で30cmを 測るが、北へ向って緩傾斜面をなすため、北側地区の最 も深部ではさらに70cmを 測

る。 また東側地区中央ではローム層直上に存在す る砂礫層の分布が特 に著 しい。

掘 り下げは全面ローム層上面 まで行なわれていったが、遺構 ・遺物の出土が乏 しく、また北側

へ進むにつれ覆土が著 しく厚 くなったため、一部 トレンチ掘 りにかえて行なわれた。

2)遺 構 と遺物

調査の結果、調査地区北側に東西方向に走る溝状遺構が検出され、 またその北側に主 として巨

礫から構成される礫群の分布が見られた(第85図 ～87図)。

溝趾は東区 と西区の2ケ 所で、ほぼ同一線上に確認されたが、両者は断面、および方向が若干

異なるため同一の ものとは言い難い。西区のものは トレンチを直角に横切 るもので、幅1m、 深

さ20cmを 測 り、U字 形の断面 を有 している。西へ向って緩 らかに傾斜 してお り、傾斜角度はロー

ム上面 とほぼ一致 している。遺物等の出土はなかった。 また東区のものは調査区の端に存在 して

いたため残念なが ら北壁 まで掘 り込めず、完掘はで きなかった。 しか し前者の溝吐よ りはるかに

自然的な形態を示 し、 また礫の分布が著 しいことか ら、沢跡の可能性が十分考 えられ る。
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第84図 大原遺跡調査地区図
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第85図 大原遺跡全体図

集石趾は溝趾のす ぐ北側 に確認 され、トレンチによって区画された範囲一面に礫が認め られた。

図ではやや空白域が認められるが、表土除去の際、かなりの礫が抜き取 られてお り実際には倍近

くの密度であったと思われる。礫の円磨度はそれほど高 くなく、 また位置関係 も不規則ではある

が、径20～40cm前 後 と淘汰は良 く、自然流入 よりむしろ人為的な搬入の可能性が考えられる。ま

た北東隅には礫 を伴なう炉状の浅い窪みがあるが、焼土 ・炭化物がみられず確認は難しい。

出土遺物 としては4片 の土器片 と陶器片がある。 しかしこれらはいずれも小片で、しかも表面

の磨滅が著 しいため時代判定は不可能であった。
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(3)ま と め

本遺跡は、その中心が大原地籍寄 り、すなわち永井坂より南側台地上にあるといわれてお り、

調査=地域の位置す る永井坂の北側台地、すなわち牛原地籍は事前の表採において もほとん ど遺物

を拾 うことはできなかった。

今 回の調査地域は遺跡の北端はずれにあた り、 また表採においても遺物が皆無であったが、 日

当 りの よい緩斜面 という立地条件から一応の期待 をもって調査 に臨んだ。 しか し結果は性格不明

の溝趾 と集石吐 を検 出し、また他地域からの流入 と推察される数点の土器片が出土 したのみであ

り、明確 に生活跡を残す ものは確認されなかった。

大原遺跡は縄文 中期のかなり広範囲に分布する遺跡 として以前 より知 られてお り、「塩尻町誌」

(1937)に も塩尻東地区の代表的遺跡 として報

告がある。文中その出土地点については明ら

かではないが、「柿沢大原南方」と記述があ り、

また現在 も南側台地上に遺物が多く散布 して

いることから考慮 しても、やは り遺跡の中心

地は永井坂から南側の台地、すなわち南向 き

の斜面のほうにあるもの と想定され るのであ

る。(鳥 羽嘉彦)

第86図 大原遺跡出土土器(塩尻町誌)
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第87図 溝趾 ・集 石:吐
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第5節 中島遺跡

1)位 置

中島遺跡は柿沢地区の入口に位置 し、今回の調査=対象 となった4遺 跡のなかでは最 も低所 に立

地する。標高は777mで ある(第88図)。

ここは田川および四沢川によって形成 された扇状地のほぼ中央に位置 し、塩尻東地区仲町交差

点で伊那路へ向 う国道153号 線 と分岐 した国道20号 線を、塩尻峠へ向って約600mほ ど進んだ地点

である。付近は東方から延びる小規模な舌状台地上にあ り、中央を国道により横切 られているた

めに、道路東側に小丘陵状の微高地 を残している。遺跡はこの微高地上の畑を中心 として広がっ

ている。

遺跡の北側 は急峻な崖 を形成 し、約4m下 方には四沢川の小河川が流れてお り、遺跡立地 に多

分に関与 している。

以前、 この畑の地主である上条善昭氏が耕作の際、礎石様の巨礫を掘 り起 こしている。現在、

それを確認することはできないが、付近の字名が 「古屋敷」 と称せられることか ら勘案 しても、

やは りこの微高地を中心 として館跡の存在が可能性 として残っているといえる。

今回の圃場整備では、 この微高地状の畑は対象外 となったが〉国道からの取 り付 け農道が南側

の土手付近を通過することになったため、農道用地内だけの調査 となったものである・

調査はこの農道にかかる4×40mの 土手部分 に トレンチを設定 した。 まず重機による表土除去

を行なったのち、遺構の検出を行ない、遺構部分の掘 り下げを実施 した。本遺跡の層序は黒褐色

埴壌土(耕 作土)の 下 に黒褐色砂土があ り、す ぐに褐色砂礫層(ロ ーム質)が 続 く・かなり長期

にわたって河川敷環境 にあったと推察される。

柿沢の 「中島遺跡」については他に2ケ 所該当箇所があり誤 りやすい。1ケ 所は四沢川を隔て

た北側の台地 を 「中島遺跡」 と称 し、今回の箇所 を 「古屋敷」と称 し、区別するものがある・ま

た場所 は少 し離れ るが、柿沢東遺跡のす ぐ上 に続 く台地上の遺物散布地を、その字名をとって「中

島遺跡」 とするものがある。本来、遺跡名は字名に則 り命名することが通例であり、その意味か

ら考 えると最後の中島遺跡が優先するが、たまたまその箇所が中央道用地内に入ってお り・ほぼ

時を同 じくして発掘調査 が行われることになったため、中央道発掘調査団と市教委 との間に協議

が行われた。その結果、中央道用地内の遺跡は 「北山遺跡」に、そして今回の調査遺跡を 「中島

遺跡」 として取 り扱ってい くこととなった。(鳥 羽嘉彦)

2)遺 構

(1)土t今 回の調査で検出されて、遺構 には土墳、溝状遺構がある(第89・90図)・

第1号 土墳 調査区域のやや西寄 り、グ リッ ドに発見され、溝状遺;構の掘 り込み部分か らは100
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第88図 中島遺跡発掘調査地区図
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cmほ ど内奥に位置している。プランは長径140cm、 短径90cmの 楕円形 を呈する。掘 り込みは砂利

混 りの褐色土になされ、地形が南に向かって緩傾斜 しているため北側の掘 り込みは明瞭であるが、

南になるに従い掘 り込みは漸減する。覆土は、第90図 に示すように、黒色土、黒褐色土、暗褐色

土が レンズ状 に堆積 し、自然堆積の様相 を示 している。深 さは、最 も深い北壁下で22cmを 測る。

北側の壁面には、地山に含まれていると考えられ,る小礫がみ られる。底面は平坦である。内部か

らの出土遺物 はない。

第2号 土墳 調査区域のほぼ中央部 に位置 し、第1号 土墳の8・5m東 方 にある・溝状遺構の掘 り

込みか らは60cm内 奥にある。プランは、長径120cm、 短径80cmの 楕円形を呈する。掘 り込みは、

砂利混 りローム層 になされ、覆土は黒褐色土、暗褐色土が レンズ状に堆積 していた。深 さは・最

第89図 中島遺跡全体図
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も深い北壁下でも15cmと 浅 く、南にゆ くに従い浅 くなっている。壁は傾斜 をもって立 ち上が り、

底面には起伏がみ られた。関連する出土遺物はない。形態 ・規模 とも第1号 土fに 類似する。

(2)溝状遺構 溝状遺構 は、厳密には完全な溝状 を呈 さず、斜面の片側 を掘 り下げ微高地の末端

を切断した形 となっているもので、この名称は不適当とも思われるが、他 に適切 な呼称 もないた

め一応溝状遺構 と呼んでお きたい。

溝状遺構は調査区域全体 にわた り、東西方向にかけて検 出された。大部分 は破壊が著 しく、当

時の姿 を推測す ることは困難であるが、Aグ リッド付近だけは比較的良好な遺存状態を示してい

る(第90図)。 この区域の状況 をみると、東西に延びる低い舌状台地の南端 を意識的に掘 り下げて

切 り落 とし、舌状台地部分 とその下位、すなわち現在の水田地帯 とを切 り離 し、区画 したもの と

見受けられる。掘 り込みは褐色砂礫層をかな り鋭角に切 り落 とし、壁高は71cmを 測る。当初は東

西方向にかけて直線的に掘 られていたものと考えられるが、グリットを除 き、内外弩が著 しい。

また、掘 り込まれた壁 も、現在では崩壊 し、緩傾斜面 となっている。この溝の掘 り込み内には、

大小の礫が散在 し、特に壁および底面に接するような状態で検出されるものが多かった。この礫

群 は、ある程度の集中性があり、Hグ リッドの東辺 ・G～Fグ リッドの境付近、E～Dグ リッ ド、

C・Aグ リッ ドなど壁の内外弩の激しい地区に多 く存在する。しか し、その在 り方には規則性は

認め られ,ない。礫は40cm前 後の大きなものか ら、拳大の小さなものまであ り、20cmほ どの人頭大

程度の ものが主体 を占めていてる。 これ らの礫群が何 らかの 目的で人為的に搬入 され、何 らかの

構築物の一一端を担ったものであるか否かは、調査区域が余 りにも極部的にすぎるため、今は断言

することがで きない。ただ、溝上の平坦面には、これ らの礫 と同じものが余 り見当らないことか

ら単なる自然物 とは見なし難い。

以上の遺構のほかに、A・Bグ リッドにかけて、第90図 にみ られるように南北にはしる浅い溝

と地山の切 り落 としによって、矩形 とも思われる基壇状の平坦面 を造 り出したと考えられる遺構

がある。この小 さな基壇状の遺構は、20～30cmほ どの高 まりとなってお り、その上面は多少の起

伏はあるが、ほぼ平坦 となっている。この平坦面には溝状遺構にみられたよな礫群はない。 しか

し、発掘調査が道路幅 と限 られているため、その規模、形態等は不明確である。

以上、土彊、溝状遺構についてその概要を記 したが、これ らの遺構の年代は、後述する出土遺

物によって、中世末期(16世 紀前半)を 中心 とするものではないかと推定される。

3)遺 物

今回の調査 によって出土 した遺物には、土師器内耳土器、皿、陶器、土製円板、異形土製品、

打製石斧、古銭がある。

遺物の出土状態は、第91図 に示 したように、溝状の落ち込み部分 に集中してお り、溝上の平坦

面からはほとん ど出土がない。 また、礫が集中した地区に遺物 も集中す る傾向が認められる。遺

物が出土する層位は、ほぼ黒色土に限 られてお り、 より下層の黒褐色土からの出土は少ない。そ
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第90図 中島遺物遺構全体図
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第91図 遺 物 出土状 態 図
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第92図 内耳 土器

の大半 は、小破片であり、しか も出土層位が上層であることなどか ら考えると、後述する晦器な

ど一部の遺物 を除いて、上位か らの流れ込みの可能性が強い出土状態を示 している。

(1)内 耳 土 器(第92図)

内耳土器は、出土遺物の大半を占めるが、大部分が小破片で、図示 しうるものは第92図 に示 し

た8個 体にすぎない。1は 、口径28.6cm、 現存高4.5cmの 口縁部破片である。器形は くの字状に

屈曲しながら外反する口縁部で、 口縁部内側に稜 をもっている。口唇部は平滑に面取 りが施 され

ている。内外面 とも全面にわたってナデによる整形がなされている。内面褐色、外面暗褐色を呈

し、焼成はよい。耳部の存在の有無はこの破片めみからははっきりしない。2は 、口径28.7cm、

現存高4cmの 口縁部破片である。器形は1と 異な り、くの字状に屈曲することもな く、外反す る。

口唇部は平滑に整形されている。ナデ整形で、内面は褐色、外面は暗褐色を呈 し、焼成はよい。

3は 、口径27.5cm、 現存高4cmで 、形態は2に 類似す る。内面褐色、外面黒褐色である。2・3

とも耳の有無ははっきりしない。

4は 、口径28.2cm、 現存高12.5cmを 測 り、今回出土 した内耳土器の中では最 もその器形をよく

把えられたものである。器形は、1～3に 比較し、口縁部の外反が弱い。耳部は縦位に付 けられ、

口縁端部か ら7mm下 か らつけられている。ナデにより調整され、耳部の付 されている外面は起伏

がみられる。おそらく耳を付ける時に外側から加圧 したため指による凹凸が残された ものと思わ

れる。器厚は0.5～0.8mmと 薄い。色調は、内面暗褐色、外面黒褐色で、外面には煤の付着が認め

られる。
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第93図 出土土 器

5は 、 口径26.4cm、 現 存 高8.5cm、 器 厚0.9cm。 器 形 は、 屈 曲 もな く、 直 線 状 に外 に向 か っ て

開 き、 口縁 端 部 下 、6mmの 位 置 に縦 位 の 耳 部 が付 され て い る。 口唇 部 は 平 滑 に面 取 りが な され 、

外 面 は4と 異 な り起 伏 が み られ な い。 耳 部 に付 した の ち、 器 面 に で きた 凹 凸 を ケ ズ リ取 り、 平 滑

に仕 上 げ た もの の よ うで あ る。 内面 褐 色 、 外 面 暗褐 色 で 、 焼 成 は よ い。6は 、 耳 部 の破 片 で 、 口

径28.4cmを は か る。耳 部 は 、 口縁 端 部 下6mmの 部 分 に縦 位 に付 け られ て い る。内 外 面 と も暗 灰 褐

色 を呈 す る。

7は 、 底 部 破 片 で 、底 径20.2cm、 現 存 高6.7cm、 器 厚 は0.8～1.Ocm、 底 部 は0.5mmと うす い 。

全 面 に わ た りナ デ整 形 され 、 底 部 は ザ ラザ ラ と砂 粒 が 浮 きだ して い る。 内面 褐 色 、外 面 赤 褐 色 を

呈 す る。 焼 成 は よい 。8は 、底 径20.4cmの 底 部 破 片 で 、器 厚 は0.8、 底 部 器 厚 は0.5mmと 薄 手 にっ

くられ て い る。 胴 部 は 縦 位 の ナ デ 、 底 部 下 端 部 に横 位 の ナ デ が 施 さ れ て い る。 外 面 に 煤 が 付 着 し

て い る。

(2)土 師 器 皿(第93図)

9の1点 が 出 土 した の み で あ る。 口径8.5、 底 径7.1、 器 高1.5cmの 浅 い皿 で 、『ロ クロ成 形 で 、回

転 糸 切 り手 法 で 成 形 され て い る。 内 外 面 と も明 褐 色 を呈 し、 焼 成 は よい 。

(3)陶 器 皿(第93図)

2～7の 皿 が6枚 出 土 して い る。 こ の6.枚 の 皿 は、 特 異 な出 土 状 態 を示 して い た(第94図)。 出

土 地 点 は調 査 区 内 の 西 側 、 グ リッ ドで 、 溝 状 遺 構 の 覆 土 上 面 に あ た り、 ま た矩 形 に整 形 され た基

壇 状 遺 構 か ら80cmほ ど前 面 に あ た る位 置 か ら出 土 した 。そ の 出 土 状 態 は、2枚 つ つ を逆 に 裏 返 し

て 重 ね 、 この2枚 重 ね の 皿 を三 角 形 の 形 に 皿 の 口縁 を お互 に接 す る よ う に配 列 し、 中央 部 分 をや

や 凹 め る よ うに 配 置 され て い た 。 それ ぞ れ の 皿 は 、No.2とNo.3、No.4とNo.5、No.6とNo.7が セ ッ
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トたされ、各々1枚 は完形品、他の1枚 は口縁の一

部を欠損するものが組み合わされている。これら2

枚重ねられた上の皿 と下の皿 との問には5mmほ どの

やわらかい黒色土が堆積 していた。黒色土上に意図

的にこのような特異な形に配列 して置かれた状態で

の出土は、単なる日常生活上以上の目的によった も

のではないか と思われた。なお、溝状遺構、基壇状

遺構 との関連性は、溝状遺構の覆土上面で出土した

ことなどを考えると、この皿はやや時期的に新しく

なるとも考 えられ、直接、前述の遺構 と結びつけら

れるかは判然 としない。

2は 、3の 上に置かれていたもので、 口径10.7、

底径6.0、 器高2.7cmを はかる。成形は、内外面 とも

ロクロナデ、見込は回転ヘラケズ リ、高台は削 り出

し高台である。重ね焼の痕跡が残 る。粕は見込以外

の全面 にかか り、淡黄緑色を呈する。焼成は良い。

3は 、2の 下 に置かれていたもので、 口縁の一部 を

欠いている。口径10.0、 底径5.8、 器高2.4cmで 、2

よりもやや小ぶ りである。ロクロ成形痕が顕著に残

り、高台は削 り出し高台である。底部には窯道具の

跡が残されている。粕薬は全面 にかけられ、淡緑色

を呈する。焼成は良い。
第94図 陶器出土状態

4は 、5の 上 に置 か れ て い た もの で 、 口縁 の 一 部 を欠 い て い る。 口径10.9、 底 径5.7、 器 高2.5

cm。 ロ ク ロ成 形 、 削 り出 し高 台 で 、底 部 に は窯 道 具 の 痕 が 残 る。 見 込 に は 、厚 い粕 薬 の た めや や

不 鮮 明 で は あ るが 、16の 花 弁 を もつ と思 わ れ る花 の 印刻 が 施 さ れ て い る 。 粕 は全 面 に か け られ て

い るが 、底 部 は 薄 く、他 は厚 目 にか け られ て い る。色 調 は 淡 緑 色 を呈 す る 。胎 土 に は小 礫 を含 む ・

また 、 内側 に は 、 食べ か す の よ うな粘 着性 の あ る付 着 物 が 非 常 に 薄 くで は あ るが こ び りつ い て い

る。5は 、3の 下 に置 か れ て い た 皿 で あ る。 口径8.9、 底 径5.0、 器 高2.4cmで 、4よ り小 ぶ りで あ

る。 ロ ク ロ成 形 、 削 り出 し高 台 で あ る が 、 底 部 の 中 央 は 高 台 よ りむ しろ 突 出 して い て 、 安 定 が悪

い 。 見 込 に は 梅 と思 わ れ る花 弁 の 印 刻 が施 され て い る。 粕 薬 は底 部 を 除 い た 全 面 に か け られ 、 淡

緑 色 を呈 して い る。6枚 の 陶 器 皿 の な か で 見 込 に 印刻 の あ る もの は 、4と5の み で あ る。 こ の2

枚 が 重 ね合 わ さ れ て 配 置 さ れ て い た。

6は 、7の 上 に 置 か れ て い た もの で 、 口径10.1、 底 径5.3、 器 高2.1cmで あ る。 内外 面 は ロ ク ロ

ナ デ 、 見 込 は 回転 ヘ ラケ ズ リ、 底 部 は ご け底 を な して い る。 底 部 の 中央 は 高 台 よ りわ ず か に突 出
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しているため安定感に乏 しい。底部には窯道具の痕が残 されている。粕は、底部および見込以外

の全面にかけられ、淡黄緑色を呈する。焼成は良好。6は 、5の 下に置かれていたもので、口縁

の一部 を欠いている。口径10.5、 底径6.2、 器高2.4cmで 、ロクロ成形 され、見込には回転ヘ ラケ

ズ リが、 また底部は削 り出し高台で、底部には窯道具の痕が残されている。粕は、見込を除いて

全面にかけられ、淡黄緑色 を呈す る。

これ ら6枚 の皿は、愛知県陶芸資料館の赤羽一郎氏の御教示 によれば、美濃焼で、大窯によっ

て焼成されているとのことである。年代的には、16世 紀前半に比定されるもの との教示 を得 た。

(4)土 製 品(第95図)

土製品には、土製円板 と異形土製品とがある。

土製円板は2点 出土し、1はHグ リッドから、 また2はDグ リッドから出土 し、 ともに溝状遺

構の覆土中からの出土である。1は 、径4.2cmの 円形で、厚さ0.8～1.Ocmを はかる。内耳土器の

胴部破片を使用 し、周囲を9つ の面を研磨することによって仕上げている。2は 、径4.5×5.Ocm

のやや楕円形状 を呈 し、厚さは0.9cmを はかる。やはり内耳土器の胴部破片を使用 し、周囲は9つ

の面 を研磨することによって全周囲研磨仕上げしている。

異形土製品はEグ リッドの溝状遺構の覆土から出土 した。長さ2.6cmで 、0.7cm前 後の円筒状を

呈 し、孔が穿れている。何 らかの土製品の一部であるとも考えられるが、他の類例 を知 らず、そ

第95図 土製 斧,石 製 斧
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の性格ははっきりしない。

(5)銭 貨

2枚 の銭貨が溝状遺構の覆土か ら出土 した。この うち1枚 は腐食が著 しく銭種は判別不可能で

あった。他のHグ リッ ドから出土 したものは、かろうじて銭名を判読することがで きた。聖宋元

宝(北 宋、1101年)で あった。

(6)石 器

打製石斧が2点 出土 した(第95図)。1は 、胴部中央部に扶 りをもち、この部分が磨耗 している。

加工は粗雑である。刃部の一部に使用痕が認められる。頭部 を欠失する。2は 、刃部を欠 く。剥

片の縁片に簡単な調整 を施 しただけの粗雑なものである。(小 林康男)

(4)ま と め

中島遺跡は、付近の字名 「古屋敷」か ら推測されるように、以前か ら屋敷跡 として注 目され、

その存在が期待されていた。 しかし文献史料等に該当すると思われる記録が見当らず、また実際

に確認す る機会 もないまま今 日に至ったのである。

調査は遺跡の中心 と思われ る微高地をはずれ、その縁辺部をかすめるように行なわれたにもか

かわらず、期待以上の成果が もたらされた。検出された溝状遺構は、調査区が道路幅 という限定

があったため、その規模や形状は捉えることがで きなかったが、掘 り込みの壁の保存状態が極め

て良好であったこと、また伴出した拳大の礫の石積み状態が良好でしか も集中性があったこと、

などか ら勘案すると自然状態で形成された落 ち込み とは考 え難い。 また調査区西側の遺構検出面

付近か ら出土 した陶器皿 も明らかに何らかの意図をもって配置 したもの と考えられる。 これ らの

状況か らこの付近 も何 らかの生活跡が存在 しているとみなしてよいだろう。ただしその中心地は

地形的にみて も、あるいは以前礎石が出土 した事実から考 えて も、やは り微高地の中央 として捉

えてい くことが適当と考える。

次に、この遺構が館 として存在 していた時期 を考えてみる。年代を決定するものとしで3種 の

出土遺物があった。すなわち陶器皿、内耳土器、古銭である。この うち陶器皿については製作年

代が16世 紀前半 とみなされ、保存状態が極めて良好であった状況か らほぼこの付近の使用 と考 え

るのが妥当であろう。内耳土器については13世 紀 と若干遡るが、これは出土状態が相対的に悪 く、

他地域からの流入、あるいは他層位からの出土も十分考えられるため決定的な資料 とはみなせな

い。また古銭(1101年)に ついても同様で、たとえ遺構に付随するものであったとしても、その

使用有効期間は現在の もの とは比較で きないほど長い ものであろうか らやは り決定資料 とは成

り得 ない。従って遺構の年代 としては陶器皿の16世 紀前半を捉 えることが、現段階では最 も適切

であろう。(鳥 羽嘉彦)
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第IV章 結 語

昭和58年 度の県営圃場整備事業塩尻東地区に伴 なう発掘調査は、すでに報告がなされたように

東山所在の糠塚、柿沢所在の柿沢東、大原、中島の4遺 跡において実施された。以下遺跡 ごとに

その成果 について述べてみたい。

糠塚 糠塚は、その所在する地域の中では最 も低地に位置 し、以前から古墳 としての性格が疑

問視されていた。今回の調査結果は、古墳 としての性格付けを否定す るものであった。 しか し、

トレンチ内の土層堆積状態の観察によれば、 自然の営力にのみよったものではな く、明らかに人

為的な堆積がなされていた。出土遺物は全 くな く、その目的、築造年代等全 く不明である。今後

文献史料面からの調査が必要 となろう。

柿沢東 今回の4遺 跡の発掘調査 中、検出遺構、出土遺物が多 く、最 も成果のあがった遺跡で

ある・発見された遺構は、住居趾23、小竪穴130、 出土 した遺物 は縄文中期後半の土器群、石器群

で・縄文中期後半の集落の一角を露呈することとなった。本遺跡の調査では、い くつかの成果が

得 られた。まず、塩尻で初めての敷石住居の発見がある。指近距離の御堂垣外でも今年数基発見

され、その性格究明に貴重な資料を提供 した。特に、敷石住居から出土す る石器類の特異性は注

目されてよい。 このほか注 目される遺構には、住居趾上面の焼土があ り、従来、住居趾 と直接結

びつかない焼土、土器群 とセッ トとなって検出される焼土など注意 されてはいたが、集落趾的な

観点から追求 されることが少なかった。 こうした点からの究明に役立つもの となろう。 また、バ

ラエティーに富んだ炉は、中期後半の炉変遷 を考えるうえで極めて良好な資料であった。異系統

の土器 を埋設 した埋甕の問題、豊富に出土 した土器群、石器群、そして小竪穴か ら出土 した硬玉

製大珠・黒曜石の原石の集積 など、今回の調査 によって提起された諸問題 を究明す ることは今後

に残された大 きな課題 となろう。 と同時に、これらの資料は塩尻峠中腹のこの地域の縄文中期文

化 を考えるうえでこの上 もな く貴重な資料 となるもの といえる。

大原 大原の調査は、遺跡の北端地域 をその対象 としたため遺構の分布 は希薄であり、また遺

物の出土 も僅少であった。検出された遺構は、溝状 と集石であったが、集石 には規則性は認め ら

れず・また溝状遺構 も不明瞭であった。遺物は時期が判然 としない土器の小片が数片出土 したの

みで・遺構の時期を決定できるものではなかった。いずれにしても、遺構の分布か ら大原遺跡の

北端 を明か らにできた点は成果 といえる。

中島 道路幅のみの調査であったため、遺跡の全体像 を把握するには無理な面があった。 しか

し・中世遺跡の調査は市内では上西条剣の宮についで2遺 跡めであり、 しか も遺構、遺物面であ

る程度の成果 を納めることができた。特に2枚 重ねで三角形に配置されていた陶器皿の出土は、

当地域には余 り類例 をみない貴重な資料であった。 このほか、中世の館趾の一部 とも推定される
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溝状遺構、土墳、基壇状遺構などは、以前遺跡中心部で礎石 とも考えられる平石が多数出土 した

こと、あるいは古屋敷 という字名 とも関連 して、中世の館が存在 していたことを証 明するもので

あると推定 され,る。近時、中世への考古学的調査の重要性が強調されているが、本遺跡の調査=も

こうした新 しい時代への考古学的調査であり、発見された遺構 ・遺物の面のみでなく・調査対象

の拡大 をもたらしたものである点において も重要な意義を有するものであったといえる・

今回、4遺 跡の調査が多大の成果をあげ、無事終了で きたことは、市教育委員会、地元の方々、

土地改良区の役員の皆様等多くの方々の深い御理解 と御援助の賜であります。これ ら暖い御援助

に対 し衷心 より厚 く感謝 申し上げます。(花 村 格)
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第2号 住居吐
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第4号 住居趾(敷 石住居止)
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大原遺跡全景(発 掘前)
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陶器皿出土状態
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土製円盤出土状態
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